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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城下は四方を壁かべで囲かこまれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　帝都城下に持ち家のある者は、社会的地位が高く財力があり、全国平へい均きんよりもずっと裕福な者が多い。身なりがよく、一見して金持ちだとわかる者は、護ご衛えいや付き人を同伴して行動するのが常であり、車や人力車を使わずに城下を一人歩きすることはない。

　乗り物を使わず、帝都城下を一人歩きしているのは、護衛を必要としない者や、用事や使いで外出している庶しよ民みんである。

　しかし、身なりをよくするとかえって危険だからと、金持ちのなかにも意い図として庶民っぽい格かつ好こうをし、庶民に紛まぎれて行動することを好このむ者もいる。

　そして大金や高価なものを運うん搬ぱんするには、厳げん重じゆうな警備をするのが常識だが、大おお袈げ裟さな警備をすると『そこに金目のものがある』と知らせることにもなるので、『まさか金目のものを運んでいるとは誰も思わない』ような運搬方法を取ることもある。




「チュピピ」

（────うわー、あれは……！）

　午前中の神官修行を終え、午後からは庭師修業だと帝都神社を出た蒼そう司し朗ろうは、頭上のチビ朱す雀ざくに知らされて帝都城公園を歩いていた若い男に注目し、思わず眉まゆを顰ひそめた。




　西門から帝都城公園に入り、帝都城公園北側に向かっているらしい二は十た歳ち前後の男は、既き製せい品ひんの衣類を身につけた、外見は帝都でよく見かける普通の若い男性だった。しかし、歩いている格好が普通ではない。

　胸むねに抱かかえるように両りよう腕うででしっかりと鞄かばんを持ち、怯おびえたような視線で周りを警けい戒かいしながら、次し第だいに早足になっていく男は、いかにも『何か高価な、大切なものを運んでいます』という雰ふん囲い気きだ。

　男は自分が歩いている遊歩道の前後は気にしているが、いくらか距離を置き、木こ立だちと植え込みを挟はさんで向こうの遊歩道から見ている蒼司朗には気づいていないらしい。




「ミギャ？」

　足を止めて男を凝ぎよう視ししている蒼司朗を、胸むな元もとから顔を出したチビ白びやつ虎こが、どうしたのかと見上げる。

「うん……、雑ざつ誌しか何かの企画かもしれないけど……」

　周りがどういう反応をするか観察するとか、そういう意図でわざとなされていることなのかもしれない。距離を取ってこっそりとスタッフが見守り、隠かくしカメラで撮影しているのではと考えた蒼司朗が見ている前で、挙きよ動どう不ふ審しんな男は敷しき石いしに躓つまずいた。




　男は鞄を抱えていて両手がふさがっていたので、顔面からまともに倒れこむ。早足になっていたので、勢いは半はん端ぱない。

　ごつっ！




「キュ！」

　蒼司朗の首の後ろから顔を出したときに、男が顔面から豪ごう快かいに転倒する瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてしまったチビ青せい龍りゆうは、びくっと身を震ふるわせ、首を竦すくめて蒼司朗にしがみついた。同じく目撃した蒼司朗は、気きの毒どくすぎて男から目を逸そらす。

「うっわー、あれは……」

　めちゃめちゃ痛そう☆




　急いで起きあがった男は、自分に近づく者がいないことを確認して安あん堵どすると、打ちつけた顔面を摩さすり鼻血を拭ぬぐって、大事に鞄を抱え直し、何もなかったように歩きだした。

　両手で抱えていたせいで、転ころんだときに鞄を下した敷じきにしたはずだが、男が鞄の中身を確かめる素そ振ぶりはまったくなかった。それなりに膨ふくらみがあり、重さもありそうな鞄だったが、壊こわれものは入っていなかったらしい。




　平気なふりをしているが、あれは相当に痛かったはずだ。あんな転び方は、芝しば居いでできる動作だとは思えない。

　痛いことが嫌いなピヨ四し神じんが怯おびえないよう、蒼司朗は順番にそっと撫なでる。

「「（しゅー）」」

「うん、望もち月づき造ぞう園えんに帰って、皆みなでお昼ご飯を食べる時間だけどね」

　ぽんぽんと枝えだ打うち斧おので肩かたを叩たたき、蒼司朗は小さく溜ため息いきをつく。まっすぐ望月造園に帰るわけにはいかないようだ。

　食くいしん坊ぼうのピヨ四神がぐずらないよう、蒼司朗はしっかり可か愛わいがってから、穏おだやかに言い聞かせる。

「帝都が平和なほうがいいよな？　帝都で誰だれかが泣いてたら、帝みかどや若様は悲しいよ。帝や若様に悲しい思いはさせたくないだろ？　だから、ご飯は少し遅くなっちゃうだろうけど、ちょっとだけ、我が慢まんしよう。オレも一緒だから」

　あまりにもわかりやすく、できすぎているので、あの男は『本物』の運搬から目を逸らすための囮おとりのようにも見えたが、もしも何かあっては大変だ。

「とりあえず、ついてってみよう」

　蒼司朗は気づかれないように注意して、そっと木こ立だちの向こうから男を尾び行こうする。




　平日には大勢の学生が行き来するが、土曜日の帝都城公園北側は、他と比くらべて人通りがかなり少ない。散歩やジョギングに利用する者の姿も、今は見えない。

　周囲は、どんどん寂さびしくなっていく。

　ただの疑ぎ心しん暗あん鬼きかもしれないが、男が警戒しているのは、人通りがなく、襲おそわれて悲鳴をあげても誰も助けてくれなさそうな場所になってきているからだ。

　男の歩く遊歩道は、近くの施し設せつ、帝都神社・帝都大学・裁さい判ばん所しよ、そのどれからも同じぐらい距離のあるところにさしかかった。

（もしも襲うなら……、この辺りかも）

　蒼司朗は見つからないように身を低くし、注意して周囲の気配を窺うかがう。




　男の歩いている遊歩道、後ろからジョギングの男がやってきた。




　背後から足音が聞こえ、はっとしたように男は顔を少し上げた。鞄を抱え、早足で歩いている姿は、ちょっと異常だ。普通に見えるよう、男は歩く速度を落とし、楽に擦すれ違えるように遊歩道の端はしに寄る。

　駆かけてくるジョギングの男の気配が近づき────。




（来た……！）

「ピ！」

　チビ朱雀とほぼ同時に、蒼司朗はジョギングの男が放っている物ぶつ騒そうな気を察知した。

　見た目や行動は何も変わらないようでいて、男はその瞬しゆん間かんから強ごう盗とうへと変へん貌ぼうした。

　刃やいばで傷つけないよう枝打ち斧を逆に持ち、駆けだした蒼司朗は二人の進行方向から、鞄を抱えている男を間に挟はさみ、向かいあう形で強盗の前に現れる。




　低い植え込みを飛び越え、長い棒ぼうのようなものを持って勢いよく前方に出てきた少年に、鞄を抱えていた男はぎょっとした。勢いがやや落ちただけで歩いている足が止まらなかったのは、いくらか距離があり、そして目前の少年が小こ柄がらだったからだろう。

　体格で劣おとる相手は、それに比例して力も弱く、体力もない。武器となるような棒を持たれていても、しっかりと相手を見て、慎しん重ちように間を取れば、恐おそれるに足りない。

　蒼司朗のことを取るに足らぬ相手と判断したのは、鞄を抱えている男だけでなく、今にも人を襲おうとしている強盗もだ。




　鞄を抱えている男の背後に迫せまる強盗は、当初の目的を変えることなく行動を起こす。

　背後を警戒していた男の気が、前方に現れた蒼司朗へと逸れたのを利用して、速度を上げ────。




「させるか！」

　蒼司朗は強盗を見み据すえ、枝打ち斧を構えて弾はじかれるような勢いで前に出る。




　鞄をひったくって男を転倒させ、素す早ばやく反転して逃とう亡ぼうしようと考えていた強盗は、鞄に手を伸ばそうとしたその目の前に、恐ろしい勢いで迫りくる長い棒を見た。

　小柄な少年であっても、腕の長さに棒の長さが加われば、予想もしなかった丈たけになる。しかし実際、どれほど枝打ち斧を伸ばしたとしても、蒼司朗は鞄を抱えている男から十メートル以上も離れていて、その後ろにいる強盗には、到とう底てい届くはずのない距離だ。




　強盗が目撃したのは、蒼司朗の枝打ち斧そのものではなく、枝打ち斧の柄えに乗せて送り出された『気』。




「ぐぁっ！」

　形のない『気』による一撃を受け、強盗が真後ろに吹っ飛んだ。

　後ろから聞こえた叫さけび声に驚き、鞄を抱えていた男が振り向く。




『気』による攻撃は、それを受けた者にしか効力がないが、爆ばく弾だんをぶつけられ、破は裂れつしたような衝しよう撃げきとなる。実際には何も当たっていなくても、身体からだに感じた強い衝撃は、痣あざとなって強盗の身体に刻きざまれた。

　けちがついたと、これで逃亡する強盗なら、簡単なのだが。

「て、めぇ……！」

　身を起こした強盗は蒼司朗を睨にらみつけ、背後に隠し持っていた登山ナイフを握にぎった。




「ピチュピ！」

　あれは脅おどしではないと警告するチビ朱雀に、強盗から目を離さず近づいていきながら、蒼司朗は頷うなずく。

「常習犯だな」

　あの男は抵てい抗こうする被害者を、邪じや魔まだからとなんの躊ちゆう躇ちよもなく傷つけられる人間だ。勢いのまま、どこまでも残ざん忍にんになれる。




「ひっ……！」

　普通は見かけない形の、殺さつ傷しよう効果が高いだろう刃は物ものを素早く取りだした男を見て、ジョギングを装よそおって接近する強盗だったのだと気づき、鞄を抱えていた男は真まっ青さおになった。




「何しやがった!?　コラァ！」

　刃物を握って蒼司朗を恫どう喝かつした声の迫はく力りよくに、鞄を抱えていた男は肝きもを潰つぶし、その場に尻しり餅もちをつく。この場にいてはいけない、ここから急いで離れなければと頭ではわかっているのだが、身体が動かない。




　顔を目撃した少年と男を、強盗がただで帰らせるはずがない。

　殺気を漲みなぎらせ向かいくる強盗に、蒼司朗は枝打ち斧を構える。

「お庭番、望月蒼司朗、参る！」

　強盗は凶きよう悪あくだが、瘴しよう気きを放つ蟲むしのように厄やつ介かいな存在ではない。

　ナイフを持つ強盗と蒼司朗が、真正面から────。




「よーし、そこまで！」




　どこからか若い男の声が聞こえたと同時に、蒼司朗と強盗の間に白い鳥が飛んできて、眩まばゆい光を放って爆ばく発はつした。




（式!?）

　光に射いられないよう、とっさに目を閉じたものの、あれは確かにそうだと蒼司朗は思う。

　飛来して爆発した鳥は、生き物ではない。

　術者が使う、鳥の形をした式神だ。

　そして、蒼司朗はどこからか聞こえた若い男の声に聞き覚えがあった。

（まさか……）




　爆風で吹き飛ばされた蒼司朗と強盗は、強制的に距離を空ける。蒼司朗は姿勢を崩くずしながらも後退しただけで、なんとか倒れず踏ふん張ることができたが、強盗は無様にひっくり返り、転がった。

　痛みに顔を顰しかめながらも、急いで起きあがった強盗の鼻先に、大おお股またで歩み寄った若い男が、小さな刃物を突きつけた。

「強盗くん、未み遂すいのところでやめときな」

「っ！」

　初めて目にするが、強盗は研とぎ澄すまされたその刃物を知っていた。

　外科手術用のメス。人体を切り開くための道具だ。

　メスを握る若い男の目に、迷いは一切なかった。少しでも反はん抗こう的てきな態度を取ろうものなら、その瞬間に強盗の鼻を削そぎ落とす気迫に満ちていた。

「……ちっ！」

　相手が悪い。ここは逃げたほうがいいと判断し、強盗は背後に下がり、ナイフをしまって逃走した。




　蒼司朗は目を丸くして、メスをしまう若い男を見つめる。

「────孝たか信のぶ様……」

　もう何年も会っていないし、記き憶おくよりもずっと背が高く、立派な大人おとなになっていたが、間違いない。蒼司朗が幼おさない頃から知っている、巌いわ手て圏けんの次期殿様、安あ倍べ孝信だ。




「元気にしてたか？　蒼」

　振り向いて快活に笑った安倍孝信は、蒼司朗に近づくと、大きな手でわしゃわしゃと頭を撫でた。

「おー、相変わらず柔やわらかい髪かみだなー」

　触さわり心地ごこちがいいと、遠えん慮りよなく撫でまくる孝信の手から、蒼司朗は逃げる。

「ちょっ……！　どうしてこんなところにいるんですか!?　孝信様」

　安倍孝信は高校から帝都学園に通い、帝都大学の医学部に進学して、研修生として香か永なが和わ圏の大学病院に行っていると噂うわさに聞いていた。

　帝都と香永和圏は隣りん接せつしていてとても近いが、まさか今、こんな場所で巌手圏の若様に会うなんて、蒼司朗は夢にも思っていなかった。

　驚いている蒼司朗に、悪戯いたずらっ子の顔で、安倍孝信は笑う。

「うん、研修期間が終わったからな」




　巌手圏の若様である安倍孝信は、帝都の若様と同じく一人歩きをしない。同年代で、映璃はゆり様にとっての篠しの原はら勇ゆう輝きに当たる警護の公こう儀ぎ隠おん密みつ、常磐ときわ湊みな斗とを連れている。

　遊歩道の端で鞄を抱きしめながら腰を抜かしていた男に歩み寄り、常磐湊斗は声をかける。

「ありがとうございました。あなたに運んでいただいていたのは偽にせ物もので、鞄の中身は紙し幣へいではなく、新聞紙の塊かたまりです。適当に処分してください」

　常磐湊斗は男が抱えていた鞄を開け、中身が新聞紙であることを見せた。大金を詰めた鞄を運んでいるのだと思い、誰かに奪うばわれたらどうしようと怯えきっていた男は、放心するように肩に入っていた力を抜いた。

　安倍孝信は、座りこんでいる男に微笑ほほえむ。

「世話になったな」

　安倍孝信に労ねぎらいの言葉をかけられた男は、急いで立ちあがって深々とお辞じ儀ぎをし、鞄を持って進行方向へと立ち去った。

　重じゆう責せきから解放され、男の足取りはさっきよりもずっと軽かろやかになっていた。




（孝信様の知り合い？）

　ぽかんと見つめている蒼司朗に、安倍孝信は笑う。
















「こっちに来た蒼が、帝都の平和のためにがんばってるという噂を聞いたんだ」

「孝信様が蒼司朗くんの活かつ躍やくを、ぜひとも見たいと仰おつしやってきかなくて」

　安倍孝信の我わが儘ままだとわかっていても、断りきれなかった常磐湊斗は、大きな風ふ呂ろ敷しき包みを抱え直して申し訳なさそうに蒼司朗に説明する。

「大学の後こう輩はいから気の弱そうな人を選んで、ちょっとお使いのようなことをお願いしたんです」

「帝都には、物騒な奴やつもたくさんいるからな」

　安倍孝信がからからと笑い、蒼司朗は軽い頭痛を覚える。

（確かに、そうかもしれないけど……！）

　出身地が同じ知り合いで、安倍孝信のように社会的地位のある者ならば、蒼司朗の予定なんて、簡単に調べられる。

　どんな頼み方をしたのかは考えたくないが、安倍孝信は後輩が襲われそうな状況を故こ意いに作って、蒼司朗が出てくるのを楽しみに待っていたようだ。




「蒼司朗くん、お昼ご飯はまだですよね？」

「よし、蒼、昼飯食いに行くぞ！　何か精のつくものがいいな！」

　ぐいと安倍孝信に手を摑つかまれて引っ張られ、蒼司朗は慌あわてる。

「ちょっと待ってください！　オレ、帰ってお昼ご飯食べるって言ってあるんです！」

　蒼司朗が望月造園に帰らなければ、伯お母ばに支し度たくしてもらっている昼食が無む駄だになってしまう。帝都城奥庭のお庭番に就しゆう任にんしてから、蒼司朗にはこれまで色々とあった。連絡もなく昼食時に戻らなければ、また何かあったのではないかと、望月造園の皆に心配をかけるだろう。

「だから、帰らなくちゃいけません！」

　これは譲ゆずれないと、困り顔で抵てい抗こうする蒼司朗に、振り向いた安倍孝信は思案する。安倍孝信は強引だが、蒼司朗を困らせるつもりはない。

「じゃあ、望月造園で昼飯を食うとするか！」

「はぁ!?」

　いきなりの言葉に蒼司朗は仰ぎよう天てんするが、常磐湊斗は目を輝かがやかせる。

「それは名案です、孝信様！」

「い、いや、そんな！　孝信様がいらっしゃるようなところじゃありませんよ！　オレに何かご用なら、オレのほうからお屋や敷しきに行きますから！」

　望月造園を他圏の若様が訪問するより、帝都城下にある巌手圏の圏屋敷に蒼司朗が足を運ぶほうが自然だ。

「いやいや、構わん。気にするな！」

　望月造園に行き先を変更した安倍孝信は、機き嫌げんよく蒼司朗の手を摑んだまま、引きずるように歩いて行った。
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「蒼そうを昼食に誘ったのですが、こちらで食べると言ってふられてしまいましたので、押しかけました」

　望もち月づき造ぞう園えんを訪問した安あ倍べ孝たか信のぶは、そう言って悪びれることなく快活に笑った。

「突然お邪じや魔ましまして、申し訳ありません。こちらは孝信様が昨日まで研修に行っておりました、香か永なが和わ圏けんで評判のお菓か子しです。休きゆう憩けいの時間に皆みな様さまでどうぞ」

　強引な巌いわ手て圏けんの若様に仕つかえる青年・常磐ときわ湊みな斗とは、恭うやうやしく頭を下げて、手て土産みやげの品を差しだした。

（あの荷物、香永和のお土産だったんだ）

　蒼そう司し朗ろうと一緒に来る途中で買ったものではなく、最初から土産持参だったことを考えると、どうやら望月造園への訪問は、安倍孝信の予定に入っていたらしい。




　表の玄げん関かんではなく、気軽にふらりと庭から顔を見せた、思いがけない来訪者に仰ぎよう天てんしたのは、座ざ敷しきで昼食をとっていた望月造園の庭師たちだ。

　蒼司朗や清きよ志し朗ろうの小さい頃を知っている庭師は、就しゆう学がくのために帝都に来たばかりの安倍孝信と常磐湊斗に会っているが、それ以降に入った若い庭師は面めん識しきがない。知らない青年たちだが、身なりがよく、威い厳げんに満ちた態度から、社会的地位のあるどこかの金持ちの子し息そくなのだろうと推測した。

　このまま食事していていいのだろうかと、庭師たちから一いつ斉せいに注目され、望月造園の親方で蒼司朗の伯お父じの左さ近こんは、急いで席を立つ。

「こんなむさ苦しいところでよろしければ、どうぞどうぞ！　お上がりになってくださいまし！」

　とりあえず、とっとと昼飯を食っちまえと、後ろ手で庭師たちに合図を送り、左近は安倍孝信と常磐湊斗を座敷に招まねく。

「梢こずえ！」

「はい、急いで支し度たくしますね」

　どなたがいらしたのかしらと、ご近所さんを出で迎むかえる気分で奥から出てきた梢は、常磐湊斗から手土産を受け取り、追加の昼食を二人分支度しに行った。おおらかで、おっとりとしているが、望月造園の台所を預あずかるしっかり者の伯母は、支度する食事が急に数人分増えようとも、速すみやかに対処できる。




　食事を再開した庭師たちのうち、安倍孝信のことを知っている者は、知らない者に小声で教えた。庭仕事のために圏けん屋や敷しきに入ることはあっても、他圏の若様がこんなに近くにいることはない。珍めずらしがって眺ながめるのは失礼だが、好奇心に負けて、庭師たちはちらちらと安倍孝信のことを盗ぬすみ見た。




　蒼司朗が気を遣つかうといけないので、帰宅を待たず、先に庭師の皆と昼食をとっていた清志朗は、箸はしを置いて速やかに席を立ち、客人のための卓たくに座ざ布ぶ団とんを運ぶ。

　望月家の家長である左近が必ず在宅する昼休憩の時間に、用事があって望月邸ていを訪問するご近所さんもいるので、招き入れてお茶を出したり書類を広げたりできるように、いつでも座敷には空きの卓がひとつある。

（ありがとう、清ちゃん）

　清志朗が二人の場所を用意してくれたのを見て、蒼司朗は縁えん側がわの端はしから上がり、安倍孝信と常磐湊斗を迎える。

「孝信様、湊斗様、どうぞこちらに」

「おう」

　遠慮なく堂々と、安倍孝信は座敷に上がる。

「望月造園の皆さん、蒼がお世話になってます」

　安倍孝信が頭を下げると、食事をしていた庭師たちは驚いて箸を置き、急いで頭を下げる。

　その言葉に、左近は苦笑した。

「孝信様、蒼はうちの甥おいっ子ですよ」

　蒼司朗のために安倍孝信が頭を下げるのは、何か違う。言われて、安倍孝信は一瞬きょとんとし、笑った。

「あぁ、そうですね、すみません。蒼のことは、生まれる前から知ってるもので」

　蒼司朗が赤ん坊の頃のことを思い出して、常磐湊斗は微笑ほほえむ。

「孝信様は、蒼司朗くんのオムツも替えてらっしゃいましたね」

　近くで毎日接していたので、蒼司朗とのつきあいは、親しん戚せきである清志朗たちよりも、安倍孝信のほうが長いだろう。蒼司朗に対して、身内感覚になってしまっても仕方がない。

「その話はいいですから！」

　蒼司朗は赤くなりながら、急いで止める。安倍孝信に余計なことを喋しやべられて、先せん輩ぱい庭師たちにからかわれたくない。

「座ってください！　こっち！」

「おう」

　急せかす蒼司朗にくすくすと笑って、安倍孝信は卓につく。常磐湊斗は庭師たちに微笑んで会え釈しやくした。

「どうぞ、皆さん、お構いなく」

　安倍孝信は巌手圏の若様なので、近づいて話しかけるのは恐おそれ多いが、その従者である常磐湊斗なら、まだ気き後おくれしない。

（巌いわ手てにいた頃の蒼ちゃんの話、聞けるかな）

（あとで、話しかけてみようか）

　庭師たちは、ちょっとうずうずする。




「巌手の若様にせっかくお誘さそいいただいたんだから、オメー、外で食ってくりゃよかったのによ……！」

　わざわざこんな場所まで足を運はこばせてと、渋しぶい顔になる左近に、蒼司朗はちょっと拗すねて口を尖とがらせる。

「いや、だって、オレ、今日はこっちでお昼ご飯食べるって言ってたし、そのあとの仕事もあるし……」

「黙だまって予定を変えたら、皆に心配をかけるって思ったんだよ。ね、蒼くん」

　自分の席に戻り、にこりと笑った清志朗に、蒼司朗は微笑み返して頷うなずき、安倍孝信たちの卓にヤカンと湯飲みを運んだ。




　左近は安倍孝信の近くに正座する。

「右う近こんたちが亡なくなったときには、色々とお世話になりました」

　お茶を注ついだ蒼司朗は、頭を下げる左近の横に急いで並び、安倍孝信に頭を下げた。




　四年前、蒼司朗が事故に遭あい、両親が亡くなったとき、それを帝都の望月邸に知らせてくれたのは、巌手城の庭師ではない。帝都に就学中で、望月右近一家と懇こん意いにしていた巌手圏の若様・安倍孝信が、自分に伝えられたことを急いで教えてくれたのだ。

　あの日、蒼司朗たちの身を案じ、巌手に向かう梢のために、電車の切符を手配してくれたのも、安倍孝信だ。安倍孝信が尽じん力りよくしてくれたので、梢は速やかに行動できた。




　安倍孝信は、静かに首を横に振る。

「どうぞ頭を上げてください。オレはこっちにいて、何もできませんでしたから」

　帝都に憧あこがれを抱いだく子供だった安倍孝信は、帝都で生まれ育った右近に帝都の話を聞くのが大好きで、蒼司朗が生まれる前から右近たちと親しくしていた。

　事故で両親を亡くし、酷ひどい怪け我がをしたという蒼司朗のことがとても心配だったが、安倍孝信は勉強を放りだして帝都から動くことはできなかった。巌手へと駆かけつける梢のために急いで切符を手配したのは、せめてもの思いだ。

「いいえ、他にも蒼司朗のためにあれこれと便べん宜ぎを図はかっていただいたと聞いています。運転免めん許きよ取得の支し援えん制度、ありがたく活用させていただきました」

　礼を言う左近の言葉で、蒼司朗は巌手圏に新しくできた育いく英えい会かいの奨しよう学がく金きん制度や、就労のための資格取得支援制度は、安倍孝信の立案によるものだと悟さとった。

（あれって、孝信様のご助力だったんだ）

　ちょうどタイミングよくできた制度だったので、蒼司朗は目め一いつ杯ぱい活用させてもらって、庭師として働くときに必要な運転免許を取れるだけ取ってから、帝都に来た。

（オレ、ちっとも気づかなかった……）

　安倍孝信は遠くから蒼司朗の身を案じ、何か有利になることをしてやれないものかと、一いつ生しよう懸けん命めい考えを巡めぐらせてくれていた。




「がんばって運転免許を取ったご褒ほう美びに、巌手の庭師たちから、ショベルカーもらったんだって？　よかったな、蒼」

「はい。大事に乗ってます」

　ちらりと蒼司朗が視線を送ったのは、庭の向こうの車庫に置いている、小型のショベルカーだ。きちんと手入れされている蒼司朗の小型ショベルカーは、ピカピカでとても調子がよさそうだ。




　元気そうな蒼司朗の顔を見つめ、安倍孝信は優しく微笑む。

「ごめんな、蒼。やっと自由に動ける時間ができた」

　巌手圏の若様として進学している安倍孝信に、自分のための時間はほとんどない。蒼司朗が入院し、一人で怪我を治して懸命にリハビリしていると聞いて、とても気になっていても、長期休きゆう暇かで帰省したときすら多た忙ぼうすぎて、一度も見舞いに行けなかった。

「元気な顔を見られて、よかったよ。こんなふうに話すのは、本当に久しぶりだな」

「オレは孝信様が帝都でどうしてるのか、巌手の新聞で知ってましたから、あんまり久しぶりって気がしないなぁ」

　次期城主である安倍孝信が帝都で何をしているのか、巌手圏の新聞には細かく載っていた。帝都に何度も行ったことのある蒼司朗は、安倍孝信の様子を具体的に想像することができた。会えなかった年月ほど、離れていた気がしない。

「孝信様が帝都でがんばってたから、オレも巌手でがんばれました。孝信様の成績を聞くたびに、オレも負けちゃいられないって思ったんですよ」

　行動だけでなく、安倍孝信の就学中の成績は、すべて巌手圏の新聞に掲けい載さいされる。覚かく悟ごして帝都の学校に進学した安倍孝信は、圏の誇ほこりとなれるよう、優秀な成績を取っていた。




　全国から優秀な生徒ばかりが集まる帝都の学校で、上位の成績に入るのは、並なみ大たい抵ていのことではない。試験に合格して入学しても、勉強についていけず、その学校で勉強を続けるのが困こん難なんだと判断された生徒は、在ざい籍せき期間終了となり卒業できない。

　巌手圏にいた頃、帝都で優秀な成績をおさめている安倍孝信を、すごいなと漠ばく然ぜんと思っていたが、あれがどれだけ大変なことか、今の蒼司朗には痛いほどわかる。




「蒼くんも、孝信様と一緒にお昼ご飯食べるかしら？」

　安倍孝信と常磐湊斗の昼食を支度してきた梢は、卓に料理を並べながら訊たずねた。

「一緒に食うよな？」

　安倍孝信に誘われて、蒼司朗は頷く。

「はい、いただきます」

　蒼司朗は安倍孝信の外食の誘いを断っている。安倍孝信が嫌きらいだとか、一緒に食事をしたくないから断ったわけではない。安倍孝信は蒼司朗の都つ合ごうに合わせて、望月造園に足を運んでくれたのだ。ここで同席することまで、断りたくない。

「そうか」

　にこっと安倍孝信が微笑んだので、蒼司朗もなんだか嬉うれしくなる。

（ずいぶん大人になられたけれど）

　笑顔は巌手でよく遊んでくれた、少年の頃のままだ。

　なかよしの安倍孝信と蒼司朗、二人に優しい笑みを浮かべている常磐湊斗を見て、梢はにこにこと微笑みながら、蒼司朗の分の昼食も卓に並べた。




「どうぞ、ごゆっくり」

　左近は一礼して、安倍孝信の卓から離れる。

　食事を始めようとした蒼司朗を、清志朗が小声で呼んだ。

「（蒼くん……！）」

　急を要するような清志朗の呼びかけに、蒼司朗はちょっとすみませんと安倍孝信に断ってから、卓を離れる。

「（清ちゃん、何？）」

　大きな声を出してはいけない雰ふん囲い気きを感じ、近寄って座り小声で訊ねた蒼司朗を、清志朗は困こん惑わくした顔で見つめる。

「（蒼くん、四し神じん様は大丈夫なの？）」

「あ」

　言われて、蒼司朗はピヨ四神のことを思い出す。

「ミギャ」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　話題に上がったピヨ四神は、ひょこひょこと顔を出す。

「ご、ごめん、オレ……！」

「懐なつかしい人に会って、浮かれちゃったんだよね」

　幼おさない子供や、霊れい力りよくのある者にしかピヨ四神の姿は見えないので、あたふたする蒼司朗の視線を追って、このあたりにピヨ四神がいるだろうと推すい測そくし、清志朗は苦笑する。




　内うち弁べん慶けいで人見知りなピヨ四神は、優しくて可か愛わいい女の人には愛あい想そを振りまくが、大人の男性は怖がって警けい戒かいする。安倍孝信と常磐湊斗が出てきたあと、蒼司朗にくっついていたピヨ四神は、隠れてこっそりと様子を窺うかがっていた。

　存在をまったく主張しなかったので、蒼司朗はピヨ四神のことをうっかり忘れていた。

（お庭番、失格だ……！）

　蒼司朗は自覚不足だと悔くいるが、ピヨ四神は気配を殺していたのだから、意識できなくても仕方がない。まあまあと宥なだめるように、ピヨ四神は前まえ肢あしや鼻はな面づら、手て羽ばでタッチしたり、舌したで舐なめたりした。

「（蒼くん、これ、使って）」

　周りの者に見つからないよう、清志朗は顔を前に向けたまま、蒼司朗の膝ひざの近くにピヨ四神のご飯用の小皿をこっそり差しだした。




「蒼！　味み噌そ汁しる冷さめるぞー」

　先に食べはじめていた安倍孝信に早く来いと呼ばれ、蒼司朗は振り向く。

「はーい、すぐ行きますー！」

　返事をしながら、蒼司朗は小皿を受け取る。

「（ありがとう、清ちゃん）」

「（どういたしまして）」

「ちゃんと飯食わないと、背ぇ縮むぞー」

「縮みません！」

　適当なことを言う安倍孝信に言い返して、蒼司朗は自分の昼食が支度されている卓に行く。

　毎食、蒼司朗の食事には牛ぎゆう乳にゆう瓶びんがある。巌手にいた頃と変わらない習しゆう慣かんを見て、安倍孝信は懐かしい気持ちになる。

「相変わらず、ちっせぇなぁ！」

　遠慮なく言い放つ安倍孝信に、蒼司朗は口を尖らせる。

「孝信様が大きくなったから、そう見えるだけですよ！　孝信様や湊斗様ほどじゃありませんけど、オレだって、ちゃんと成長してますからね！」




　食事をしながら安倍孝信の声を聞いていた庭師たちは、そっと目め配くばせしあう。

（なぁ、あの巌手の若様の喋り方って……）

（蒼ちゃんと同じだよな？）

　なんというか、口く調ちようがそっくりだ。一人称の『オレ』も、まったく同じ言い方に聞こえる。




（こりゃあ、蒼ちゃんが小さい頃、かなり遊んでもらってたな）

　幼い子供は、一緒にいる時間が長い年長者の言葉遣づかいを真ま似ねする。大人ばかりの城内で、赤ん坊の蒼司朗は、幼い若様の安倍孝信にとって、退たい屈くつしない、いい遊び相手だったのだろう。




　食事をする合間に、こそこそっと卓の下でピヨ四神にお昼ご飯を食べさせながら、蒼司朗は安倍孝信を見る。

「で、結局、どうされたんですか？　何かオレにできることでも？」

　忙いそがしいのに、どうしてわざわざ会いに来てくれたのかと蒼司朗が訊ねると、安倍孝信は食事をしながら笑う。

「いや、だからさっき言っただろ。帝都で蒼ががんばってるのを見に来たって。今日はこのあと、望月造園の仕事か？」

「えぇ、まぁ、そうですけど」

「んじゃ、それも見させてもらおう」

　満足そうな安倍孝信に、常磐湊斗は微笑む。

「巌手にいたとき以来ですね」

　巌手城の庭仕事をする父親たちについてまわっていた、幼い蒼司朗の姿を常磐湊斗は懐かしく思い出す。同じ光景を思い出し、安倍孝信は悪戯いたずらっ子の顔になる。

「葉っぱ掃そう除じの雑用な！」

「それも大事な仕事です！」

　正式に望月造園の見習い庭師となったものの、まだなかなか鋏はさみを使わせてもらえない蒼司朗は、赤くなりながら言いきった。




　午後からの望月造園の仕事は、観光客が来ないだろう、住じゆう宅たく街がいのなかにある小さな公園の木の剪せん定てい作業だった。

　望月造園のトラックを追いかけ、蒼司朗は自分の小型ショベルカーで現場に向かう。同行する安倍孝信は、ちゃっかりと蒼司朗の小型ショベルカーに乗りこんだ。

　小型ショベルカーの座席は蒼司朗の座る運転席だけだが、足がアクセルやブレーキに届くよう改造して、通常よりかなり前方で固定されている。運転席の後ろには、ぎりぎりだが安倍孝信が入れるだけの隙すき間まがあった。

「おー、けっこう速いな！」

「ミギャミギャ」

「キュイキュイ」

「チュッピピチュ」

「「（しゅーしゅー）」」

　ショベルカーが大好きなピヨ四神は、ダッシュボードの上でご機き嫌げんだ。




（帝都で蒼と一緒だなんてな）

　ヘッドレストの上から少し見える蒼司朗の安全ヘルメットを眺め、夢のようだと安倍孝信は思う。安倍孝信は帝都にいても、勉強することが中心で、多くの場所を遊び歩けたわけではないが、蒼司朗と行きたい場所はたくさんあった。

「蒼、食ったことあるか？　あそこの店の焼き飯、すっげ美う味まいぞ」

「ミギャ？」

「小こ腹ばらが減ったときなら、そっちのイカ焼きだよな。持ち帰りもできるぞ」

「キュウ！」

「あ、蒼が剪定作業させてもらった帝都大通りの木って、そこのやつか？」

「そうですけど、おとなしくしててください、孝信様！　今は荷物だってこと、忘れないで！」

「おう、悪わりぃ」

　大通りにはパトカーがいる。蒼司朗の小型ショベルカーは一人乗りなので、道路交通法に引っかからないよう、安倍孝信は頭から麻あさ袋ぶくろを被かぶって荷物に化けている。目の位置に開けた小さな穴で、よく周りが見えるものだと、蒼司朗は不ふ思し議ぎでならない。

「暴あばれると、ひっくり返りますからね！」

「了解了解」

　乗り心地ごこちは決してよくないだろうが、安倍孝信は楽しそうだ。巌手圏の若様が乗るような車ではなく、窮きゆう屈くつでも、本人が楽しんでいるなら、蒼司朗にはとやかく言えない。




「あ、そうだ、蒼。このショベルカーにお前と二人乗りしたの、オレが初めてか？」

　唐とう突とつに問われて、蒼司朗はきょとんとし、思い出す。

「えーっと、三番目ですね」

「ミゴ？」

「二人乗りは」

　自分たちはカウントされないのかと、ピヨ四神に振り向かれ、蒼司朗は言葉を足す。




　蒼司朗の小型ショベルカーに乗ったことがあるのは、大だい英えい皇こう国こくのお姫様と、清志朗だ。




「なぁんだ」

　残念そうに、安倍孝信は舌打ちする。

「蒼の『初めて』は、全部オレのモンって決めてたのに」

「ミギュ？」

「キュキュイ」

「ピピ」

「「（しゅー？）」」

「なっ!?　なんですか、それ！」

「危あぶねぇぞ、ちゃんと前向け」

　とんでもない物言いに仰天し、振り返りそうになった蒼司朗の頭を、安倍孝信はヘッドレスト越しに、麻袋に包まれた両手で摑んで前に向ける。

「蒼の初めての日向ひなたぼっこも、初めてのお散歩も、みーんなオレの」

　耳のすぐ近くで聞こえた、安倍孝信の優しい声に、蒼司朗はくすぐったい気分で笑う。

「そんなの、ちっとも自じ慢まんにならないですよ」
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　望もち月づき造ぞう園えんの車に続いて、公園近くの駐ちゆう車しや場じように入った蒼そう司し朗ろうは、入り口近くで小型ショベルカーを停とめた。

「奥に入ると、トラックから荷物を下ろすのとかちあっちゃって危ないですから、孝たか信のぶ様はここで降りたほうがいいです」

「うん、そうだな」

　被かぶっていた麻あさ袋ぶくろを取った安あ倍べ孝信は、蒼司朗が小型ショベルカーの中に持ちこんだ枝えだ打うち斧おのを、じっと見つめる。

「蒼、この枝打ち斧、今日の仕事じゃ使わないよな？　ここに置いとくのか？」

「はい。このまま置いていきます」

　蒼司朗は愛用の枝打ち斧をどこに行くときも持っていくが、邪じや魔まになるときは、近くに置いておく。小型ショベルカーが近くにあるときは、その中に置く。

「ここに置いていくなら、外でオレが預あずかっててもいいか？」

　安倍孝信に言われて、蒼司朗はちょっと考える。

「これは父さんにもらった、オレの宝物ですけど、孝信様ならいいですよ」

「ありがとな、大事に預かる」

「退たい屈くつになって帰るときは、オレに声かけて、返してくださいね」

「最後まで見てるよ」

「物好きだなぁ……」

　楽しい見せものではないのにと、口を尖とがらせる蒼司朗に、安倍孝信は笑う。

「巌いわ手てのときと同じじゃねぇか」

　巌手城で庭師たちが樹じゆ木もくの手入れをしているのを、安倍孝信はよく眺ながめていた。

　そのときに手伝いをする蒼司朗のことも見ていたが、帝都に来た蒼司朗は、望月造園の見習い庭師だ。あの頃とは少々違うので、近くで見られていると思うと、やりにくいかもしれない。

「蒼の邪魔するつもりはないから。いつもどおり、がんばれよ」

　隙すき間まに身を滑すべらせるようにして運転席の横に移動し、小型ショベルカーの扉とびらを開けた安倍孝信は、ついでに蒼司朗の頰ほおを、ぷにぷにと触さわった。

　ヘルメットを被っていて頭を撫なでられなかったからだろうが、小さい頃と同じように頰に触ふれた安倍孝信の手に、蒼司朗はびっくりする。

「ちょっ、タカちゃん！」

　反はん射しや的てきに呼んでから、しまったと蒼司朗は口を押さえる。

「す、すみません……！」

「はは！　オレと二人だけのときは構わねぇって！」

　蒼司朗が安倍孝信のことを若様だと意識していなかった、小さい頃の呼び方を久々に耳にした。蒼司朗は耳まで真まっ赤かになったが、安倍孝信は『様』付けでよそよそしく呼ばれるより、昔の呼び方のほうが親しみがあって嬉うれしい。

「んじゃな」

　大事に蒼司朗の枝打ち斧を持ち、笑いながらショベルカーを降りた安倍孝信に、近くで待っていた常磐ときわ湊みな斗とが駆かけ寄る。




「蒼くーん、こっちだよー！」

「うん！」

　奥へと進んだ蒼司朗は清きよ志し朗ろうに呼ばれ、空けられていた駐車場のスペースに小型ショベルカーを停めた。いつものようにピヨ四し神じんを連つれて作業の準備に向かう。

　蒼司朗はいつもと同じだが。

（あれ？）

　清志朗は、常磐湊斗と一緒に公園の見える場所にある甘かん味み処どころへと向かう安倍孝信が持っている、細長いものに気づく。
















「……蒼くんの枝打ち斧、孝信様に渡したんだ？」

　大切にしている枝打ち斧を、蒼司朗が誰だれかの手に渡すことは滅めつ多たにない。蒼司朗と一緒にいる時間が誰より長いだろう清志朗でも、蒼司朗に頼まれて枝打ち斧を預かるのは稀まれだ。

「うん、預かってくれるって仰おつしやったから」

「……ふーん」




　枝打ち斧を預けると、預かった者の手をふさぐことになり、迷めい惑わくをかけるので、どこかに置いておけるときには、蒼司朗は枝打ち斧を人に預けない。小型ショベルカーは扉をきっちり施せ錠じようできるので、作業に使わないとき、蒼司朗は枝打ち斧を小型ショベルカーに置いていく。

　わざわざ安倍孝信の手を煩わずらわせなくても、蒼司朗はいつものように、小型ショベルカーの中に枝打ち斧を置いていくことができる。

（預ける必要、なかったんじゃないのかな……）

　そう考えて、清志朗は胸むねの中がもやもやするのを感じた。

　たとえ安倍孝信が預かると言ったとしても、煩わせることになるからと、蒼司朗は断れたはずだ。けっして、断れない状じよう況きようではない。




「どうかした？　清ちゃん」

　きょとんとする蒼司朗に、清志朗は笑顔を作る。

「ううん。別に」




「────親方、いいんですかい？」

　庭師の笹ささ川かわは、安倍孝信の入っていった甘味処に、ちらりと目をやる。




　蒼司朗に分ぶん担たんされている今日の仕事は、剪せん定てい作業で地面に落ちた枝葉の掃そう除じだ。

　せっかく帝都で見習い庭師になったのに、やっていることは巌手城での庭師の手伝いと変わらない。蒼司朗に鋏はさみを持たせて、剪定作業をしているところを見せたほうが、いいのではないだろうか。

　蒼司朗と作業を替わるのなら────。

（この若わか造ぞう、空気読みやがれ！）

（テメェっきゃいねぇだろ！）

　庭師たちの視線が、望月造園で一番若い庭師である池いけ波なみに集中する。

「おおお、オイラ、蒼ちゃんと替わるっス！」

　先せん輩ぱい庭師たちからの無言の圧力に負け、池波は意を決して左さ近こんの前に進みでた。

「よく言った、池！」

「たまには蒼ちゃんに、先輩らしいことをしてやらなきゃな！」

「蒼ちゃんに花持たせてやれ！」

「あの店から、よく見える場所で作業したほうがいいんじゃねぇか？」

　巌手圏の若様を気にする庭師たちに、左近は笑う。

「あぁ、気にすんな。いつもどおりでいいんだよ」

　安倍孝信は蒼司朗が望月造園の庭師として、一人前に作業している姿を見るのではなく、皆みなとなかよく仕事できているのかを見たいのだ。

「孝信様は、気がきかねぇとか、そんなふうに思うような方じゃねぇよ。その場凌しのぎの間に合わせなんざ、すぐバレるに決まってるだろ、この唐とう変へん木ぼく」

　見られているときには、態度を変えるのだと思われれば、不信感を抱いだかれる。下へ手たに取り繕つくろったりせずに、小こ細ざい工くなしの、ありのままを見てもらったほうがいい。

「つまんねぇこと、ぐだぐだ考えてねぇで、野や郎ろうども、とっとと作業始めやがれ！」

「へいっ！」

　左近に怒ど鳴なられ、巌手の若様の出現でなんだか浮うわついた気分だった庭師たちは、慌あわてて自分の持ち場についた。




　望月造園の見習い庭師である蒼司朗と清志朗の今日の仕事は、切り落とされた枝葉を集めるゴミ拾いだ。単純な作業だが、先輩庭師たちの近くに行き、その作業を見て勉強するという、貴き重ちような経験を積む機会でもある。




「がんばってるじゃないか」

　ゴミ拾いをしながら、真しん摯しな目で庭師たちの仕事を見つめる蒼司朗に、大事に枝打ち斧を持ちながらにこにこと安倍孝信は微笑ほほえむ。楽しそうな安倍孝信を眺めている常磐湊斗も、自然と頰が緩ゆるむ。

「蒼司朗くんは右う近こんさんと同じ、いい庭師になりますね」

「あぁ、きっとな」

　そっと、安倍孝信は枝打ち斧の柄えを撫でる。




（いつまで見てんのかな……）

（巌手の若様は、蒼ちゃんがどんなところで仕事しているのかを知りたいんだろうけど、なんだか変に緊きん張ちようするな）

（帝都の庭師の腕うで前まえを……！）

　安倍孝信たちに見られていることを意識して、望月造園の庭師たちの動きは、最初はどこかぎこちなかったが、作業に集中していくうちにいつもの調子に戻っていった。

（観光客にゃ、いつでも飽あきるほど見られてるくせしやがって）

　大丈夫だろうかと心配しながら、さりげなく庭師たちの動きを見守り、作業をチェックしていた左近は、だんだんと口を挟はさむ場所が減ってきて、ほっとする。

（孝信様に見られてる蒼のほうが、ずっと落ち着いてやがるぜ）

　妙みように緊張していた庭師たちに比べて、蒼司朗はまったく自然体だ。いつもと同じように、庭師たちが作業しやすいよう、剪定ゴミを集め、清志朗が集めたものとまとめて、一気に小型ショベルカーでトラックに運ぶという作業をしている。




　望月造園の作業は、予定どおりに無事終了した。

　望月造園の庭師が片づけを済ませ、撤てつ収しゆうしようとしたところに、甘味処を出た安倍孝信たちがやってくる。

「次はどこで何するんだ？　蒼」

「皆はこれで終わって望月造園に帰るけど、オレはここから帝都神社に行って着替えて、帝都城の奥庭の作業をして、帝都神社で神しん務む実習をして、夕飯です。日曜日は朝から神務実習があるんで、今日は帝都神社に泊とまります」

　望月造園の庭師の仕事は終わりだが、蒼司朗の予定は詰まっている。

「んじゃ、オレも帝都神社に行って、奥庭の作業とやらを見せてもらおう」

　気楽に安倍孝信に言われ、蒼司朗は驚く。

「孝信様は奥庭の中に、入れませんけど……」

「中に入らなくても構わねぇよ。仕事してる蒼さえ見えれば」

「オレなんて見てても、つまんないですよ」

　がんばってはいるが、鑑かん賞しように堪たえるような立りつ派ぱな仕事ができるわけでもない。

　安倍孝信はそう言う蒼司朗に静かに微笑みかける。

「迷めい惑わくか？」

「いえ、そんなことは全然ありません！」

　蒼司朗は慌てて、断言する。ここで少しでも蒼司朗が渋しぶる様子を見せれば、安倍孝信はすっぱりと退ひくだろう。嫌いやだから、安倍孝信を連れていきたくないわけではない。

　奥庭の作業は、門を開けた状態で、ときどき左近に見てもらっている。左近ならよくて、安倍孝信は駄だ目めと断る理由はない。

「ただ、お忙しい孝信様の貴重なお時間をいただくほどのものじゃないですから……」

　もごもご言う蒼司朗を見て、安倍孝信は舌を出す。

「オレの時間は、オレの好きなように使うんだよ」

「もちろん、それでいいですけど……」

　蒼司朗は安倍孝信と帝都神社に小型ショベルカーで向かう。護ご衛えいとして安倍孝信に同行する常磐湊斗は、タクシーで蒼司朗の小型ショベルカーを追いかけた。




　帝都神社の駐車場に小型ショベルカーを置いて、タクシーを降りた常磐湊斗と一緒に、蒼司朗は安倍孝信を社しや務む所しよへ案内する。

「やぁ、蒼司朗くん」

　社務所に入ってすぐの売店に置かれた丸まる椅い子すに優ゆう雅がに腰こし掛かけて、小お此この木ぎ神官長はのんびりお茶を飲んでいた。

「そんなところで遊んでると、新しん庄じよう神官に見つかりますよ」

　目立つ場所でサボられると、お迎むかえが来たとき周りに迷惑がかかる。渋い顔をする蒼司朗に、にこっと小此木神官長は笑う。

「いやぁ、今日は蒼司朗くんの保ほ護ご者しや参さん観かん日びだって聞いたから、お出迎えしようと思って」

「なんですか!?　それ！」

　どこからの情報か、とんでもない言葉を聞いて仰ぎよう天てんする蒼司朗の後ろから、安倍孝信は、小此木神官長に挨あい拶さつする。

「こんにちは、いつも蒼がお世話になっています」

　蒼司朗に紹しよう介かいはされなかったが、帝都の有名人の一人である小此木神官長のことを、安倍孝信たちはよく知っている。

　挨拶された小此木神官長は、近くのショーケースの上に湯飲みを置き、丸椅子から腰を上げる。

「巌手の安倍孝信様と常磐湊斗さんですね。はじめまして。こちらこそ、いつもありがとうございます。蒼司朗くんは、とてもがんばってくれてますよ」

　お辞じ儀ぎしあって、常磐湊斗は持参した袋から、菓子折りを取りだす。

「こちら、昨日まで研修に行っておりました香か永なが和わ圏けんで評判のお菓子です。お茶の時間にどうぞ、お召めしあがりください」

「ありがとうございます。僕、甘いもの、大好きなんですよ。遠慮なくいただきます」

　常磐湊斗から機嫌よくお菓子を受け取り、微笑む小此木神官長に、安倍孝信は深々と頭を下げる。

「これからもご指導賜たまわりますよう、よろしくお願いいたします」

　丁てい寧ねいにお願いされて、思わず縋すがるように枝打ち斧の柄えを握にぎりしめ、蒼司朗は赤くなる。

「孝信様……！」
















　これでは、本当に保護者が挨拶に来たようではないか。




「そこではなんですから、安倍様、常磐様、どうぞ奥にお入りください」

　にこやかに、鈴すず宮みや神官は安倍孝信たちを奥の応接室へと誘う。

　蒼司朗は沐もく浴よくして、身体からだを清めて神官装しよう束ぞくに着替えてから、奥庭の作業をする。社務所の控ひかえ室を出るまでに、いくらか時間がかかるので、安倍孝信たちを売店の横で立たせたまま待たせるわけにはいかない。

「あぁ、奥でお茶はいいですねぇ」

「いえ、どうぞお構いなく」

「そんな遠慮しないで」

　小此木神官長は、にこにこと安倍孝信たちの先に立って、応接室へ行こうと奥に身体を向けた。

「神官長は、もうたっぷりお茶を飲まれましたよね」

　笑顔で言った鈴宮神官は、嬉き々きとする小此木神官長から菓子折りを受け取り（取りあげ？）、蒼司朗に振り向く。

「蒼司朗様、早く着替えないと遅くなりますよ」

　奥庭の作業をしてから神務実習だ。実習の前にも着替えをしなくてはならないので、蒼司朗にあまり余裕はない。

「はい……！」

　赤くなったまま、枝打ち斧を握りしめて一礼した蒼司朗は、顔も上げずに自分の控え室へ走っていった。




「ミギャ？」

　俯うつむいて控え室に走り、衣服を脱ぬぎ捨てて逃にげこむような勢いで風呂場に入った蒼司朗の頰に、ぴとっとピヨ四し神じんは前まえ肢あしや手て羽ばを当てる。

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　赤くなっている頰は、ほかほかと温かい。

「いや……、なんていうか……」

　お願いだから触らないでと、湯を張った桶おけにピヨ四神を放し、蒼司朗は赤くなった顔を水でざばざばと洗う。

「伯お父じさんが挨拶するより恥はずかしいのって、何なんだ……!?」




　手早く沐浴を終え、着替えて応接室に向かうと、そこで蒼司朗を待っていたのは、安倍孝信たちだけだった。

「小此木様は、お迎えが来て、仕事に戻られたぞ」

「本当にお忙しい方なんですね」

「そうですか……」

「ミギャ」

（捕つかまったな）

　蒼司朗は確信する。来客の手前、穏おだやかに、しかしがっつり拘こう束そくされて連れていかれたのに違いない。




　神官装束姿の蒼司朗を、安倍孝信はじっくり眺める。その装束は清せい潔けつ感かんのある細身の少年を、とても引き立てている。

「うん、なかなか似合ってるな」

「可か愛わいいですね」

　満足そうな安倍孝信に、微笑んで常磐湊斗は頷うなずく。

「可愛くないです」

　蒼司朗は常磐湊斗の言葉を、ばっさり否ひ定ていした。可愛い神官なんて、子供扱あつかいされても嬉しくない。

「変なこと言ったら、怒りますからね」

　例えば、お稚ち児ごさんとか。




　ふむと唸うなって、安倍孝信は考える。

（変なことって────）

「そそられるとか、穢けがれていないものなら穢したいとか、脱がしたいとか、そういうヤツか？」

「ミギャ？」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　安倍孝信が訊たずね、蒼司朗にくっついているピヨ四神が、なんだろうと好奇心に駆られて顔を出し、蒼司朗は軽い頭痛を覚える。

（なんだ、そりゃ）

　新雪に足跡をつけるようなことをしたり、追い剝はぎをしたいと？

「一度着てみたいなら、お願いして借りてきますけど」

　蒼司朗が首を傾かしげると、安倍孝信たちは陽気に笑った。




　社務所を出て、奥庭に向かいながら、蒼司朗は安倍孝信たちに注意する。

「ぱっと見、簡単に入れそうですけど、本当に入っちゃ駄だ目めですからね」

　背中を向けて作業をしていると、蒼司朗からは安倍孝信たちがどこで何をしているのか、まったくわからない。

　心配する蒼司朗に、安倍孝信は笑う。

「わかってる。あそこは聖せい地ちだもんな」

「そんな場所を任されるなんて、蒼司朗くんはすごいですね」

「……オレがすごいわけじゃないです」

　知らずに聖地荒あらしをしてしまった蒼司朗は、ただ迂う闊かつだった自分が恥ずかしい。
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　帝都城お抱かかえ庭師である望もち月づき造ぞう園えんの親方の左さ近こんが、奥庭の作業をしている蒼そう司し朗ろうを見るのは、仕事だからだ。

　同じく、奥庭の作業をしている蒼司朗を見たとしても、安あ倍べ孝たか信のぶは奥庭のために見るのではない。奥庭にとって意味のない者として、ピヨ四し神じんが安倍孝信を好このましく思わないなら、奥庭の扉とびらは開かないだろう。




　いつものように開くのかどうか、蒼司朗は少し注意をしながら、奥庭の扉に手をかけた。

（異変を感じたら、開けてはいけない）

　鈴すず宮みや神官から、最初に注意されたことだ。




　そっと触ふれた蒼司朗の手に。

　キィ……。

　扉は小さく軋きしんで、いつものように開いた。




（開いた）

　蒼司朗はほっとして、奥庭に入り、ピヨ四神を放した。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　奥庭に放されたピヨ四神は、機き嫌げんよく蒼司朗の足元を走り回った。ピヨ四神を足で引っかけないよう注意しながら、蒼司朗は安倍孝信たちに振り向く。

「孝信様たちは、そこから中に入っちゃ駄だ目めです」

　ぎりぎりまで近づくのは、これまでの例から考えて問題ないだろうが、奥庭の中に足を踏ふみ入れてはいけない。

「わかってる」

　できるだけ近くで蒼司朗を見たかったが、頷うなずいた安倍孝信たちは、間違って何かの弾はずみで奥庭に足を踏み入れることがないように、開かれた扉から三歩下がった。

「お帰りになられるときは、黙だまって行ってくださっていいですからね」

　集中して作業をしていたり、場所によっては、安倍孝信が大声で呼びかけても蒼司朗には聞こえないかもしれない。蒼司朗の反応を待たずに、さくさくと安倍孝信の都つ合ごうで行動してくれるのがいい。

「オレを帰らせたがるなぁ」

「そのつもりはありませんけど……」

「んじゃ、たっぷり見させてもらおう」

　どのくらい見ているつもりなのかは知らないが、安倍孝信を奥庭の前に立たせておくのは、蒼司朗としてはやはり申し訳ない。

「湊みな斗と様、すみません、近くの売店から、オレの名前で椅い子すを借りてきていただけますか？　姿は見えませんけど、近くに公こう儀ぎ隠おん密みつの人がいて、ここはオレ一人じゃありませんから、孝信様の警けい護ごを任せていただいて、まったく心配ありませんので」

　常磐ときわ湊斗は護ご衛えいとして安倍孝信と行動をともにしているので、椅子を取りに行ってもらうなら、そのお役目は蒼司朗が引き継つがなければならない。

　安倍孝信に害をなすような不ふ審しん者しやが付近を徘はい徊かいしたなら、ピヨ四神が知らせてくれるだろうし、安倍孝信のほうを向くようにして蒼司朗が作業すれば、何かあったときにすぐ対処できる。

　存在を知らせるようなことはないが、蒼司朗は常つねに公儀隠密によって警護されている。巌いわ手ての若様である安倍孝信の身に、もしも危険が及びそうなときには、応おう援えんを呼んで警護してくれるはずだ。

　楽な姿勢で少しでも安倍孝信を休ませたいと思うのは、常磐湊斗も同じだ。常磐湊斗は蒼司朗の言葉に頷いた。

「それでは孝信様……」

「いや、いい。椅子はいらない」

　安倍孝信は常磐湊斗にあっさり断ったので、長居するつもりはないのかと蒼司朗は思ったのだが。

「蒼が立って仕事してるんだ。オレも立ってるよ。さっきまでゆっくり座って休んでたから、大丈夫だ」

　一度言いだしたら安倍孝信は退ひかないことを、蒼司朗はよく知っている。心配からでも、ごちゃごちゃ言っていると、機嫌を損そこねる。

「研修が終わって戻られたばかりなんでしょう？　無理なさらないでくださいね」

　安倍孝信に疲れが見えるようなら、無理をさせずに強引にでも圏けん屋や敷しきに戻ってくれと、常磐湊斗に目で訴うつたえて、蒼司朗は奥庭の作業を始めた。




　安倍孝信に見られていて緊張するというのではなく、ずっと立たせているのがやはり気になって、今ひとつ蒼司朗は集中できない。時間ばかりかかって、ちっとも作業がはかどらない。

（駄目だな、こんな調子じゃ……）

　安倍孝信に背を向けて作業をしながら、溜ため息いきをついた蒼司朗に、灯とう籠ろうの上に乗って遊んでいたチビ朱す雀ざくが気づく。

「チュピ？」

「ごめん、まだまだ駄目だね、オレ」

　蒼司朗はチビ朱雀に振り向き、力なく笑う。

　いつもより作業が進んでいないのに仕事を切りあげる蒼司朗を見て、チビ白びやつ虎こは首を傾かしげる。

「ミギュ？」

「うん、今日はこれで終わるよ」

「キュウキュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　遊んでくれるのかと、喜んで近づくピヨ四神を、蒼司朗は順番に可か愛わいがる。

「遊ぶのは、また今度ね。今日は孝信様が来てるから」

　作業は進まなかったが、時間だけはいつもと同じようにかかっている。神務実習もあるので、このあたりで切りあげて、たぶん正解だ。




　神務実習には、ピヨ四神を連れていけない。神務実習に枝えだ打うち斧おのは不要なので、ピヨ四神のいる奥庭に置いていく。

「孝信様、お待たせしました。ここでの作業を終わって、神務実習に行きます」

　いつものように枝打ち斧を置いて、奥庭の外に出た蒼司朗へと、安倍孝信は声をかける。

「そこに枝打ち斧を置いていくのか？」

「はい、そうですけど」

　誰も中に踏みこめない奥庭は、どこよりも安全だ。

　扉を閉めようとする蒼司朗に、安倍孝信は言う。

「またオレが預あずかってちゃ、駄目か？」

「構いませんけど……」

「んじゃ、預からせてくれ」

「はい」

　蒼司朗は奥庭に置いた枝打ち斧を取りに戻る。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

「いや、まだ迎むかえに来たわけじゃないんだって」

　喜んで近づいてきたピヨ四神を避よけて、蒼司朗は枝打ち斧に向かう。

「ミギャ！」

「キュウ！」

「ピピ！」

「「（しゅー！）」」

「飛びつかない」

　じゃれつくピヨ四神に苦笑し、蒼司朗は枝打ち斧を取る。

「神務実習が終わったら迎えにくるから、いい子にして待ってて」

　蒼司朗の予定は、いつもの土曜日と同じだ。

　振り向いて手を振り奥庭を出ていく蒼司朗を、円つぶらな瞳ひとみでピヨ四神は見つめる。




「では、孝信様、お願いします」

「おう」

　安倍孝信は奥庭を出てきた蒼司朗から、枝打ち斧を受け取る。

「神務実習って、どこでやるんだ？」

　蒼司朗は奥庭の扉を閉める。

「帝都神社の本ほん殿でんです。その前に、オレは着替えますけど」

「また着替えるのか？　今着てるのでいいだろ。どこも汚よごれてないぞ」

　蒼司朗は庭仕事をしていたが、泥どろ汚れがついているわけでもなく、神官装束は真っ白なまま綺き麗れいだ。何か不都合があるのかと、不ふ思し議ぎそうな安倍孝信に、蒼司朗は教える。

「神務実習生は作さ務む衣えって、決まってるんですよ」

　神官装束が着られるのは、本来、神官としての資格を取得してからだ。神官でもないのに奥庭のお庭番に就しゆう任にんしてしまった蒼司朗は、聖せい地ちに足を踏み入れるため、特別に神官装束を着ることが許されている。

「だから、オレも他の神務実習生と同じように、作務衣に着替えるんです」




　閉じられた扉の向こう、安倍孝信と話している蒼司朗の声は、だんだんと遠くなっていく。

「……ミギュ」

「キュウ……」

「チュン」

「「（しゅー……）」」

　枝打ち斧のない奥庭に残されたピヨ四神は、閉ざされた扉を、じっと見つめていた。




　安倍孝信たちと帝都神社の社務所に戻った蒼司朗は、作務衣に着替えて本殿に向かう。

　本殿では、ご機嫌の小此木神官長が、蒼司朗たちを待っていた。

「参観用の『保護者席』を用意してますよー」

「なんですか!?　それ！」

　神務実習生は蒼司朗の他に何人もいるが、保護者が帝都神社まで実習の様子を見に来たことは、これまで一度もない。

　蒼司朗は赤くなるが、安倍孝信は小此木神官長の厚こう意いに甘える。

「お気き遣づかい、ありがとうございます」

「孝信様は少しお疲れのご様子でしたので、助かります」

「オレに構ってないで、圏屋敷に戻って休まれたほうがいいですよ」

　困った顔の蒼司朗に、安倍孝信は舌を出す。

「構えるときに、たっぷり構わせろ。減へるモンじゃないだろ」

　口で安倍孝信に勝てない蒼司朗は、意見する相手を変える。

「……湊斗様」

「わかってます。孝信様が無理なさっていると判断したら、すぐにお屋敷に引きあげます」

　常磐湊斗は頼りになるが、ちょっと安倍孝信に甘いところがある。そこが蒼司朗としては気がかりだ。

「絶対ですからね……！　お帰りになられるときには、お掛けになっていた席のところに枝打ち斧を置いていってくださればいいですから」

　神官たちや神務実習生が本殿に全員集まったのを見て、蒼司朗は自分の場所に急ぐ。

　帝都神社で一番若く、所しよ属ぞく年数の短い新人の神官である鈴宮神官は、神務実習生ともっとも近い場所で修行する。自分の場所に向かいながら、鈴宮神官は小声で蒼司朗に教える。

「蒼司朗様がお庭番になられてから、巌手のお酒が毎月一ひと樽たる、帝都神社に届いていますよ」

「え？」

　初耳の事柄に、蒼司朗は驚く。

（まさか、オレのために……？）

　一般に広く伝えられることはないが、蒼司朗は巌手の出身なので、帝都城奥庭のお庭番に就任したことは、圏屋敷から巌手の殿様にも知らされている。時期的に考えて、きっと間違いない。

　酒は御お神み酒きであり、神社になくてはならないものだ。巌手は美お味いしい米がとれることで有名な圏なので、酒の醸じよう造ぞう所しよもたくさんあり、有名な銘めい酒しゆが多い。いい酒を寄き進しんしてもらえたなら、帝都神社はとても助かる。

「蒼司朗様には内緒にするようにと、巌手のほうから言われているようなので、わたしから聞いたことは、どうぞ黙だまっていてください」

「はい、すみません」

　蒼司朗に話したことがバレれば、鈴宮神官は叱しかられるだろう。お叱りを覚かく悟ごで教えてくれた鈴宮神官に、蒼司朗は感謝する。

「わたしにはお酒の味はよくわかりませんが、まろやかで味わい深く、とてもいいお酒だと小此木神官長は仰おつしやってました。あのお酒は、特別なときに使わせていただいてます」

　知らなかった様子の蒼司朗を見て、鈴宮神官は優しく微笑む。

「安倍孝信様が今日、蒼司朗様の様子をご覧になられているのは、巌手の殿様にご報告するためかもしれませんね」

　帝都にある巌手の圏屋敷の者は、赤ん坊の頃に面倒を見てくれた安倍孝信ほど、蒼司朗のことをよく知らない。仕事として巌手に伝えなければならない事じ項こうは他にもたくさんあるので、蒼司朗の動向について細こまかく調査することはできない。巌手の殿様は、安倍孝信の目で見て、感じたことを知りたいのかもしれない。




　安倍孝信と常磐湊斗は本殿の後ろに置かれた『保護者席』に座り、神官と神務実習生が本殿に座して、修行が始まる。

　今日の神務実習は祝詞のりとだった。唱となえている蒼司朗たちは必死だが、安倍孝信と常磐湊斗は、静かに聞いているだけだ。

（眠くなりそうだよね）

　蒼司朗は安倍孝信のことを気にして、何度かちらりと様子を見る。

　枝打ち斧を持った安倍孝信は、ぴんと背筋を伸ばして、蒼司朗を見つめていた。

　ここは安倍孝信が生まれ育った巌手ではない。

（孝信様……）

　まったく隙すきのない姿に、蒼司朗は安倍孝信が帝都でどれほど気を張って暮くらしてきたのかを慮おもんぱかった。

『巌手の若様』である安倍孝信が、人前で居眠りするなんて、絶対にありえない────。




　本殿での修行を終えたあとは、食事をとって、宿舎で休む。

　食事の支し度たくをするのは、当番の神官と神務実習生だ。

（お帰りになられたかな）

　食事の支度をするために本殿を離れた蒼司朗は、『保護者席』にいた安倍孝信たちがどうしているのか、見ることができない。




　神官が口にする食事は、栄養価に重点を置いた、どちらかというと質素な感じのするものだ。わざわざ巌手の若様が食べるようなものではない。

　しかし。




「いただきます」

　しっかり膳ぜんをもらって、安倍孝信と常磐湊斗は帝都神社で夕飯をとった。

（ここで食事していくんだ）

　他の神務実習生と並んで食事をする蒼司朗は、『保護者席』にいる安倍孝信たちの側に行くことはできないので、ちらちらと気にする。

（お口に合うのかな……）

　機嫌よく食べているように見えるが、巌手の若様である安倍孝信は、一切好き嫌きらいをしない。苦手なもの、口に合わないものでも、それと悟さとらせないよう綺麗に食べる。

（無理なさってなければいいけど）




　食事の後片づけも、当番の神官と神務実習生の仕事だ。

　時間が遅くなるので、食事をとったら圏屋敷に帰るだろうと思っていたのだが、安倍孝信は蒼司朗の仕事が終わるのを待っていた。




「お疲れさん」

　厨ちゆう房ぼうを出たところで安倍孝信から枝打ち斧を渡されて、蒼司朗は啞あ然ぜんとする。

「まだいらっしゃったんですか……」

「小此木神官長がタクシーを呼んでくださいましたから、今日はこれでお暇いとましますね」

　もう引きあげると言う常磐湊斗に、蒼司朗は頷く。

「夜よ更ふかししないで、早めに休んでくださいね。さっきの夕飯、消化がいいですから、遅くまで起きてると、お腹なか空すいてきちゃいますよ」

　枝打ち斧を持ち、蒼司朗は安倍孝信たちと帝都神社の外に向かう。




「見た目は地味だが、帝都神社の飯は、わりと美う味まいな」

「初めて蒼司朗くんの手料理を食べましたね、孝信様」

「いや、手料理っていっても、オレ一人で作ったんじゃありませんし。オレ、やっと野菜を切るのが上う手まくなってきただけですから……！」

　大おお袈げ裟さに喜ばれるような作業はしていないので、蒼司朗は恐きよう縮しゆくする。

「いやいや、十分、殿様に自じ慢まんできる」

　満足そうな安倍孝信に、はっと蒼司朗は思い出す。

「オレ、新にい嘗なめ祭さいのとき、望月造園の屋台で焼きそばを焼いたんです。あれなら、孝信様と湊斗様にも食べてほしかったな。新嘗祭の前から、望月造園じゃ焼きそば屋台の練習で、庭師の皆みんな、毎日焼きそばを焼いて食べて、すごかったんですよ」

「ふうん、食ってみたかったな、残念だ」

　帝都の次の新嘗祭に、安倍孝信はいないのだと蒼司朗は察する。

「蒼司朗くんが巌手で焼いてくれたら、殿様だけでなく、巌手の庭師たちも皆喜びますよ」

「あぁ、うん、そうですね……」

　常磐湊斗が言うように、巌手で焼きそばを調理したなら、安倍孝信だけでなく、殿様や巌手城の庭師たちにもご馳ち走そうできる。

（でも、オレは巌手には行けない）

　帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗は、気楽に帝都を出ることはできない。




　車が入れるぎりぎりの場所で、小此木神官長が呼んだタクシーは安倍孝信たちを待っていた。

「おやすみ、しっかり休めよ、蒼」

「おやすみなさい、孝信様、湊斗様」

　蒼司朗は安倍孝信たちの乗りこんだタクシーが見えなくなるまで、大きくお辞じ儀ぎして見送った。




「あいつらに晩ご飯、食べさせないと」

　ピヨ四神を迎えに行くため、蒼司朗は奥庭に走る。

　蒼司朗の足音が聞こえたのか、ピヨ四神は扉のすぐ近くにお座りして待っていた。暗くなると眠くなるチビ朱雀は、チビ白虎の背中で目を閉じている。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「……」

「「（しゅー）」」

　飛びついてきたピヨ四神を、蒼司朗は抱だっこする。

「お待たせ。いい子にしてたみたいだな」

「……ミギュ？」

　蒼司朗の後ろを気にするピヨ四神を撫なでて、蒼司朗は微笑む。

「孝信様たちはお帰りになったよ。さ、社務所に戻って晩ご飯食べような」

　きゅんきゅん懐なついてくるピヨ四神を可愛がりながら、蒼司朗は社務所に戻る。

（孝信様を見送ってて、ちょっと遅くなったからかな）

　いつもより甘えん坊になっている気がする。
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　平日同様に朝一番で奥庭の作業をし、ピヨ四し神じんと一緒に朝ご飯を食べてから、蒼そう司し朗ろうは日曜日の朝の神しん務む実習に参加する。

「ミギュギュン」

「キュウイ」

「チュピチュピチュピ」

「「（しゅー）」」

「こら、甘えてないでご飯食べる！　ほら、いい子だから、ね？」

　自分の食事をしようと、ちょっと目を離すと、すりすりきゅんきゅんと甘えてくるピヨ四神に、蒼司朗は叱しかったり宥なだめたり可か愛わいがったりと忙いそがしい。

「今日はあまり食が進まないご様子ですね……」

　鈴すず宮みや神官は蒼司朗の湯飲みにお茶を注つぎ、食事の減へらないピヨ四神に、心配そうに眉まゆを顰ひそめる。

「食欲がない、というのとは、違うみたいなんですけど」

　蒼司朗はピヨ四神のために料理を取り分けた皿を、そっと手で動かす。

「ミギャギャ！」

「キュイ！」

「ピピピ！」

「「（しゅー！）」」

　蒼司朗にべったり甘えていたピヨ四神は、動いた皿に慌あわてて戻った。片づけちゃ駄だ目めと言わんばかりに、わふわふと勢いよく食事を再開する。

　食欲は相変わらず旺おう盛せいなようだ。

　いつもの調子の食いしん坊なピヨ四神の姿を見て、鈴宮神官はほっと安あん堵どする。

「確かに、食欲はおありのようですね」

「そうなんです。食べたくないわけじゃなさそうなんですけど」

　ピヨ四神の皿に料理を足し、食事をしながら、蒼司朗は考える。

「昨日の夜、迎むかえに行くのがちょっと遅くなったからかなぁ」




　朝食を終え、作さ務む衣えに着替えた蒼司朗は、離れたがらないピヨ四神をどうにか宥めすかし、奥庭に枝えだ打うち斧おのを置いて、帝都神社の本ほん殿でんに走った。

　蒼司朗の今日の作業は、本殿の床ゆかの拭ふき掃そう除じだ。

「遅いぞ！」

「すみません！」

　ピヨ四神がぐずったせいで遅れた蒼司朗は、本殿に到とう着ちやく早そう々そう、神務実習生を監かん督とくする神官に怒ど鳴なられた。他の神務実習生は、すでに作業を始めている。

　神務実習生の体調に気を配くばるのも、監督する神官の役目だ。しかも蒼司朗は、神務実習生というだけでなく、帝都城奥庭のお庭番で、奥庭の四神様の加か護ごを受けて四神変化し、蟲むしの脅きよう威いから帝都を守っている。どの神務実習生より、異変があってはならない者だ。

（顔色は悪くない。どこかを庇かばっているようでもない）

　走ってやってきた蒼司朗は、体調が悪くて遅ち刻こくしたわけではない。どこかに怪け我がをしているようでもない。

　蒼司朗が遅刻の理由を言えないのは、奥庭の四神様を言い訳にしてしまうからだ。ピヨ四神に足止めされたのが事実でも、神様に遅刻の責任を押しつけるのはよくない。

　監督の神官は、蒼司朗の様子を確かめ、通常の作業をさせても問題ないと判断した。

　本殿に上がる階段の下、息を整えながら起立していた蒼司朗に、監督の神官は命めいじる。

「本殿に入って、拭き掃除に加われ！」

「はい！」

　蒼司朗は大きな声で返事をして本殿に駆かけあがると、雑ぞう巾きんを取って作業に加わった。




　日曜日の朝一番に、四神の戦士は小お此この木ぎ神官長から集合をかけられていた。

「うーっす、先せん輩ぱい」

「あら、おはよう」

「おはよう、薫かおる子こクン」

「おはようございまーす」

　帝都城外そと堀ぼりの西門の前で一緒になった四人は、揃って帝都神社へ向かう。

「なんの用事か、聞いてるっスか？」

　篠しの原はら勇ゆう輝きが訊たずねると、芙ふ蓉よう薫子たちは首を横に振る。

「集合時間と場所を伝えられただけよ」

「思わせぶりだねぇ」

　くすくすと笑う蔵くら田た実さね親ちかはどことなく楽しそうだが、安あん藤どう奏かなでは迷めい惑わく顔がおだ。

「用件はちゃんと伝えてほしいですよ」

　ひょっとして、伝えられないようなくだらないことではないのかと、勘かん繰ぐってしまう。

　ぶすっとしている安藤奏に、芙蓉薫子は微笑ほほえむ。

「小此木様のお話が終わったら、帝都城公園の売店の新作アイス、食べない？　昨日から期間限定で販売開始よ」

「あ！　そうでしたね！　食べなくちゃ！」

　甘いもので一気に機き嫌げんがよくなった安藤奏を見て、篠原勇輝は肩かたを竦すくめる。単純な奴やつと言わんばかりの態度に、安藤奏は目め敏ざとく気づく。

「なんですか、勇輝サン」

「べっつにー」

「あら？　小此木様だわ」




　遊歩道の先、帝都神社の鳥居の近くを、小此木神官長が若い男性二人と談だん笑しようしながら歩いていた。




　朝早くからでも帝都神社を参さん詣けいする者はいるが、その者たちは本宮に行く。社しや務む所しよの受付窓まど口ぐちはまだ開いていない。ご祈き禱とうや厄やく祓ばらいをする時間は決まっているので、早朝から来てしまったとしても、社務所の掲けい示じを見て出直すだろう。

　小此木神官長はサービス精神旺盛だが、誰だれでも簡単に近寄れる人ではない。




「あの方たちは、どなたでしょう？」

　見覚えのない二人の青年に、安藤奏は首を傾かしげる。若くても貫かん禄ろくがあり、威い風ふう堂どう々どうとしているので、きっとどこかの御おん曹ぞう司しだ。

　帝都では住所が近いなどの理由から、四神神社のどれかが贔ひい屓きにされていることが多い。どこかの御曹司が青せい龍りゆう神社で何か用事を入れていたなら、安藤奏は時間の都つ合ごうをつけて顔を出しているはずなので、残念ながらあの青年たちは、青龍神社でご祈禱の類たぐいをしていないようだ。

　知っているかと安藤奏に視線を送られたが、他の四神の戦士もその青年たちのことを知らなかった。




「あちらの方々は、巌いわ手て圏けんの若様の安あ倍べ孝たか信のぶ様と、その護ご衛えいの常磐ときわ湊みな斗とさんです」

　どこからともなく現れた公こう儀ぎ隠おん密みつ、柳生やぎゆう真ま純すみが四神の戦士たちに教えた。




（巌手圏の若様……）

　なるほど、風格があるわけだと、四神の戦士たちは納得した。

　しかしそれにしてもと、芙蓉薫子は考える。

「その、巌手圏の若様が、こんな朝早くから、帝都神社になんのご用なのかしら？」

　情報通の柳生真純は、安倍孝信たちが帝都神社に来た理由を知っている。

「昨日から、蒼司朗様の『保ほ護ご者しや参さん観かん』をなさってます」

「はぁ!?」

　驚く篠原勇輝の横で、くすっと蔵田実親は笑う。

「蒼司朗クンは、巌手城で生まれ育って、巌手の殿様に可愛がってもらっていたそうだからね。巌手の殿様や若様は、蒼司朗クンの巌手での保護者のようなものかもしれないね。蒼司朗クンが帝都でがんばっていると聞いて、その様子を詳くわしく知りたいと思われても、不ふ思し議ぎではないよ」




　帝都から呼び寄せ、親方として働いてくれた望もち月づき右う近こんは、巌手で事故に遭あい、故こ郷きようである帝都に戻ることはできなかった。両親ともに同時に事故で亡なくし、巌手圏で遺い児じとして保護されながら義務教育期間を終え、親しん戚せきを頼って帝都に戻った蒼司朗がどうしているのか、気にしてくれていたのだろう。




「神務実習生の保護者参観なんて、聞いたことがないですよ。背は低いですけど、高校生でしょう？　恥はずかしい人ですね」

　呆あきれる安藤奏に、くすっと芙蓉薫子は笑う。

「安倍様ほど堂々としていないだけで、わたしたちの家族も、神務実習を覗のぞいていたわよ？」

「え？」

　安藤奏はびっくりするが、篠原勇輝や蔵田実親は苦笑する。

「あー……、来てたな、こっそり」

「妙みように事情通でバレるんですよ」

　頻ひん繁ぱんにではないが、家族の者は、わざわざ帝都神社に用事を作って、うちの子はどうしているだろうかと、神務実習の様子をちらっと盗ぬすみ見しに来ていた。そっと気づかれないように子供のアルバイト先を覗いて、働きぶりを見るようなものだ。

「奏は、覗いてたなんてバレると、キレそうだからなー。絶対見つからないように、って気ぃ遣つかったんじゃねぇの？」

　篠原勇輝に笑われて、安藤奏はムッとする。

「僕の家の者は来てません！」

　むきになる安藤奏にちょっとそっぽを向き、蔵田実親は眼鏡めがねを直す。

「じゃあ、そういうことにしておこう」

「そういうことなんですよ！」




　安藤奏が大きな声を出していたので、安倍孝信たちと談笑していた小此木神官長が、四神の戦士に気づいた。四神の戦士が視線を外はずした隙すきに、柳生真純はどこかに身を潜ひそめたので、四人の側にはもういない。




　足を止めた小此木神官長たちに、四神の戦士は近づく。

「おはようございます」

　四神の戦士に挨あい拶さつされて、小此木神官長はにっこりと微笑む。

「はい、おはようございます」

　四人に挨拶を返し、小此木神官長は青年たちに顔を向ける。

「安倍様、常磐様、この子たちのことはご存じですね？」

「えぇ。四神の戦士の皆さんですね」

「蒼司朗くんがお世話になってます」

　帝都の守護神である四神の戦士は、帝都の有名人だ。高校から帝都の学校に進学した二人は、帝都の行事で四神の戦士のことを見知っている。

「で、こちらは……」

「巌手圏の若様と護衛の方ですよね。おはようございます」

　紹しよう介かいしようとする小此木神官長の言葉を遮さえぎって、営業スマイル全開で安藤奏は微笑んだ。自分たちも知っていると、芙蓉薫子たちは安倍孝信たちに挨拶する。

　帝都の学校に進学した他圏の若様は、顔を知られていることが多いので、四神の戦士の反応は特別なものではない。

　蔵田実親は小此木神官長に訊ねる。

「今日の呼びだしは、安倍様もご一緒ですか？」

「あぁ、いや、そうじゃありません。安倍様とは、たまたまそこで会っただけです」

　小此木神官長は帝都城公園の朝の散歩を日課にしている。帝都神社に帰ろうとしていたところで、帝都神社に向かう安倍孝信たちに会い、話しながら歩いていただけだ。

「安倍様は、蒼司朗くんの保護者参観に来られたんですよ」

　言いふらす気満々の楽しげな小此木神官長に、安倍孝信たちは微笑む。

「蒼司朗を巌手に連つれて帰らなくてはいけませんから、しっかり見ておかないと」




（え？）

　想像もしなかった言葉を耳にして、小此木神官長と四神の戦士たちは息を吞のんだ。
















「では、小此木様、四神の戦士の皆さん、ごきげんよう」

「失礼いたします」

　用事があって集合したのだろう、四神の戦士たちの邪じや魔まをしないよう、安倍孝信たちは会え釈しやくして帝都神社の本殿に向かった。




　蒼司朗を巌手に連れて帰る────。

　我われに返るのが一番早かったのは、篠原勇輝だった。

「どう……！」

「僕の執しつ務む室しつに」

　篠原勇輝の顔の前に素す早ばやく手を出し、騒さわぐなと示して黙だまらせ、小此木神官長は四神の戦士たちを連れて、当初の予定どおりに執務室へ向かう。




（なんだよ!?　どういうことだよ!?）

　篠原勇輝は悶もん々もんとするが、小此木神官長が話題にするなと制したことは話せない。他の三人も、安倍孝信の言葉が気になったが、今は小此木神官長に呼びだされた用件を聞くのが先だと割りきった。




「今日、皆さんを呼んだのは、先月の『石の卵たまご』について、その後の報告です」

　小此木神官長の執務室は、帝都神社の境けい内だいでも奥まった場所にあるが、そこに観光客がまったく近づけないというわけではない。

　小此木神官長がこの時間に四神の戦士を呼びだしたのは、人払いをしなくても参詣客が少なく、万が一にも話が部外者に漏もれ聞こえることがないからだ。

「警けい戒かいを続けていましたが、あれ以降、帝都に『石の卵』を持ちこむ者はいませんでした」

　持ち物検査を徹てつ底ていし、公儀隠密候補生や柳生家の者たちが『誰かが流した根こん拠きよのない噂うわさで帝都の外から石を持ちこまれ、住民は迷めい惑わくしている』『石を置くと、軽けい犯はん罪ざいで罰ばつ金きんを取られるらしい』と言いふらしたので、『石の卵』は敬けい遠えんされたようだ。

『石の卵』がなければ、魔ま獣じゆうと蟲むしが融ゆう合ごうすることはない。

　四神の戦士たちは小此木神官長の言葉に安あん堵どするが、疑問は残る。

「誰がどんな目的で、というのは、結局わからないままなのね」

「『誰が』ってのは、あの『石の卵』を大量に手に入れられる奴ってので探さぐりを入れたら、すぐわかるんじゃねぇの？」

　篠原勇輝の言うことはもっともなのだが、小此木神官長は渋しぶい顔になる。

「極ごく秘ひにそっち方面の専門家へ繫つなぎをつけて、当たってもらってるんですが、簡単ではないんですよ……」




　魔獣使いにとって、『石の卵』は商品だ。誰かが『石の卵』を魔獣使いから大量に購こう入にゆうしたのなら、顧こ客きやく情報を教えることになる。これは営業妨ぼう害がいになるだろう。『石の卵』を購入したのではなく、自分で量産できる魔獣使いが事件の首しゆ謀ぼう者しやならば、仲間を売ることになる。

　どちらの場合であっても、情報を流したことで裏切り者と認識されれば、魔獣使いの報復を覚かく悟ごしなければならない。簡単には教えてもらえない。

　信用と相応の見返りがなければ、小さな手がかりすら聞きだすことはできないので、未いまだ交こう渉しよう中ちゆうなのだ。




　ふむと蔵田実親は唸うなる。

「目的を強引に推すい測そくするなら、帝都の危き機き管かん理りの状態を探さぐられた、ってところでしょうか」

　これまでになかった方法で、何者かが帝都に手出しをしてきている事実は否いなめない。あれはおそらく、本格的な攻こう撃げきを行う前の小こ競ぜりあいのようなものだ。

　安藤奏は軽く唇くちびるを嚙かむ。

「魔獣が蟲と融合するところまで計算されていた、って思いたくないです」




　蟲の存在は、帝都の公然の秘密だ。帝都民は口外しないし、就しゆう学がくや就職のために帝都に来た者は、さりげなく遠ざけられて、知らないまま帝都での時間を過ごしている。

　帝都の外の者が、帝都を混乱に陥おとしいれるために蟲を利用したのなら、帝都で研究している学者たちよりも蟲について詳しく知っていることになる────。




「とにかく、調査中です。何かわかり次し第だい知らせますから、あまり考えすぎないようにして、待っていてください」

「小此木様、あの砂の国から来た人たちは、信用していいんですか？　蒼司朗先輩と馴なれあおうと、近づいているようですけど」

「馴れあいってよりは、つきまといだな、あれは。変へん態たい入ってるぞ、真しん性せいの」

「真性……！」

　がっつり疑っていますという顔で訊ねた安藤奏と、容よう赦しやない篠原勇輝の言い方に反応した蔵田実親を順に見て、小此木神官長は苦笑する。

「前回は彼らがいてくれて、とても助かりましたね。蟲と融合したバジリコックの退治に、貴き重ちような色石を使って、彼らが大変貢こう献けんしてくれたことは事実ですが、だからといって信用して気を許すのは、帝都を守る我々としてはまだ早いでしょう」

　疑ってかかるときりがないが、望ぼう威いたちの自作自演ではないと断言することは、まだできない。

「望威くんたちには、監かん視しに加えて護衛をつけるようお願いしています」

「わたしたちの敵でなかった場合、狙ねらわれるのはあの人たちですものね」




　蟲と融合した魔獣に対し、四神の戦士たちは苦戦した。蒼司朗が奥庭の四神と四神変化しただけでは、駄目だっただろう。蒼司朗が拾ったヒヨコがいて、不思議の色石を使う望威たちの協力があってようやく、蟲と融合した魔獣を浄じよう化かし、石化した者たちを元に戻すことができた。

　魔獣使いにとって、不思議の色石で対たい抗こうしてくる望威たちは、排はい斥せきすべき邪魔者だ。




「まだしばらくの間は、くれぐれも油断しないように。いいですね？」

　小此木神官長は、にっこりと微笑んだ。
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　日曜日、神しん務む実習生の活動は午前中だけだ。

（孝たか信のぶ様……！）

　昨日で気が済んだかと思っていたが、今日も常磐ときわ湊みな斗とを伴ともなって、朝から『保ほ護ご者しや参さん観かん』に来た安あ倍べ孝信に、蒼そう司し朗ろうは溜ため息いきをつく。

「ったく、何やってんだか……！」

　医師としての研修期間を終えた安倍孝信は、帝都での事務作業が終わったら、巌いわ手てに帰る。巌手に帰った安倍孝信は、婚こん約やく者しやと結婚して、次の殿様になる。その後は現在の殿様と同じく、巌手の外に出ることはないだろう。

（オレに構ってる暇ひまなんてないはずなのに）

　学がく舎しやでの神務実習を終えた蒼司朗は、急いで学舎を出て安倍孝信の姿を探した。

「あ、れ……？」

　昨日のように、蒼司朗が出てくるのを待ち構えて、微笑ほほえんでいるかと思った二人の姿はどこにも見当たらなかった。

　本ほん殿でんの床ゆか掃そう除じをしていたときに、安倍孝信たちが来ていることに気づいたが、神務実習に集中していた蒼司朗は、その後安倍孝信たちがどうしたのか、わからない。二人がいつからいなくなったのか、気づかなかった。

（お帰りになった、んだよな……）

　安倍孝信は忙いそがしい。蒼司朗なんかに構わず、自分の用事を済ませるほうがいい。そう、頭ではわかっているし、帰ってくれたほうがいいのだが。

（────見に来てくれたことのお礼、言えなかった）

　今さらのように、蒼司朗は寂さびしい気持ちになった。

（久しぶりに会えたのに、オレ、会いに来てくれて嬉うれしいって、孝信様にちゃんと伝えなかった……）

　思いをこめた声は、それが届くときにしか聞かせられない。明日、次の機会が、必ず来るなんて保証はどこにもない。蒼司朗はそれを、強く思い知っていたはずなのに。




「蒼司朗様？　どうかなさいましたか？」

　学舎から出てきた佐さ久く間ま神官が、蒼司朗を見かけて声をかけた。何か急いだ様子で、一番に学舎を出た蒼司朗が、まだこんな場所にいるとは思わなかった。

　佐久間神官は今日、神務実習生の監かん督とくの手伝いをしていて、その時間は他の神務実習生に対するのと同じように『望もち月づき』と名字で蒼司朗を呼び捨てていた。実習の時間が終わればいつものように、帝都城奥庭のお庭番である『蒼司朗様』呼びに戻る。

　声をかけられて、蒼司朗は俯うつむけていた顔を上げる。

「いえ、なんでもありません……！」

　作り笑いをした蒼司朗は、佐久間神官に向かって勢いよくお辞じ儀ぎした。

「今日もありがとうございました！　失礼します！」

　走り去る蒼司朗の後ろ姿を見つめ、佐久間神官はのんびり微笑む。

「若い子は元気だなぁ」




　蒼司朗は日曜日の昼、帝都城公園の売店で清きよ志し朗ろうと待ち合わせて、どこかで外食をする。

　奥庭の四し神じん様のために、学がく生せい寮りようで食事の出ない土曜日や日曜日も、すべて帝都神社で食事を支し度たくすることはできるのだが、そうなると蒼司朗には献こん立だてを選ぶ自由がまったくなくなり、一緒に食事をする人間も限られてしまう。蒼司朗の交遊関係や世界を狭せばめてしまうことになるので、土日の昼食は蒼司朗の自由にしていいことになっているのだ。

（孝信様が今日巌手に帰られるのだとしても、急げばまだ間に合うかもしれない……！　清ちゃんに会ったら、どこかお店を教えてもらって、孝信様に何か手て土産みやげを渡して……）

　蒼司朗が安倍孝信に渡した土産は、きっと巌手の殿様の前で開けられる。巌手でたくさん世話になった殿様にも、ほんの少しだが、感謝の気持ちが伝えられる。帝都で元気にしているのだと、お知らせできる。

　走って社しや務む所しよに戻った蒼司朗は、急いで作さ務む衣えを脱ぬぎ、クリーニングして揃そろえてあった帝都学園高等部の制服に着替える。

（奥庭からビャクたちを連つれてこないと）




　ばたばたと社務所に戻り、ばたばたと着替えて出ていく蒼司朗に、社務所の受付にいた鈴すず宮みや神官は驚く。

「蒼司朗様、どうかなさいましたか？」

「いえ！　なんでもありません！」

　走りながら答えた蒼司朗は、鈴宮神官に会え釈しやくして社務所を出ていった。

　慌あわただしい様子は、何かありそうだが、穢けがれや蟲むしにかかわることではなさそうだったので、鈴宮神官は会釈を返して蒼司朗を見送った。




　小お此この木ぎ神官長の話は終わったが、寄り道していくことになっていた芙ふ蓉よう薫かおる子こと安あん藤どう奏かなでになんとなくつきあって、篠しの原はら勇ゆう輝きと蔵くら田た実さね親ちかも帝都城公園の売店に行った。

「期間限定の新作アイス、食べないんですか？」

　予定どおりのものをゲットして芙蓉薫子とテラス席の丸テーブルについた安藤奏は、縁えん台だいに腰こし掛かけて抹まつ茶ちやを頼んだ蔵田実親と、売店の前で不良座りしてコーラをラッパ飲みしている篠原勇輝に、首を傾かしげた。抹茶やコーラなんて、いつでもどこでも飲める。せっかく帝都城公園の売店に来たのだから、ここで攻めるべきは、期間限定アイスだろうと安藤奏は思う。なんのためにわざわざここに寄り道したのか、わからない。

　お洒落しやれなテラス席とアイスが似合う安藤奏に、蔵田実親は苦笑する。

「うーん、それはどうも、僕向きではない感じなんだよねぇ」

　なんだか、可か愛わいらしすぎて？

　芙蓉薫子と安藤奏のアイス好きコンビに、篠原勇輝は肩かたを竦すくめる。

「気にすんな。欲しがんねーし」

「あげませんよ。食べたいなら、自分で買ってください」

「人からもらう一口って、美お味いしいわよね」

　口を尖とがらせる安藤奏に、芙蓉薫子はくすくす笑う。女性は食べ物を一口シェアするのが大好きだが。

「勘かん弁べんしてください、ル子先せん輩ぱい……」

　たとえ一口でも、安藤奏から奪うとあとが怖くて面倒だ。げんなりする篠原勇輝に、蔵田実親は笑った。




　休日に開かい催さいされる催もよおしものがあったり、帝都の外から来る観光客もいて、日曜日の帝都城公園は平日よりもずっと賑にぎやかだが、帝都の有名人である四神の戦士が立ち寄るこの売店は、騒さわぎたてそうな者の目につかないように結けつ界かいが張ってある特別な場所だ。

　ここは帝都城や公園施し設せつで働いている職員や、帝都神社の神官が休きゆう憩けい時間に利用する売店なので、四神の戦士も気き兼がねなく利用できる。




「…………」

　四人はしばらく無言で飲み食いして、だらだらと時間を過ごす。

　おもむろに立ちあがって、空からになった瓶びんを空き瓶用ケースに置いた篠原勇輝は、ポケットに両手を突っこみ、近くにあった街がい灯とうを、がつっと蹴けった。

「勇輝クン、公共のものに乱らん暴ぼうしちゃいけないよ」

「蔵田センパイ、棒ぼう読よみです」

　指し摘てきする安藤奏の言い方も、どこか空そら々ぞらしい。

　篠原勇輝は吐き捨てるように呟つぶやく。

「あいつ、帰れる場所、あるんじゃねぇか……！」




　巌手の若様は、蒼司朗を迎えに来た。

　寝耳に水の言葉で、四人はとても驚いたのだが。




　蔵田実親は溜め息をつき、空を見上げる。

「蒼司朗クンの生おい立ちを聞いて、僕たちは勝手に思いこんでいたみたいだね」

　帝都の望月家にしか、蒼司朗の居場所はないのだと、そう考えていた。

　芙蓉薫子は物もの憂うげに、そっと髪かみを搔かきあげる。

「蒼司朗くんをお庭番に選んだのは奥庭の四神様だけど……、蒼司朗くんの心が離れてしまったら、どうなるのかしら」




　お庭番の選出は、奥庭の四神様が行っていて、人間の都つ合ごうではどうこうできない。

　だが奥庭の四神様によってお庭番に選出されても、その人間の気持ちが奥庭の四神様から離れている場合、きっとお庭番としてのお務つとめを全まつとうすることはできない。四神変化して天の戦士となり、蟲を浄じよう化かすることなんて、絶対に無理だろう。

　蒼司朗がお庭番を辞して帝都を出ていくなら、奥庭の四神様は別の誰だれかをお庭番に選び直さなければならない。

　それはたぶん、これまでに何度も行われていたことと同じだ。人間が四神変化するには、かなりの体力と精神力がいる。四神の加か護ごを受け、命を削けずって帝都を守っている者たちは、過か酷こくな任務であるために短期で代替わりする。奥庭のお庭番も、これまでに数えきれないほどの者が、就しゆう任にんしてきた。




「……つい半年前まで、奥庭のお庭番はいませんでした。それでも、僕たちは立りつ派ぱに蟲と戦って、帝都を守ってきたんです。あんな人、いなくなったって、ちょっと昔の状態に戻るだけのことじゃないですか。全然たいしたことじゃないです……！」

　安藤奏の言うことは、事実だ。安藤奏たちが四神の戦士を引き継ついだときには、奥庭のお庭番はいなかった。安藤奏が物心つく頃から、奥庭のお庭番はいなかったのだ。

　蒼司朗がお庭番をやめたとしても、以前の状態に戻るだけだ。理り屈くつとしては、それで間違いない。




　奥庭へ急いでいた蒼司朗は、行く手に見える売店に四神の戦士がいることに気づいた。

（休憩中？　何か待ってるのかな？）

　小此木神官長から呼びだしでもあって、そこで待っているのだろうか。日曜日のこんな真っ昼間に四人揃っているのを屋おく外がいで見るのは、これまでなかったような気がする。

「────こんにちは」

　彼らの邪じや魔まはしたくないが、無視して横を走り抜けるのは失礼だろう。走らず歩いて、とりあえず蒼司朗は挨あい拶さつする。

　挨拶した途と端たん、怖い顔をした篠原勇輝に、ぎりっと睨にらまれた。

（うわー……）

　滅め茶ちや苦く茶ちや機き嫌げんが悪そうだ。これはあまりかかわりあいにならないほうがいいだろう。

　そそくさと立ち去ろうとした蒼司朗を睨んだまま、篠原勇輝は言った。

「巌手からお迎むかえが来てよかったな。さっさと荷物まとめて帰っちまえよ。俺たちは、オメーなんて、いらねぇし……！」

「帝都より巌手のほうが、ずっと優ゆう遇ぐうしてくれそうでよかったですね。こっちで苦労することなんて、ないんじゃないですか？」

「は？」

　蒼司朗は篠原勇輝と安藤奏の言葉に、目を瞬しばたたく。

（……巌手からのお迎えって、孝信様のことかな？）

　巌手の若様である安倍孝信に『保護者参観』をされたことが、何かおかしな伝わり方をしたのかもしれない。

　攻こう撃げき的てきで刺とげ々とげしい篠原勇輝たちとは対照的に、芙蓉薫子は慈じ悲ひ深ぶかい聖せい女じよの眼まな差ざしで蒼司朗を見つめる。

「蒼司朗くん、あなたにとって一番いいと思えるようにすればいいわ。帝都からあなたがいなくなるのは寂しいけれど、わたしたちはあなたを応おう援えんするわ」

「もう一度考え直す、いい機会かもしれないよ。まぁ、迷って考え抜いた揚あげ句くに、カスを摑つかむことだってよくあるけどね」

　笑う蔵田実親に、篠原勇輝は脱だつ力りよくする。

「蔵田先輩、それ、身も蓋ふたもないっス」




　蒼司朗と一緒に昼食をとろうと帝都城公園に来た清志朗は、待ち合わせ場所にしている売店で、四神の戦士たちが蒼司朗に向かって言っている、とんでもない言葉を耳にした。

（巌手からのお迎え……？　蒼くんが帝都にいることを考え直す？）

　巌手からの迎えと聞いて、清志朗には、思い当たる人物がいる。

（安倍孝信様……）




「────蒼くん」




　呼びかけられ、蒼司朗はドキリとして振り向く。

「芙蓉先輩たちが言ってるのは、どういうこと……？」

　表情なく清志朗に訊たずねられ、蒼司朗は慌あわてる。

「い、いや、オレにも、何がなんだか、さっぱり……」




「蒼司朗センパーイ！」




　どこか微び妙みようにおかしいイントネーションの、聞き覚えのある呼びかけに、蒼司朗は軽い頭痛を覚えた。

（またややこしいのが……！）

　大好きオーラ全開で、こっちに向かって駆かけてくる、図ずう体たいのでかい下級生。悪い少年ではないと思うし、懐なついてくれるのは光栄なのだが、毎回飛びかかってきて抱だきつこうとするので、蒼司朗は大いに迷めい惑わくしている。

　遊歩道でこれまで見たこともない量の砂すな埃ぼこりを巻まきあげ、突進する猪いのししのような勢いでやってくる大おお柄がらな少年に、何事かと安藤奏たちは驚く。

　学生寮と学校ですっかり見慣れたお騒さわがせ光景なので、篠原勇輝はまたかとうんざりする。

　蒼司朗だけしか見ていないために、周りの迷めい惑わくをまったく考えていない望ぼう威いは、近くにいる者を悪気なく巻きこむ。蒼司朗の一番近くにいるせいで、突とつ撃げきしてくる望威にこれまで何度も吹っ飛ばされそうになって肝きもを冷ひやしてきた清志朗は、危険対象である蒼司朗から反射的に距離を取ってしまった。

（蒼くん……！）

　四神の戦士たちがいる売店の軒のき下した、自分だけ安あん全ぜん域いきに退たい避ひしてしまってから、清志朗は我われに返る。蒼司朗の身は心配だが、今から蒼司朗を守るために望威の前に飛びだせば、確実に吹っ飛ばされる。




（しまった、枝えだ打うち斧おのがない）

　蒼司朗愛用の枝打ち斧は、ピヨ四神と一緒に奥庭の中だ。

　飛びついてくる望威を撃げき退たいするには、リーチのある武ぶ器きが有利なのだが……！




「一緒ニ、お昼ゴハン食べまショウー！」

　平日の蒼司朗の昼食は生徒会室、土曜は望もち月づき造ぞう園えん。学校内や寮では学年で席が分かれてしまう下級生の望威にとって、この日曜の外食だけが、蒼司朗と一緒に食事ができる唯ゆい一いつの機会だ。

　これを逃のがしてなるものかと必死でやってくる、望威の鼻息は荒あらく、目もどこかイっちゃっている。退どいてと叫さけばなくても、この強きよう烈れつな存在感だけで、望威の行く手にいた人たちは、さーっと潮しおが退ひくように道を開けてくれただろう。

　見るからにアブナイ人だが、帝都城公園を巡じゆん回かいしている警けい備び員いんや警官が駆けつけて逮たい捕ほしなかったのは、不ぶ気き味みなほど陽気でハイテンションなだけで、周りに危害を加える者独特の、陰いん気きで殺さつ伐ばつとした破は壊かい的てきなものを望威が放っていないからだ。

「わ、わかったから、ちょっと待てっ！」

　蒼司朗は足に自信があるが、今から逃にげても、トップスピードに乗る前に望威に追いつかれる。ぎりぎりまで引きつけて、かわしたほうがいいか────！




「蒼へのお触さわりは禁止！」




　蒼司朗に飛びつこうとした望威は、見えない壁かべに激げき突とつしたような衝しよう撃げきを感じ、蒼司朗の手前で静止した。目の前が真まっ暗くらだ。と思ったら、顔面、両目の横から額ひたいにかけてを大きな手で鷲わし摑づかみにされていた。




　もうもうと舞まいあがった砂埃の中、自分の背後から望威に向かって腕うでを伸ばした男を、蒼司朗はゆっくりと振り返る。

「────孝信様……」

　振り向いて見上げてきた蒼司朗に、常磐湊斗を連れて現れた安倍孝信は、にっと笑う。

「人気者は大変だな、蒼」

「怪け我ががなくて、何よりです」

　舞ぶ踊ようの名な取とりでもある常磐湊斗は、懐ふところに入れていた扇おうぎを広げ、そっと振る。常磐湊斗の送った風に、周囲を霞かすませていた砂埃は、すうっと消えていった。




（助かっ、た……）

　自分と同じような体格の蒼司朗が、望威に吹っ飛ばされるのではと、生きた心地ここちのしなかった安藤奏は、思わず肩に入っていた力を抜く。

　望威に道を譲ゆずるように、思わず逃げてしまい、蒼司朗を助けに出ていけなかった清志朗は、間かん一いつ髪ぱつで安倍孝信に守られた蒼司朗の姿に、安あん堵どする。

　望威の飛びつきを阻そ止しした巌手の若様に、篠原勇輝たちは目を瞬く。

（あの二人、さっきまで蒼司朗の近くにいなかっただろ!?）

（あの人たち、近づいてくる気配がしたかしら……）

（望威クンの突とつ進しんを、片手で止めるなんて……）

　なんだか色々、人間業わざではない。




　蒼司朗は信じられないという目で、安倍孝信を見つめる。

「……孝信様、お帰りになられたんじゃ……」

「違う違う。提出した書類に不ふ備びがあったとかで使いが来て、ちょっと抜けて大学病院に行ってきたんだよ」

　何か用事があった場合、すぐに連れん絡らくがつくよう、巌手の若様である安倍孝信の行動予定は、巌手の圏けん屋や敷しきに伝えてある。帝都神社で蒼司朗の『保護者参観』をしている安倍孝信を見つけるのは簡単だ。

　帝都城公園内にある帝都大学と大学付ふ属ぞく病院は、帝都神社から近い場所にある。急ぎのようだったので、安倍孝信は『保護者参観』を中座し、帝都大学付属病院での用事を済ませて戻ってきたのだ。

「そう、だったんですか……」

　安倍孝信は時間になったので切りあげて出ていったわけではなかった。使いが来なければ、安倍孝信は昨日のように、蒼司朗が神務実習を終えて学舎から出てくるのを待っていただろう。

「今日の神務実習はもう終わりですよね。最後まで見られなくてすみません、蒼司朗くん」

　安倍孝信を護ご衛えいするため、一緒に中座した常磐湊斗は、残念そうな顔をした。

「危ないところを助けてやったから、それで機嫌直せ。な？」

　蒼司朗のご機嫌取りをして微笑んだ安倍孝信は、顔面を摑んでいた望威を、突き放すように解放する。

「────ワ！」

　よろっとよろけて、望威は尻しり餅もちをついた。真っ暗で何も見えなかったのだが、目の前を覆おおっていた掌てのひらがなくなって、一気に視界が開けて明るくなった。

　売店の前の遊歩道に座りこんだ望威は、ぽかんとした顔で蒼司朗の背後に立つ安倍孝信を見上げる。

（今、何ガ……!?）

　暴ぼう走そう電車に激突されたような、ものすごい衝撃に、目から火が出て動けなくなったのだが、どこにも打ち身らしいものはなく、骨ほねも折れていないようだ。さっきまでの感覚が噓うそのように、身体からだは自由に動く。




「安倍様、蒼くんを助けてくれて、ありがとうございます……！」

　売店の軒下から出て、頭を下げた清志朗に、安倍孝信は笑う。

「いやいや。キヨチャンに礼を言われるようなことじゃねぇって。あれは逃げて正解だ」

　尋じん常じようではない望威の迫はく力りよくに圧倒され、思わず逃げてしまったところを見られた清志朗は、頭を下げたまま、かっと真まっ赤かになった。

（落ち着け……！）

　臆おく病びよう者ものだと思われただろうが、無意識にしてしまったことは、もうどうにもならない。実際にあれを難なく止められた安倍孝信と、勇気を振り絞しぼって割りこんでもただ吹っ飛ばされて怪我をしていただけだろう清志朗とは違うのだ。

　深呼吸してから顔を上げた清志朗は、安倍孝信をまっすぐ見つめる。

「蒼くんを迎えに来たとか、聞いたんですけど。違いますよね？」

　否ひ定てい形けいで確認するように訊ねられ、安倍孝信は答える。

「そうだよ」
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「オレは蒼そうを巌いわ手てに連つれて帰りたい」

　きっぱりと安あ倍べ孝たか信のぶは言った。

「帝都で虐いじめられてたり、苦労してるようなら、今すぐでも構わないぞ」

「虐められて、って……！　そんなの、僕が見過ごすわけありません！」

　思わず感情的になって清きよ志し朗ろうは声を荒あららげた。蒼そう司し朗ろうにきつく当たった覚えのある篠しの原はら勇ゆう輝きや安あん藤どう奏かなでは、ちょっと視線を泳がせる。

　過か保ほ護ごな安倍孝信を見上げ、蒼司朗は言う。

「修業してるんですから、苦労するのは当たり前でしょう？　虐めなんて、どこにでもあります。オレは逃にげません」

「うん。そうやって蒼はすぐに強がるからな。ほっとけねーんだよ」

　敵かなわないなと笑って、安倍孝信は蒼司朗をぎゅーっと抱だきしめた。

「なっ……！」

　人前でいきなり抱ほう擁ようされた蒼司朗は、驚いて反射的に暴あばれかけたが、懐なつかしいものを感じて、はっとする。

（────タカちゃんの匂においだ……）

　帝都の高校に進学した安倍孝信は、蒼司朗と疎そ遠えんになった。身分が違うからと、自分に言い聞かせた蒼司朗だが、いらない人間だと切り捨てられたようで、本当は寂さびしかった。巌手に連れて帰られようとしている蒼司朗は、安倍孝信に忘れられてはいない。

　安倍孝信に大事に抱きしめられている蒼司朗を、常磐ときわ湊みな斗とは愛いとしげに見つめる。

「若い頃の苦労は買ってでもしろと言いますが、蒼司朗くんの場合は、色々と無理をしているのではないかと僕も思います。蒼司朗くんに対しては、心配しすぎということはないはずです」

　常磐湊斗の言葉は、帝都に来てからの蒼司朗の努力を知っている者の耳に痛い。

　求められるのがいつも能力以上のことばかりで、体力的にも精神的にも限界だっただろうが、蒼司朗は弱よわ音ねを吐はかず、専用の『帝都のよく効きく薬』を溶とかした水を飲み、毎回強引に乗りきってきた。




　小こ柄がらな蒼司朗が安倍孝信の胸にすっぽり収まる姿は、なんだか妙みように可か愛わいらしい。




「ナナナ、ナンですカ!?　あなたハ！　そんな羨うらやましいコトをっっっ！」

　望ぼう威いは尻しり餅もちをついたまま、蒼司朗を抱きしめる安倍孝信を指さす。

　羨む望威に、安倍孝信は笑う。

「いいんだよ。蒼はオレのだから」

　聞き捨てならないと、清志朗は反応する。

「いつから蒼くんが安倍様のものになったんですか!?」

「ずーっと前からに決まってるだろ」
















「清ちゃん、孝信様、変な喧けん嘩かしないでください！」

　蒼司朗に叱しかられ、らしくなく感情的になっていた清志朗は気まずそうに顔を背そむけ、安倍孝信は舌を出す。

（ちっちゃい頃は、よく孝信様におんぶしてもらったなぁ）

　抱っこされて、久しぶりに安倍孝信に甘えた蒼司朗は、ちょっと満足して顔を上げる。蒼司朗の表情を見た安倍孝信は、抱きしめていた腕うでを緩ゆるめた。距離が近すぎるので一歩離れ、蒼司朗は安倍孝信と向かいあって訊たずねる。

「帝都にはいつまでいらっしゃるんですか？」

「明日の朝には、巌手に帰る。蒼も一緒に帰るか？」

　そっと頰ほおに触ふれた安倍孝信の手の温ぬくもりを感じながら、蒼司朗は首を横に振る。

「オレはまだ、帝都でやらなくちゃならないことがたくさんありますから」




　帝都で一流の庭師になるという夢は、まだまだ修業の途と中ちゆうだ。入学した高校だって、二年に進級して、まだ数カ月しか経たっていない。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で、がんばれと巌手を送りだしてくれた皆みなに顔を見せるのは嫌いやだ。

（一流の庭師になるんだって言って巌手を出たのに、こっちでは神しん務む実習なんてやってて、帝都でいったい何をしてるんだろうって思われたのはわかる）

　蒼司朗が一流の庭師を目指す気持ちは変わらない。帝都で他のことにかまけているぐらいなら、巌手で本格的にちゃんと修業しろと、叱しつ責せきされても仕方がない。

（でもオレは、今のオレにできることからやっていく）




「帝都は危ないところだ。奥庭のお庭番は、蒼がやらなくても、誰かがやるだろう」

「オレは奥庭の四神様と一緒に、帝都を守りたいです」

　強い輝かがやきを宿した瞳ひとみをまっすぐに向け、きっぱりと言った蒼司朗に、満足そうに微笑ほほえんで安倍孝信は頷うなずく。

「そうか」

　安倍孝信が『強引に連れ帰った』という体てい裁さいなら、蒼司朗がどういう状態であれ、誰だれも何も言えない。安倍孝信が言わせない。だが、蒼司朗は安倍孝信に助けられなくても、自分で巌手に帰れる。

「蒼司朗くん、今日のお昼ご飯の予定はどうなってますか？」

「はい、清ちゃんと帝都のどこかで外食するつもりでした」

　常磐湊斗の問いかけに、ね、と蒼司朗に視線を送られて、清志朗は頷く。

「じゃあ、オレと湊斗も一緒に行く。今日こそ、一緒に昼飯食くいに行こう」

　安倍孝信にそう言ってもらえると、昨日の昼に外食の誘いを断ってしまった蒼司朗としても、助かる。

「いいよね？　清ちゃん」

「いいよね？　キヨチャン」

　蒼司朗の真ま似ねをした安倍孝信に、清志朗はなんだか腹立たしい気分になり、頰が引きつりそうになるのを必死で堪こらえる。

「────はい、一緒にお昼ご飯を食べましょう」

（安倍様は、明日お帰りになる……！）

　安倍孝信は蒼司朗が巌手で世話になり、今でも蒼司朗のことをとても可愛がってくれている人だ。帝都で会うこんな機会はもう二度とないかもしれないのだから、蒼司朗と安倍孝信のしたいようにさせてやるべきだ。




「ボク！　ボクも一緒ニ行きマス！」

　置いていかれてなるものかと、望威は遊歩道に座ったまま急いで挙きよ手しゆをする。

「馴なれ馴なれしいぞ、ガイジン」

「孝信様、留学生に意い地じ悪わるしちゃ駄だ目めです」

　安倍孝信を叱った蒼司朗は、望威に微笑む。

「望威も一緒に行こう」

　スキンシップ過か剰じようで、蒼司朗に嫌がられることが多い望威にとって、ふわっとした優しい笑みはレアものだ。




「フォ……」

　息を吸って絶ぜつ叫きようしかけた望威に、びくっと蒼司朗たちは反応する。




　そのとき。

　キラリ、一直線に飛来した銀色のものが、のけ反ぞって今にも鼻血を噴ふん出しゆつしそうな望威の頭部を強きよう襲しゆうした。




　ごつっ！




　それは鈍にぶい音を立てて激げき突とつし、望威はばったりと横倒しになった。




（今の……）

　入学式に参加した蒼司朗たちは、飛んできたあれに見覚えがある。

　アルミホイルに包まれたオニギリ（硬かたさは岩石級）だ。




　鼻血（絶叫とともに勢いよく噴出するはずだったものが、オニギリがぶつかったせいで、ちょっとだけ出た）を出して倒れている望威を、安倍孝信と常磐湊斗はこわごわと見み下おろす。

「……おい、大丈夫か、あれ」

「すごい音がしましたけど……」

　鼻血と一緒に、脳のう味み噌そも鼻からはみ出てるんじゃないかと、疑いを持っている安倍孝信と常磐湊斗に、蒼司朗は曖あい昧まいに笑う。

「えーと、たぶん大丈夫です。あいつ、頑がん丈じようですから」

　蒼司朗はそう言うが、初めて見た者には衝しよう撃げき的てきだ。安藤奏や芙ふ蓉よう薫かおる子こ、蔵くら田た実さね親ちかは驚いて声も出ない。




　ドッドッドッドッ……。

　あまり一般的ではない足音をさせ、大きな鳥が背中に子供を乗せて、砂すな埃ぼこりを舞まいあげながら遊歩道を駆かけてきた。

「クエーッ！」

　大きな声で威い嚇かくするように雄お叫たけぶ駝だ鳥ちようは、今にも襲おそいかかってきそうだ。

　抜ばつ群ぐんのコントロールでオニギリを投げて望威に命中させた子供は、駝鳥の手た綱づなを華か麗れいに操あやつって望威のところに向かう。

「ゥワオ！」

　駝鳥に蹴けられそうになった望威は、危あやういところで素す早ばやく身を起こした。




　襲いかかる駝鳥の脚を見事にかわした望威に、状じよう況きように圧倒されていた者たちは、ほっとした。

（本当に大丈夫だったんだ……）

　自分が同じ目に遭あったなら、とてもあれで済むとは思えないが、望威が平気そうなら、この際ツッコミは避さけたい。




「御ご指し名めいの来客ナリ。疾とく、帰レ」

　望威が店長をしている宝ほう飾しよく品ひん店てんに、望威目当ての上得意様がご来店らしい。

「昼食は、道すがら済マスナリ」

「エー……！」

　オラオラに乗ってお迎えに来た那な智ちにブーイングしながら、望威は落ちていたオニギリを拾った。

　不満そうな望威に、蒼司朗は苦笑する。

「お昼ご飯は、また今度な」

「クエーッ！」

「約束デスよー！」

　オラオラに乗り、那智に鼻血を拭ぬぐわれた望威は、手を振りながら駆け去った。




「クエーッ！」

　雄叫ぶ駝鳥の声が、舞いあげられた砂埃の向こう、だんだんと遠くなる。




　小さいもの好きの変へん態たいだが、宝飾品の知識があり、長身の美男子である望威は女性に人気がある。望威が店にいるときは、ひっきりなしに客が来るので、ゆっくりお茶を飲む暇ひまもない。

　店に帰りながら望威が昼食を済ませられるよう、気を利きかせた入いり谷やが那智にオニギリを持たせたのだろう。




　あのオニギリを拾っていった望威を、蒼司朗と清志朗は生なま温あたたかく見送る。

（あれ、食べれるんだ……）

　望威は頭の骨ほねだけでなく、歯と消しよう化か器き官かんも丈夫らしい。




「────ガイジンって、すげぇな」

「いえ、あいつが特別なだけですから」

　望威を外国人一般と考えてはいけないと、蒼司朗は安倍孝信に言った。




　さて気を取り直して、と思ったところに、どこからともなく忍しのび装しよう束ぞくの柳生やぎゆう藤ふじ丸まるが現れた。柳生藤丸は安倍孝信と常磐湊斗の前に、片かた膝ひざを落として控ひかえる。

「安倍先生、常磐先生、これからすぐに帝都大学付ふ属ぞく病院に来てください。外げ科か手術が必要な急きゆう患かんが運ばれてきました」

　巌手の若様への用事ではなく、外科医としての緊きん急きゆう要よう請せいだ。

（外科医は十分にいたはず）

　ついさっき、帝都大学付属病院に行ってきたばかりの安倍孝信は、救急車で搬はん送そうされてくるかもしれない怪け我が人にんに対応できるだろう人数の医者が医局にいるのを見てきた。

　帝都大学付属病院の近くにいた安倍孝信と常磐湊斗を急いで呼び戻さなければならないのは、あの数の医者では処しよ置ちしきれないほどたくさんの怪我人がいるからだ。

（どこかで大きな事故でも起こったか？）




「悪いな、蒼。昼飯は取りやめだ」

「すみません、蒼司朗くん」

「いいです。お医者さんの仕事のほうが大事です。気にしないで行ってください」

　蒼司朗は嫌な顔をせず、詫わびた安倍孝信と常磐湊斗を送りだした。




　安倍孝信に対して蒼司朗は、望威に言ったように『また今度』とは言えない。

　残念ながら、次の機会は、もうないだろうから。

「蒼くん……」

「オレ、奥庭にビャクたちを迎えに行かないと。清ちゃん、ちょっと待っててね」

　にこっと清志朗に笑った蒼司朗は、走って奥庭に向かう。




　一人で何人分も賑にぎやかな望威が帰り、安倍孝信と常磐湊斗が帝都大学付属病院に行き、蒼司朗が奥庭に走り去って、売店前は一気に閑かん散さんとした。

　いつの間にか姿を消していた柳生藤丸は、二人が急行することを伝えにひと足先に帝都大学付属病院に戻ったのだろう。




「いけない、お神楽かぐらの予定があったんだわ」

　時計を見て、芙蓉薫子は席を立つ。

「あ、僕もご祈き禱とうの予約が入ってました」

「レポートを書くのに必要な本を、図書館に借りに行かないと」

「俺も帰るか。んじゃな、清志朗」

「さようなら」

　売店を出ていく四し神じんの戦士を、清志朗は見送る。




　四神の戦士が利用した売店は、一階に通り土間があって表裏どちらからも出入りでき、テーブル席と個室のある二階は、ちょっとした打ち合わせや、帝みかどや若様の休きゆう憩けいにも使われている。

「蒼司朗くんの周りは、いつも賑やかですねぇ」

　二階のテーブル席に座って、窓から下を見ていた小お此この木ぎ神官長に、昼食に誘われて一緒にやってきた鈴すず宮みや神官は溜ため息いきをつく。

（どうしてここに来たのかと思ったら……）

　蒼司朗たちを見物するためだったらしい。

　気配を消して、わざわざ裏の細い遊歩道のほうから売店に入ったので、鈴宮神官は何かあるなと思ったのだ。

「四神の戦士の方たちには、わざと何も仰おつしやらなかったんでしょう？」

　蒼司朗を巌手に連れて帰るという安倍孝信の爆ばく弾だん発言に四神の戦士たちが驚いたのを見ていながら、小此木神官長は時間があったのにわざとその件に触ふれなかった。

「悶もん々もんしちゃってましたねぇ。でもあれですよ、僕が何を言っても、推すい測そくでしかないですからね。そこは蒼司朗くんが、ガツーンと言わないと」

「蒼司朗様が、ガツーンと言ってくれる人でよかったです」

　ちょっと強引なところがある安倍孝信に、蒼司朗ははっきりと自分の意志を示した。

「お昼休憩は終わりです。帝都神社に戻りましょう」

「期間限定アイス、美お味いしそうですねぇ」




「小此木様」




　小此木神官長の追加注文を阻そ止ししようと、口を開きかけた鈴宮神官は、すぐ近くで聞こえた公こう儀ぎ隠おん密みつ候補生の声に、はっと口を噤つぐむ。

　忍び装束に身を包み、影のように音もなく現れた柳生蘭らん丸まるは、小此木神官長の近くに片膝をついて控え、報告する。

「帝都城下で異変が起きております。お城においでください」

　安倍孝信と常磐湊斗が外科医として帝都大学付属病院に呼ばれた、あの件に違いない。

「期間限定アイスは、また今度ですね」

　小此木神官長は席を立つ。




　一人残った清志朗は、遊歩道のすぐ向こうにある一本の木に近づき、話しかける。

「そんなところで何してるんですか？　父さん」

　売店とその前にいた者たちに見えないように、木の陰かげに小さくなって隠かくれていた左さ近こんは、呼びかけられてドキリとする。

（見つかってたかよ）

　清志朗の他にはもう誰もいないようなので、左近は木の陰から出た。

「いや、その、なんだ……。蒼に小こ遣づかい渡してなかったなぁってな」




　蒼司朗は銀行に給料やお年玉を預あずけているが、日曜日には引きだせない。必要のない大金を財さい布ふに入れる習しゆう慣かんがないので、蒼司朗の財布は高校生一般と同じくらい軽い。

　昨日、蒼司朗を訪ねてくれた巌手の若様・安倍孝信が、今日の日曜日もまた蒼司朗を見にくるかもしれないと左近には予想できたのに、ちょっとしたものを安倍孝信にご馳ち走そうできるような小遣いを、蒼司朗に渡し忘れてしまった。

　昼食を一緒にとる清志朗との待ち合わせ場所を聞いていたので、来てみたのはよかったが、状況がアレで、左近は出るに出られなかった。




　清志朗は、むすっとしながら左近に言う。

「父さん、安倍様って、まだ蒼くんのことを『巌手の子』だって思ってるよ。帝都に来た蒼くんは、もう『うちの子だ』って安倍様にはっきり言ってよ！」

「あー、まぁなぁ……」

　左近は頭を搔かく。

「蒼のことを身内みてぇに案じてくれる人がいるのは、悪いことじゃねぇだろ？」

　しかも社会的地位のある人が味方についてくれるなら、とても頼もしい。

「それは……、そうだけど……、でも」

（『蒼はオレのだ』って言ってた）

　蒼司朗は清志朗のただ一人の大事な従い兄と弟こなのに。思い出して清志朗は、むっとする。

「そんなぶすくれんな、清。男前が台なしじゃねぇか」

　苦笑して、左近は清志朗の頭を乱らん暴ぼうに撫なでた。

「もっと蒼を信じてやんな。大丈夫だよ、アイツは」

　蒼司朗に渡したかった小遣いを、左近は清志朗に預ける。

「安倍様に土産みやげ買って、圏けん屋や敷しきに届けてから帰ってきな」

　医師として呼ばれた安倍孝信たちの帰りがいつになるのか、まったくわからない。巌手の圏屋敷まで土産を持って行っても、会えないかもしれない。さっきみたいに物わかりよく、平気なふりをするだろうが、安倍孝信に会えなかったなら、きっと蒼司朗は寂さびしい。

「晩ご飯……、蒼くんの好きなもの、たくさん作ってってお母さんに……！」

「おう、任せとけ」

　左近は蒼司朗のことを思う清志朗に頷く。

「無む駄だンなったら、明日の弁当にすっから、晩ばん飯めしは好きなトコで食いな」

　安倍孝信たちと食事ができるようなら、気にせずに行けと言われ、清志朗は左近に向かって深々とお辞じ儀ぎをした。




　奥庭へと走りながら、蒼司朗はしまったなぁと思う。

（また遅くなっちゃった……！）

　いつもより早く学がく舎しやを出たはずなのに、途中で足止めを食って、思っていた以上に遅くなってしまった。

（拗すねてなきゃいいなぁ）

　どうしているだろうかと心配しながら、そっと蒼司朗は奥庭の扉とびらを開く。扉は軽い力で開いた。




「ミギュギュン」

「キュイキュイキュイ」

「チュ、ピピチュピチュ」

「「（しゅーしゅー）」」

　甘ったれたピヨ四神の鳴き声と、笑い声が聞こえた。

「────若様……」

　ピヨ四神に甘えまくられている奥庭の来らい訪ほう者しやに、蒼司朗は目を丸くする。




「四神様に呼ばれたような気がして、来てみた」

　きゅんきゅんと甘えてくるピヨ四神にすりすりされて、若様はくすぐったくて、くすくすと笑う。

（退たい屈くつして、呼んじゃったか……☆）

　若様だって、用事があるのに。蒼司朗は奥庭のお庭番の役目を果はたせていない。

「すみません……！」

　駆け寄った蒼司朗は深々頭を下さげ、若様といちゃいちゃしているピヨ四神に呼びかける。

「ほら、お昼ご飯食べに行こう」

　こっちにおいでと、手を差し伸べたのだが。

「ミゴ」

「キュ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　若様にくっついていたピヨ四神は、急いで隠れてしまった。
















（えー……）

　これは、蒼司朗としてはとても困る。情けない顔の蒼司朗に、若様は笑う。

「あぁ、構わない。四神様にも、そういう気分のときがあるかもしれないし」

　ご飯より、もうちょっと遊んでいたいとか？

「そう、ですね……」

　食欲旺おう盛せいな姿を毎日見ている蒼司朗は、ご飯に興味のないピヨ四神なんて、想像もできない。だが実際に、『ご飯だよ』と呼びかけても来ないのなら、どうしようもない。




（本当は、ここにいるのが当たり前なんだよな）

　奥庭の四神様は、無む闇やみと城下をうろうろするものではない。蒼司朗が見てきたこれまでのほうが、通常とは違っていたのだ。

　ピヨ四神に無む理り強じいできない蒼司朗は、奥庭に置いていた枝えだ打うち斧おのを拾いあげる。

「ご用がありましたら、いつでも呼んでください」

　若様の近くには、公儀隠密や候補生がいつも連絡係として身を潜ひそめている。蒼司朗を呼んでもらうのは簡単だ。




「それでは……」

　失礼しますと言って礼をしかけた蒼司朗の頭に、チビ朱す雀ざくがぴょんと跳とんできた。

「スー？」

「ピッチュチュピ」

　上うわ目め遣づかいで見上げる蒼司朗に向かって、チビ朱雀は囀さえずる。

　何かを言っているようだが、蒼司朗にピヨ四神の言葉はわからない。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「「（しゅー）」」

　他のピヨ四神も、遅れるなとばかりに次々と蒼司朗にくっついた。

　今度は蒼司朗に甘えるピヨ四神を見て、若様は笑う。

「おやおや、振られてしまったな」

「すみません……！　このところ、なんだか情じよう緒ちよ不安定みたいで……」

「うん、そうかもしれないが、気にすることはないと思う」

　いつも蒼司朗にたっぷり可愛がられているピヨ四神は、みんな毛け艶づやがよく、ふかふかつるつるぴかぴかで、とても健康そうだ。

　甘えん坊になったピヨ四神から、若様は何も嫌なものを感じなかった。ただちょっと、若様に甘えているところを、蒼司朗に『見せつけた』ような気がしただけだ。




　お城に戻る若様とは別の扉から奥庭を出て、ピヨ四神を連れた蒼司朗は、清志朗の待っている売店へと走る。




「清ちゃん、今日のお昼、焼き飯食べたいんだけど、いい？」

　焼き飯と聞いたピヨ四神は、キランと目を輝かせた。
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　蒼そう司し朗ろうが安あ倍べ孝たか信のぶに教えてもらった店のお品書きに、焼き飯はなかった。その店で食べられる焼き飯は、常連だけが知っている『裏メニュー』だ。




　清きよ志し朗ろうはこの店に何度か来ているが、裏メニューがあることはまったく知らなかった。

「よく知ってたね、蒼くん」

　驚く清志朗に、蒼司朗は笑う。

「うん、ちょっと噂うわさを聞いたから」

　安倍孝信たちがここにいないのは残念だが、蒼司朗は教えてもらった店のものを、食べてみたかった。




（美お味いしいです、孝信様）

　舌したの肥こえている安倍孝信お勧すすめの焼き飯は、本当に絶品だった。仕切られて半個室のようになったボックス席の居い心地ごこちも、なかなかいい。

　巌いわ手ての若様で、成績優秀者。注目されがちな安倍孝信が気持ちよく食事のできる店は、ピヨ四し神じんを連つれている蒼司朗にとっても、人目を気にしなくていい場所なので、教えてもらえてとても助かる。

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピピピ」

「「（しゅーしゅー）」」

　小皿に焼き飯を取り分けてもらったピヨ四神は、わふわふと勢いよく食べる。

「落ち着いて食べろよ」

　霊れい力りよくのない清志朗や周りの者には見えないが、蒼司朗はピヨ四神の世話をしながら食事をした。




　昼食を終えた蒼司朗は、清志朗にお勧めの店を訊たずね、評判をチェックするだけでなく、しっかり試食をして吟ぎん味みしてから、左さ近こんにもらった小こ遣づかいで安倍孝信に渡す土産みやげの菓か子し折おりを買った。

「孝信様、お屋や敷しきに戻られてるかな」

　蒼司朗は手術をされたことがある側で、医師がどのくらい疲労するのか、想像することしかできないが、人の命を預あずかる仕事は、とても神経をすり減へらす大変なものだと思う。明日巌手に帰るなら、できれば早めに圏けん屋敷に戻ってしっかり休んでほしかったが、夕方になっても安倍孝信が戻ってくる様子はなかった。

　圏屋敷の職員に安倍孝信への土産を渡し、蒼司朗は清志朗と望もち月づき造ぞう園えんに帰る。




「ピチュン」

（向こう？）

　頭の上に乗ったチビ朱す雀ざくに、やや緊きん張ちようした様子で教えられ、手て羽ばの示すほうへと蒼司朗は振り向く。急に振り向いた蒼司朗につられて、清志朗も同じほうに振り向く。

（安倍様を見つけたんじゃないんだ……）

　ひょっとして、圏屋敷に戻られるところだったのだろうかと、淡あわい期待を抱いだいた清志朗は、そうではなかったのだとわかり、肩かたを落とす。




　観光客の多い週末、帝都では人払いの護ご符ふを使って、救急車はサイレンを鳴らさずに走ることになっている。周囲の車をサイレンやスピーカーの声で退どかせずに、護符でスムーズに通り向けていくので、走っているのを見かけなければ、救急車が出動しているのだとはわからない。

「────救急車、よく見るね」

「うん……」

　蒼司朗は軽く唇くちびるを嚙かむ。

（今日はいつもより救急車が多い気がする）

「あれ？　郵ゆう便びん局きよくのところに、人だかりができてる」

　清志朗に言われて、蒼司朗はそちらに顔を向ける。

　建物の中から爆ばく破はされたかのように、郵便局の一部が壊こわれていた。




「あら、嫌いやだ……！　こっちの郵便局もなの？」

「小さい郵便局は、どこも大丈夫みたいなのにね」

「郵便局ばかりを狙ねらった、爆ばく弾だん犯はんの仕し業わざだって聞いたぞ」

「爆発で飛んできたものが当たるなんて、運が悪いなぁ……！」

「日曜じゃなかったら、もっと酷ひどいことになってたかもしれないわね」




　集まった野や次じ馬うまたちの会話を小耳に挟はさむことで、だいたいの状じよう況きようを理解して、蒼司朗と清志朗は郵便局の近くからそっと離れる。

　確かに、これが平日ならば、郵便局員やたまたま居合わせた客が、爆発に巻まきこまれ、もっと多くの怪け我が人にんを出す大だい惨さん事じになっていただろう。

「ミギュ」

　不安そうにするピヨ四神を、蒼司朗は撫なでる。

「悪意のある郵便物なんて、帝都には入れない。公こう儀ぎ隠おん密みつの人や神官が、入れさせない」

　帝都に入ってくるものは、なんであれ、厳きびしくチェックされる。蒼司朗は何か危険な物が見落とされるとは、絶対に思えない。

　どんなに機き械かい的てきに作業したとしても、支し度たくした者の思念は、郵便物に付着する。危険物を仕込んだなら、それが神官たちに感知されないはずがない。同様のことが、帝都のあちこちで起きているのなら、なおさらだ。

「……この前の、『石の卵たまご』と何か関係があるのかな、蒼くん」

「ひょっとしたら、そうかもしれない」

　悪意のない観光客によって帝都に持ちこまれた『石の卵』は、孵ふ化かしてバジリコックが生まれるまで、わからなかった。

　帝都にまた何か、起こっている────。




　宝ほう飾しよく品ひん店てんに来店する女性客は、お洒落しやれでお喋しやべりな人が多かった。店に出て接客をしているだけで、望ぼう威いは外で起こっているたいていのことを知ることができる。

　買い物をするため、奥の部屋に入った某ぼう有名企き業ぎよう会長の令れい嬢じようは、身なりがよくお上品だが、とてもよく喋る人だった。

「わたくし、車で近くを通りかかっただけですけど、南地区だけでなく西地区でも、郵便局で爆発事故があったそうですわ。爆発で飛んできたもので怪我をした人が、何人も救急車で病院に運はこばれていったんですって。巻きこまれ事じ故こなんて、避さけようがありませんわよね。怖いわ」

（南地区だけじゃナイんだ……）

　郵便局の爆発事故は、宝飾品店のあるこの南地区だけではないらしいとわかり、望威は眉まゆを顰ひそめる。

「ソレは大変デス。今ご覧になっている宝石もいいデスが、周りガ何だか騒さわがシイそういう日にハ、悪いコトから身を守ル石を、身につけられたほうがいいデス」

　女性客が主おもなので、客が宝石を見るための奥の個室は、戸口がオープンになっている。目の前の客に気づかれないよう、表での接客が一段落した入いり谷やに、望威はそっとサインを送る。高級品は、表のショーケースではなく、店の奥で厳げん重じゆうに保管してある。

「美しく、多くのものに恵まれていらっしゃる方は、なくすものも多いですからね」

　望威に指示された入谷は、お守りに使える指輪が並んだ豪ごう華かな宝石箱を奥から出してきた。

「お客サマには、コチラとかコチラが、とてもお似合いデス。身につけているト、守ってくれテ運気も上がるネ」

「まぁ、ステキ。そうね、こういうものは持っていたほうがよろしいわね。どちらをいただこうかしら」

　すっかり買う気になって客が指輪を見ている隙すきに、望威は表でショーケースを磨みがいていた那な智ちに、そっと合図する。

（占って）

　爆発事故の原因を探さぐってくれと望威に頼まれて、クロスを片づけた那智は、静かに店の奥に下がった。




　郵便局の爆発事故が帝都城下のあちこちで頻ひん発ぱつしているという噂うわさは、四神神社にも届いていたが、四神の戦士は騒ぐことなく、通常どおりに業ぎよう務むをこなし、時間を過ごしていた。

（呼びだしがないのは、まだ詳しよう細さいがわからないから）

　今浮き足立って騒いでは、仕掛けた者の思う壺つぼになる。

（いつでも、出られる……！）

　四神変化して戦うように命めいじられても、即そく座ざに対処できるよう身構えながら、四神の戦士は静かにその時を待つ。




　爆発事故の調査報告は、帝都城に対たい策さく室しつを設もうけた帝みかどや小お此この木ぎ神官長、帝都警察署しよ長ちようのところに続々と集まってきたが、原げん因いんとなった爆発物がなんなのか、まったくわからない。

「事故現場と、周囲に飛び散った破は片へんをくまなく調べてみたのですか……」

　言葉を濁にごす公儀隠密に、小此木神官長は苦笑する。

「何も出てきません、か」




　対策室に詰めている神官長たちへお茶とお菓子を運んだ鈴すず宮みや神官は、バジリコックのときを思い出す。

「……もしくは、『逃にげた』のではありませんか」




　爆発を引き起こした原因そのものが、逃げて隠かくれたから、見つからない────。




　公儀隠密は報告を続ける。

「どの現場にも共通しているのは、爆発の起こった場所が、郵便物保ほ管かん庫こだったということです。爆発物は郵便物として、帝都に入りこんだ可能性が大きいです。爆発したのは、配達日指定郵便、小こ包づつみの保管庫ばかりでした」

　場所と配達日が同じ郵便物は、郵便局内の同じ場所に集められ、配達される。

　ふむ、と小此木神官長は考える。

「ひとつでは、爆発しないものだったのかもしれませんね」

　なんらかの条件が揃そろって、爆発するものだったのかもしれない。




『石の卵』は一カ所に大量に集めると、一いつ斉せいに孵ふ化かし、周りにあったものを砂に変えて吹き飛ばす厄やつ介かいな性質があった。

　帝都に『石の卵』が二度と持ちこまれないよう、監かん視しする者たちは警けい戒かいしている。郵便物として、『石の卵』を帝都にそれとなく運び入れようとしても、必ずひっかかる。また『石の卵』が用もちいられたわけではない。

（何か、別のもの……）




　ある程度の推測がなされる頃には、郵便局の爆発事故は収しゆう束そくを迎むかえていた。




　帝都大学付ふ属ぞく病院に運ばれた怪我人の緊きん急きゆう手術を何件か行った安倍孝信と常磐ときわ湊みな斗とが巌手の圏屋敷に戻ったのは、夜になってからだった。

　夕方、圏屋敷を訪れた蒼司朗が、土産を置いていったことを知った安倍孝信は、常磐湊斗を連れて車で望月造園に向かった。




「夜分遅くに申し訳ありません」

　晩ばん酌しやくを終え、そろそろ布ふ団とんで休もうとしていたところに訪問され、左近は驚く。

「明日、巌手に帰られるんじゃなかったですか？」

「はい。その前に、少しだけと思って」

　医師として限界まで働いてきた安倍孝信たちの顔には、疲労が見える。




「孝信様……！」

　訪問者が誰だれかを知った蒼司朗は、慌あわてて玄関に出てきた。

　もう寝ようと着替えたあとの、パジャマ代わりのスエット姿で、とても他圏の若様の前に出るような格かつ好こうではないが、そんなことに構っていられなかった。驚いて飛びでてきたので、ピヨ四神と枝えだ打うち斧おのは、部屋に置いたままだ。

「蒼。遅くなって、悪わりィ。土産、ありがとうな」

　蒼司朗に話しかける安倍孝信のため、そっと左近は蒼司朗に場所を譲ゆずる。

「そんなの、わざわざ言いに来られなくたって、構いません……！　オレ、お疲れの孝信様と湊斗様に、ちゃんと休んでほしかったのに……」

　土産を持っていったことで、安倍孝信たちが休む時間を奪ってしまうなんて……！

「怒るなよ、蒼」

「すみません、蒼司朗くん」

「オレは怒ってるんじゃありません！」

「（蒼……！）」

　夜の大声は、昼間よりもずっとよく通る。自分の部屋に下がった住みこみの庭師には、もう眠っている者もいるだろう。外にも聞こえて近所迷めい惑わくになるから、大きな声を出すなと左近に小声で叱しかられ、蒼司朗は唇を引き結び、顔を俯うつむける。

　明日は月曜日なので、蒼司朗は早朝から奥庭の仕事をして、登校する。学校がある蒼司朗は、安倍孝信たちの見送りはできない。明日出発する安倍孝信にも、時間の余裕はない。

「蒼の顔がもう一度見たくなっただけなんだ。ごめんな」

　静かに謝る安倍孝信に、俯いたまま、蒼司朗は首を横に振る。謝ってほしいわけじゃない。安倍孝信は何も悪くない。




　台所の片づけと、明日の朝の準備を終えた梢こずえは、ひょっこりと玄げん関かんに顔を出す。

「安倍様、常磐様、お風ふ呂ろには入られまして？　お食事は？　明日のお出かけの準備はできてます？」

　おっとりと放たれた唐とう突とつな問いに、きょとんとしてから常磐湊斗は答える。

「はい、病院でお風呂を使わせていただきました。夕飯も、大学の食堂で済ませました。巌手に帰る荷物は、すべてまとめてあります」

　手術後、身体からだを洗い、食事をしてから、二人は圏屋敷に帰った。巌手に持って帰る荷物は、その前からきちんと作って準備していた。

　常磐湊斗の返事を聞き、梢は満足そうに微笑ほほえむ。

「では、お二人とも、今夜はうちにお泊とまりになられたらいかがかしら。時間も遅いし、もう寝るだけなんですもの。とってもお疲れのようですし、こちらならすぐにおやすみいただけますわ。ねぇ？」

　明日、出発するための荷物は、表の通りで待たせている車の運転手に言ことづけて、朝、迎えに来てもらうときに持ってきてもらえばいい。

　他圏の若様とそのお付きに向かって、ぶっとんだ提案をした梢に、左近は仰ぎよう天てんする。

「お、オメー、そりゃ、いくらなんでも……！」

「あらあら、大丈夫よ。ね、蒼ちゃん」

　普通なら警けい備び上じようの問題があるが、蒼司朗は帝都城奥庭のお庭番で、奥庭の四神様を連れている。蒼司朗の近くは、どこよりも安全だ。

　梢が言わんとしていることは、蒼司朗にも伝わったが。

（いや、それは……！）

　巌手城内にあった庭師の屋敷へ遊びに立ち寄るのとは、全然違う。

　左近と蒼司朗は青くなったが、安倍孝信はぽかんとしたあと、朗ほがらかに笑った。

「なるほど！　それは素す晴ばらしい！　ぜひお世話になります！」

「────清！　客間の窓まどを開けて、掃そう除じしろぃ！」

「はいっ！」

　玄関の近くで見つからないようにこっそり話を聞いていた清志朗は、いきなり声をかけられて、しゃんと背せ筋すじを伸ばした。

（そ、掃除、客間を……！）

　散らかっているわけではないが、他圏の若様がお泊まりになるのなら、その前にやはりちょっと手を入れたほうがいい。

「あぁ、いやいや左近さん、キヨチャン、掃除しなくていいですから」

　にっこり微笑んだ安倍孝信は、慌てる左近と清志朗を止めた。




「すみません、清志朗さん。僕は廊ろう下かでも、よかったんですが」

　恐きよう縮しゆくする常磐湊斗に、清志朗は微笑む。

「いえ、廊下で休まれるなんて、とんでもないです。僕のこの部屋が、蒼くんの部屋に一番近いんです。気にしないでください」

　万が一（ありえないだろうが）何かあった場合、蒼司朗の部屋で休んでいる安倍孝信のところに、ここからならすぐに駆かけつけられる。




　安倍孝信が客間を掃除しなくていいと言ったのは、蒼司朗の部屋を使わせてもらおうと思ったからだ。それなら確かに、清志朗たちを夜中にばたばたさせないで済むし、蒼司朗の顔もじっくり見られる。




　清志朗と布団を並べて休みながら、くすっと常磐湊斗は笑う。

「修学旅行みたいですね」

「そうですね」

　あんまり楽しくはないけれど。

　一度目を閉じてから、清志朗は気づく。

（安倍様がどんな人なのか、巌手での蒼くんはどうだったのか、聞けるじゃないか）

　会話する機会は何度かあったが、清志朗はどうも安倍孝信と喧けん嘩かをしているような雰ふん囲い気きになってしまう。常磐湊斗とは、普通に話せる。しかもこんな近くなら、内ない緒しよ話だってできるではないか。

「────あの、常磐様」

　すぐ隣となりならば、小さな声でも聞こえる。呼びかけた清志朗に返事をしたのは、常磐湊斗の寝息だった。────相当お疲れだったらしい。

　しばらくして、常磐湊斗は歯は軋ぎしりをしはじめた。穏おだやかな雰囲気の人だが、起きているときには、かなりのストレスを溜ためこんでいたのだろう。白目で歯はを食いしばり、すごく険けわしい顔で眠っている。




　コ、ココ、コココ、コリ……。




　骨ほねのこすれる不ふ快かいな音が響き、とてもではないが清志朗は眠れない。

（うわー……）

　灯あかりを消した部屋で天てん井じようを見上げ、清志朗は思う。

（ひょっとして、僕は貧びん乏ぼう籤くじを引いたんだろうか……）

　よろしければ僕の部屋にどうぞ、と反射的に口から出てしまった自分の外そと面づらのよさが、清志朗はちょっと恨うらめしい。




　週末だとか年末年始にしか使わない蒼司朗の部屋は、生活感に乏とぼしく殺風景で、旅館の部屋のようだ。

「物はありませんけど、不ふ便べんではないですから」

「蒼がいりゃ、オレはそれだけで満足だよ」

　安倍孝信は笑って、左近に借りた寝間着に着替え、灯りを消して布団に入る。

「一緒に寝るのは、巌手で昼寝してたとき以来か？」

「そうですね」

　蒼司朗がまだ小さい頃の話だが、安倍孝信と二人で枕まくらを並べて眠ったことは、数えきれないほどある。あのときと同じように、布団をぴったりとくっつけて敷しいた。




「ミギュギュン」

「キュウキュウ」

「チュッピピチュ」

「「（しゅー）」」

（うん、今夜は孝信様と一緒なんだ。いい子にしててね）

　蒼司朗は甘えん坊になっているピヨ四神を撫でる。




「ほら、蒼」

　横になった安倍孝信は、蒼司朗に近いほうの腕うでを伸ばす。枕と平行に布団に侵しん入にゆうしてきた安倍孝信の腕は、はっきり言って邪じや魔まだ。

「なんですか、それ」

　腕枕？

「前はこうして寝てただろ」

「よく覚えてますね」

　笑う安倍孝信に呆あきれながらも、こっそりピヨ四神を抱だっこして布団に入った蒼司朗は、安倍孝信の負ふ担たんにならないよう、注意して腕枕を使わせてもらう。

「軽い頭だなー」

「孝信様ほど賢かしこくなくて、すみません」

　言いあってから、安倍孝信と蒼司朗はくすくすと笑う。馴な染じみのある体温が、お互いに懐なつかしくて心地ここちいい。

「ミギュギュ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

（ん、いい子いい子）

　こっちこっちと構って攻こう撃げきをするピヨ四神を、安倍孝信との間に置いて、蒼司朗は可か愛わいがる。こうして身体を横に向けて寝ると、ピヨ四神を構いながら、安倍孝信と話せてちょうどいい。
















「せっかく会えたのにオレ、孝信様に怒ってばかりでしたよね。すみません」

「ん？　突然会ってびっくりしたのと、オレのことを心配してくれてたからだろ。わかってるよ」

「今日のお昼、この前孝信様に教えてもらったお店で、焼き飯食べてきました」

「おー、そっか。美う味まかっただろ」

「美味しかったです。いいお店ですね」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュッピピチュ」

「「（しゅーしゅー）」」

　焼き飯という単語に興こう奮ふんするピヨ四神を、よしよしと蒼司朗は撫でる。

　安倍孝信は蒼司朗を連れてあの店に行きたかったが、蒼司朗が満足してくれたのなら、それでいい。

「オレのお気に入りだった」

「今はオレのお気に入りです」

　過去形になった安倍孝信の言葉を、蒼司朗は現在形で上うわ書がきする。

　明日、安倍孝信は巌手に帰る。

「孝信様、会いに来てくれて、とても嬉うれしかったです。オレ、ずっと孝信様に会いたかったから。保ほ護ご者しや参さん観かん、ありがとうございました」

「────帰ったら、蒼にもらった土産の菓子を摘つまみながら……、殿様に自じ慢まんする」

　疲れていたのだろう、安倍孝信の声は、次し第だいにゆっくりになっていく。

「おやすみなさい、孝信様」

「────おやすみ、蒼……」




　深夜────。




「……ミゴ」

　チビ白びやつ虎この肉にく球きゆうパンチが、蒼司朗の頰ほおに、ぷにっと当たった。

「────蒼司朗様」

　縁えん側がわから聞こえた柳生やぎゆう蘭らん丸まるの声に、蒼司朗は一気に覚かく醒せいする。

　今夜、ひょっとすると呼びだしがあるかもしれないと、蒼司朗は思っていた。




（孝信様、すみません。ちょっと行ってきます）

　安倍孝信の眠りを妨さまたげないよう、目を覚ましたピヨ四神を抱っこした蒼司朗は、そーっと布団を抜けだした。
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　寝る前に廊ろう下かに用意しておいた神官装しよう束ぞくへと手早く着替え、枝えだ打うち斧おのを持った蒼そう司し朗ろうは、ピヨ四し神じんと一緒に家を出る。

　外の通りから見るといつもどおりだが、圏けん屋や敷しきから連れん絡らくを入れてもらったので、望もち月づき造ぞう園えんの塀へいの中で帝都警けい察さつの警官が、巌いわ手て圏けんの若様である安あ倍べ孝たか信のぶの警けい護ごに当たっていた。

（警備、ありがとうございます）

　警備の警官に会え釈しやくして望月造園を出た蒼司朗に、竹たけ筒づつ水すい筒とうに入れた蒼司朗専用の『帝都のよく効きく薬』を溶とかした水と、ピヨ四神用の清し水みずの竹筒を渡し、忍しのび装束の柳生やぎゆう蘭らん丸まるは教える。

「帝都大通りです」

「はい」

　ピヨ四神と一緒に水を飲み、気合いを入れた蒼司朗は、帝都大通りに向かって走りながら思う。

（この感じ……、『蟲むし呼よびの夜』だ）

　月も星も見えない空。帝都城下は、結けつ界かいで外界から遮しや断だんされている。『石の卵たまご』から孵ふ化かしたバジリコックの騒そう動どうのとき、バジリコックと融ゆう合ごうした蟲もひとまとめに退治し、浄じよう化かした。あのあと、まだ『蟲呼びの夜』は行われていない。

（でも何か、違う）

　違い和わ感かんを覚えながら走っていた蒼司朗は、帝都大通りが見えた辺りで、はっと気づいた。

（他の人たちがいないんだ……！）

　いつもなら事後の補ほ修しゆう工事にあたる職人たちが、職種ごとに数カ所に分かれて待たい機きしているのだが、今日はその気配がない。




　帝都大通りには篝かがり火びが焚たかれ、大きな十字路の真ん中に、牛ぎつ車しやの車だけが置かれていた。神官は車を囲かこんで円えん陣じんを組み、結界を作っていた。結界の中、車の前には小お此この木ぎ神官長と神官装束の四神の戦士、そして望ぼう威いたち三人がいる。

「こんばんは……！」

　一番最後に到とう着ちやくした蒼司朗は、結界を作っている神官に会釈し、先にいた小此木神官長たちのところに急ぎ足で近づく。

「ミギャン」

「キュイ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

「はい、こんばんは」

　挨あい拶さつした蒼司朗を真ま似ねて行ぎよう儀ぎよく鳴いたピヨ四神に、小此木神官長はキラキラした光を五つ、ふわりと飛ばした。キラキラはピヨ四神の前へふわふわと飛んでいき、目を輝かがやかせたピヨ四神は、それをぱっくんと食べる。

「しっかり休めたようですね、蒼司朗くん」

　小此木神官長は蒼司朗の顔を見て、にっこりと微笑ほほえんだ。

「はい」

（いつもより、すっきりしてる）

　いつもの『蟲呼びの夜』と同じく、二時間ほど仮眠をとっただけだが、小さい頃にしていたお昼寝のあとのように、気持ちよく楽になったような気がする。

「険が取れた感じかしら？」

「テメー、チビのくせに、顔つきまでガキっちくなってっぞ」

　芙ふ蓉よう薫かおる子こと篠しの原はら勇ゆう輝きの言葉にきょとんとして、蒼司朗は首を傾かしげる。

「そう、かな？」




　蒼司朗本人の自覚はないが、小さい頃よく一緒にいて遊んでもらったお兄さんである安倍孝信と眠ったおかげで、それまで身体からだに残っていた嫌いやな緊きん張ちようや凝こりのようなものが、綺き麗れいに取れていた。

　懐なつかしい温ぬくもりを感じながら、しっかり甘えさせてもらって、雰ふん囲い気きまであどけない感じに戻ってしまったのは、ご愛あい嬌きようだ。




「────ソ、蒼司朗センパイ……！」

　手で押さえて隠かくそうとしたが、だばだばっと道路に鼻血を落とした望威に、四神の戦士はぎょっとして距離を取る。

「なんですか!?」

　得え体たいの知れない不ぶ気き味みなものを見る目つきの安あん藤どう奏かなでの横で、蔵くら田た実さね親ちかはくすっと笑う。

「うーん、望威クンには刺し激げきがきつかったかなぁ」

　清せい潔けつ感かんのある神官装束で、いつもよりあどけない雰囲気の蒼司朗は、小さいもの好きのドストライク直ちよく撃げきだ。鼻血ぐらい出ても仕方がない。

「ミゴ……」

「キュウ」

「チュ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗にくっついているピヨ四神は、あれヤダとばかりに、すーっと姿を隠す。

　望威の鼻血の原げん因いんが自分にあるらしい蒼司朗は、耳まで赤くなった。

「バカ！　お前、どこにいると思ってるんだ！　こんなところで鼻血出すな！」

　人間の血は、蟲が好むものだ。

「止血ナリ」

「スビバセン……」

　那な智ちの小さな手で、両方の鼻の穴に脱だつ脂し綿めんの鼻はな栓せんを突っこまれた望威は、鼻詰まりの声で謝った。血で汚よごれた望威の手を、入いり谷やは持参したオシボリで拭ふく。




「おやおや、血の気けが有り余ってますねぇ」

　苦笑した小此木神官長は、望威の足元の血ち溜だまりと、入谷の持っている汚れたオシボリに向かって、玉たま串ぐしを投げた。浄化された血溜まりは、淡あわい光を発して跡形もなく蒸じよう発はつし、オシボリは真まっ白しろに戻る。




「今夜のこれ、いつもの『蟲呼びの夜』じゃないんですね？」

　確認する蒼司朗に、小此木神官長は頷うなずく。

「帝都に放たれた魔ま獣じゆうを集めて処分するために、帝都いっぱいまで広げた結界を、ここへと縮めていってます。途と中ちゆうで蟲と融合してしまうでしょうから、『蟲呼びの夜』と言えないこともないですが」

「魔獣？　バジリコックじゃないですよね」

『石の卵』を見つけたという話を、蒼司朗は聞いていない。

「今度は『グリフィン』というモノらしいです。新しん庄じよう神官と那智くんに、捕つかまえてきてもらいました」

「説明すドゥより、実物をビてもダうほうガ早いデスかダ」

　脱脂綿のせいで鼻詰まりの声になっている望威の言葉は、不ふ明めい瞭りようでよくわからない。

「────新庄神官！　皆みなに例のモノを見せてあげてください」

　牛車の向こう、小此木神官長に声をかけられた新庄神官は、上に布を被かぶせた鳥とり籠かごを持ってきた。

　鼻詰まりの望威に代わって、入谷が説明する。

「帝都に郵ゆう便びん物ぶつとして入りこんだのは『グリフィン』と呼ばれる魔獣です」

　新庄神官が布を取って見せてくれた鳥籠の中に入っていたのは、銀色の球体に閉じこめられた、獅し子しの胴どう体たいに鷲わしの頭と翼つばさがある奇き妙みような姿をした獣けものだった。大きさはオウムぐらいだろうか。

「石を使った占いで那智くんが居場所を探し、発見したモノのうち一匹だけ、わたしが捕ほ獲かくしました」

　一匹だけ探しだして捕まえてもらったのでは、那智のヤラセではないかと疑われるかもしれないが、何匹も発見したのならば、信用できるだろう。




「石の『守リ』は、用心のためナリ」

　新庄神官が持つ鳥籠には、結界の力があるので、捕とらえられたモノはそこから逃にげられない。仲間がいても、存在を感知できない。

　那智は不思議の色石を使って銀色の球体を作り、出られないように裏返してグリフィンを封ふうじた。グリフィンは二重の檻おりに入っている状態だ。

「────変な生き物」

　安藤奏が率そつ直ちよくに言いきると、芙蓉薫子も苦笑する。

「いろいろ混ざっている感じね」

「ミギュ？」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　なんだろうと興味を引かれたピヨ四神は、蒼司朗にしっかり摑つかまって顔を出し、鳥籠の中のグリフィンに注目する。

　安藤奏と芙蓉薫子の言葉に、入谷は頷く。

「グリフィンはまさしく、そういう魔獣です」




　グリフィンのように、様々な動物の部位を寄せ集めたような魔獣を『合ごう成せい獣じゆう』と呼ぶ。合成獣はすべて成獣であり、幼獣はいない。魔獣使いは、細かくした状態で安全にグリフィンを運び、客の要よう請せいに応じて必要な場所で組みあげる。

　帝都に入りこんだグリフィンは、配達日指定の郵便物として保管庫に置かれ、そこで引きあって組みあがり、一匹になった。郵便局の保管庫が爆ばく発はつしたのは、邪じや魔まな包みを吹っ飛ばして、グリフィンが組みあがったからだ。

　一個体が小さい場合は、力が弱く、すぐに退治されてしまうので、組みあがったグリフィンは、その完成時の爆発に乗じて身を隠す。そして他のグリフィンを探し、合体して大きな個体になる。

　共食いして徐々に巨大化する蟲と、合体して大きな一個体になるグリフィンとは、性質が似ている。グリフィンの合体にはおそらく、蟲が混ざりこむ────。




「昨日、帝都城下で爆発事故が起こった郵便局は五十三件。蟲も一緒くたで、全部集まって合体したら、どれぐらいの大きさになるんでしょうね」

　うふっと笑った小此木神官長に、蒼司朗たちは背せ筋すじを凍こおらせた。

　貴き重ちような捕獲サンプルを閉じこめた鳥籠に布をかけ、新庄神官は戻る。




「この車には、若様が乗ってるんですか？　今日は牛、いないんですね」

『蟲呼びの夜』は月に一回前後行われているので、蟲を誘おびき寄せる囮おとりの役を担になっている若様は何度も経験しているが、蟲が混ざったグリフィンでは状況が変わる。

（この車、どうやってここまで運んだのかな？）

　首を傾げる蒼司朗へ、小此木神官長は緩ゆるく首を振る。

「車の中にあるのは、審しん判ぱんの日やバジリコックのときと同じく、若様の形かた代しろです」

　次期帝みかどである大切な若様を、どうなるか見当のつかない危険な場所に連れだすわけにはいかない。蟲を誘き寄せるだけならば、若様の形代でも十分に効力がある。

「グリフィンは牛を食うナリ」

　那智に教えられ、それでなのかと蒼司朗は納得する。牛が魔獣に食べられるところは、見たくない。

「グリフィン混じりの蟲と対たい峙じするのは初めてですから、結界が破られた『もしも』のときを考えて、補修工事の職人の方は、今回は呼びませんでした」

　蒼司朗のいる望月造園も、『蟲呼びの夜』には、街路樹や植え込みを直す作業を行っているが、今夜は出かけていなかった。

　今日は平日、しかも月曜日で博物館などの公共施し設せつは休館日であり、観光客も少ない日だ。被害はできるだけ出さないようにしたいが。

「多少あちこち壊こわれていても、今日ならまだ許せるでしょう？」




　すーっと光の尾を引いて、帝都東地区から発はつ光こう弾だんが打ちあがった。続いて、南地区、北地区、西地区からも。

　帝都大通りに向かって狭せばめられている結界内、そこにいるグリフィンを確認した公こう儀ぎ隠おん密みつが打ちあげた発光弾だ。




（来る……！）

　蒼司朗は枝打ち斧の柄えを、ぎゅっと握にぎる。

　小此木神官長は厳おごそかに命めいじた。

「四神変化を！」

　四神の戦士は、それぞれの四神の加か護ごを受ける戦士に変化し、受け持つ方向に散る。




「グアァ！」

「キィイイイ！」




　不気味な獣の声が、夜の帝都の空気を震ふるわせる。

　狭められていく結界の中、若様の形代に惹ひかれる蟲の特性を取りこんだ獣は、牛車に向かって、来る────！




「祝詞のりとを！」




　シャン、シャンと鈴が鳴らされ、小此木神官長の命に従い、神官は祝詞をあげる。車を囲む結界に加わるよう命じられた蒼司朗も、鈴の音ねに合わせて祝詞をあげる。

「────天てん清しよう浄じよう　地ち清しよう浄じよう　内ない外げ清しよう浄じよう　六ろつ根こん清しよう浄じようと　祓はらい給たまふ……」




「入谷、那智！」

「はい、坊ぼつちゃま！」

「諾だく！」

　望威はボーガン、入谷は弓、那智は投とう擲てき具ぐを持ち、車を囲む神官の間を移動しながら、外に向けて不思議の色石を放つ。

　放たれた不思議の色石の軌き跡せきは、螢けい光こう塗と料りようで線を引くようにくっきりと、入谷のものが放ほう射しや状じように、那智のものがらせん状に伸び、一人だけ道路に刺ささるように放った望威のものは宙に浮いた光の蜘く蛛もの巣を道路に固定する。




「ゴァア！」

「ジャッ！」




　不思議の色石が描えがいた光の蜘蛛の巣は、蟲と融合したグリフィンを、がっちりと捕らえた。

「ほお……」

　鮮あざやかな捕ほ縛ばく技わざに、小此木神官長は感心する。

（これだけでは退治はできませんが）

　蟲と融合したグリフィンの動きを止めれば、さらなる合体を防ふせぐ。それぞれの個体の大きさは、光の蜘蛛の巣で捕らえているかぎり、変わらない。




　このときを逃のがさず、四神の戦士は蟲と融合したグリフィンに挑いどむ。




　朱す雀ざくの戦士・芙蓉薫子は真しん紅くの艶あでやかな翼で高く飛び、炎を放つ扇おうぎを打ち振った。

「朱雀炎えん舞ぶ、劫ごう火か招しよう来らい！」




　青せい龍りゆうの戦士・安藤奏は蟲と融合したグリフィンに向かって、青龍刀を振り下ろす。

「青龍斬ざん撃げき、剣けん乱らん破は砕さい！」




　白びやつ虎この戦士・篠原勇輝は、その両手の大きな鉤かぎ爪づめで切り裂さく。

「白虎刻こつ抉けつ、毒どつ禍か爪そう爛らん！」




　玄げん武ぶの戦士・蔵田実親は激しく渦うず巻まく霧きりを放ち、濃のう霧むで呼吸を奪う。

「玄武凄せい流りゆう、酷こく屍し霧む葬そう！」




「ガァアァァ！」




　そうして次々と魔獣は倒れていくのだが、蟲の放つ瘴しよう気きは、四神の戦士がいる結界の中で濃のう縮しゆくされていく。




（え……？）

　突然、芙蓉薫子の目の前が霞かすみ、翼が動かなくなった。

「────ル子先せん輩ぱい！」

　異変にいち早く気づいた篠原勇輝が、高速移動を行って落下する朱雀の戦士を受け止める。

（何……）

（身体の感覚が……）

　安藤奏と蔵田実親も、がくりと膝ひざをつく。四神変化した衣い装しようの隙すき間まから見える肌はだに、痣あざや発ほつ疹しんのようなものが浮かんでいる。

「おいっ!?」

　三人に何が起こっているのかと驚く篠原勇輝は、ぐっと喉のどをせりあがってきたものに耐たえきれず、抱かかえた芙蓉薫子から顔を背そむけるようにして吐と瀉しやした。

　道路にぶちまけてしまったのは、異い臭しゆうを放つ、青黒く光る粘ねん液えきのようなものだ。

（なんだ、これ……）

　こんな色のものを、腹の中に持っている覚えは、ないのだが……。




　いきなり様子を変えた四神の戦士たちに、神官たちは驚く。

「いったい、何が!?」

「神官長！」

「わかりますか!?　望威くん」

　状じよう況きようが理解できない小此木神官長に問われ、望威は首を横に振る。

「わかりまセン、グリフィンなら、あれデ捕まえて退治できたハズ……！」

「毒ナリ」

「グリフィンは毒を持たないのに……！」

　どうしてこうなったのか、那智や入谷にもわからない。

　蟲が融合したせいで、特性が変わってしまったようだ。




「ミギャギャ！」

「キュイキュイ！」

「ピ、チュチュピピピッ！」

「「（しゅー！）」」

（うん！）

　騒さわぐピヨ四神に応こたえて、蒼司朗は枝打ち斧の刃やいばに被せている布の紐ひもを解といた。

　目の端はしでそれに気づいた小此木神官長は、蒼司朗に振り向く。

「待ちなさい、蒼司朗くん！」

　静止する小此木神官長に構わず、蒼司朗は枝打ち斧から布を取る。

（一いつ刻こくも早く、浄化を）

　蟲が浄化できれば、毒はなくなる。

「今行かなきゃ、先輩たちが危険です！」

「危険なのは、蒼司朗様も同じです！」

「待て！」

　車を囲む結界の外に出ようとする蒼司朗を止めようと、鈴宮神官と新庄神官が手を伸ばす。




「お庭番、望月蒼司朗、参る！」




　目の前で弾はじけた虹色の光に圧おされ、鈴宮神官は車のところまで吹っ飛び、新庄神官はよろけて尻しり餅もちをついた。




　虹色の光に包まれ、地を蹴けった蒼司朗は、天の戦士となって羽う化かする────。




「[image: ]きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　力強い声とともに、四神変化して結界を飛びだす蒼司朗の前に、真っ白な鳥の大たい群ぐんが飛来した。

　厚みのない白い鳥は、天の戦士となった蒼司朗を魔獣の放つ毒から守るため、次々に飛来しては燃え崩くずれて消えていく。




　神官に守られた結界の外に出て、真紅の翼で身を浮かべながら、蒼司朗は目の前で燃え崩れていく無数の白い鳥に目を瞬しばたたく。

（これ……）




「無茶すんじゃねぇよ、バカ」

「間かん一いつ髪ぱつでしたね」

　狩かり衣ぎぬ姿で颯さつ爽そうと現れた青年たちを、蒼司朗は知っている。

「孝信様、湊みな斗と様……」

（どうして、ここに……）

　二人とも、とても疲れていて、眠っていたはずなのに────。




　巌手の安倍氏は、由ゆい緒しよ正しい陰おん陽みよう師じの家系だ。その秘術は、今も子し孫そんに受け継つがれ、磨みがかれ続けている。

　安倍孝信は超一流の式神使いであり、常磐ときわ湊斗は結界術の達人だ。蒼司朗を蝕むしばもうとする毒を、安倍孝信の放つ式神が代わりにすべて受け、術を駆く使しする安倍孝信が集中できるよう、常磐湊斗が完かん璧ぺきに守る。帝都城公園で蒼司朗に飛びつこうとした望威を阻はばんだ『見えない壁』、常磐湊斗の結界は、安倍孝信の行動を一切妨さまたげない。




「蒼、ぼーっと見み惚とれてる場合じゃないぞ」

「急いでください、蒼司朗くん」

「はい……！」

　戦いくさ斧おのを握り、蒼司朗はこの一帯が見み下おろせるよう、高く飛ぶ。




「四神演えん武ぶ、延えん寿じゆ」




　陰陽師の力を巌手の外で用もちいることは、原則として禁じられている。

「一昨日おとといのも今日のも、蒼司朗くんを助けるためでしたし、殿様のお叱しかりはないはずです」

　帝都で他圏の者が蟲にかかわってはいけない決まりも、お庭番の身を守ったことに免じて、今回は不問に付ふされるだろう。

「帝都への恩おん返がえしもできて、よかったな」

　きっとこれは、最初で最後。

（お前を助けられる力があって、よかったよ）

　浄化を行う蒼司朗を見つめ、安倍孝信は微笑む。

　四年前、大おお怪け我がをした蒼司朗を助けることはできなかったけれど────。
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　蒼そう司し朗ろうが天の戦士として浄じよう化かを終わらせたあと、すぐ近くにいたはずの安あ倍べ孝たか信のぶたちの姿は消えていた。

　浄化によって、猛もう毒どくに侵おかされていた四し神じんの戦士も窮きゆう地ちを脱だつし、速すみやかに回復した。

　早朝から奥庭の作業と学校がある蒼司朗は、病院で検査を受ける四神の戦士よりひと足先に、帰宅することを許された。




（寝てるし）

　スエットに着替えて静かに部屋に入った蒼司朗は、出かけたときに見たのとまったく同じ格かつ好こうで熟じゆく睡すいしている安倍孝信に、くすっと笑う。

「（格好よかったですよ、孝信様）」

　やっぱり安倍孝信は、これから先もずっと、蒼司朗の憧あこがれだ。

「ミギュ……！」

「キュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅーしゅー）」」

「（んー？　お前たちも格好いいぞ？）」

　蒼司朗は存在を主張するピヨ四神を可か愛わいがり、くすくすと笑って布ふ団とんに入る。

「ミゴ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　お尻しりで割りこむようにして入った布団の中、ピヨ四神の場所は、蒼司朗と安倍孝信の間。

「そこ？」

　首を傾かしげる蒼司朗に、もう動かないとばかりに、ピヨ四神は目を閉じた。

　やけにその場所にこだわるピヨ四神の様子で、蒼司朗ははたと思いつく。

　なんだかこのところ、やたらと甘えん坊で、構ってほしがったのって……。

（ひょっとして、焼やき餅もち？）

「オレのこと、そんなに好きでいてくれるんだ？」

「ミギャ」

「キュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　布団に入っておねむになったピヨ四神は、すりすりと蒼司朗に甘えて、撫なでてもらって満足そうだ。

　蒼司朗はピヨ四神の大好きなキラキラも飛ばせないし、四神変化して天の戦士になっても、危険な目に遭あわせてしまうような、力のない人間なのに。

（ありがとう）

　こんな素す敵てきな神様に好きになってもらえたことは、蒼司朗にとって一生の宝物になる。

（だけど今は、ちょっとだけごめんね）

　蒼司朗はピヨ四神の向こうにいる安倍孝信の寝間着を、少しだけ摑つかんで目を閉じる。

　蒼司朗が眠れるのは、夜が明けて、奥庭の作業にかかるまでの三時間。今日の布団は、いつもより温あたたかくて心地ここちがいい。




　すうっと蒼司朗が眠りに落ちるのと同時に、安倍孝信の枕まくらの下から一枚の白い紙が出て、鳥の形になった。白い鳥は、そっと安倍孝信の肩かたを突つつく。

「ん……」

　安倍孝信を起こした白い鳥は、また一枚の紙に戻って枕の下に戻る。

　ゆっくりと瞬まばたきしてから目を開けた安倍孝信は、寄り添って眠っている蒼司朗が、寝間着を摑んでいることに気づく。その仕し種ぐさは、蒼司朗が小さな子供だったときと同じだ。

「ったく、可愛いことしてんじゃねぇよ。攫さらって帰りたくなるだろ。我が慢まんしてんのに」

　安倍孝信は眠っている蒼司朗を見つめて、起こさないように頭を撫で、優しく微笑ほほえむ。髪かみの生はえ際ぎわや額ひたいの丸みは、幼おさない頃のままだ。

「いつでも帰って来い、蒼。オレがお前を待っててやるから」

　巌いわ手てにはもう、蒼司朗の家はない。巌手で一緒に暮くらした父母もいない。だが、巌手の殿様や安倍孝信は、蒼司朗の成長を楽しみにし、いつでも迎えようと待っている。

　帰る場所は、土地ではなく、優しい人たちの待っている場所なのだ。




「……ミギュ」

　蒼司朗と安倍孝信の間にいたチビ白びやつ虎こは、眠ったまま、ぬーんと伸びをして後ろ肢あしを突っ張った。これ以上近づくなと押し退けるように、チビ白虎の右後ろ肢が安倍孝信の腕に当たる。




　肩が冷えないよう蒼司朗の布団を直し、穏おだやかな寝顔をしばらく見つめて、満足した安倍孝信は目を閉じる。

「……明日、湊みな斗とに腕を見せて、蒼の白虎様の足跡を自じ慢まんするか」

　ピヨ四神の小さな足跡は、霊れい力りよくがある者の目には、時間が経たってもくっきりと見える。

「奥庭の四神様、オレの大事な蒼を、どうぞよろしくお願いします」

　帝都の皆に愛されて、健康で幸せでいられますようにという安倍孝信の優しい祈りが、温あたたかく柔やわらかく、蒼司朗とピヨ四神を包つつんだ。




　短い時間でも、しっかり熟睡した蒼司朗は、ピヨ四神を連つれて奥庭の作業のため、帝都城公園に向かう。

「────行ってきます、孝信様」

　まだ眠っている安倍孝信に、小さな声で言って、蒼司朗は望もち月づき造ぞう園えんを出た。




　帝都大通りは、早朝から道路工事をしていた。通行止めになっている車線を避さけて、蒼司朗は小型ショベルカーを走らせる。

「ミギャギャ」

「キュオ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　ダッシュボードの上のピヨ四神はいつもどおりご機き嫌げんだが、帝都大通りの樹木や植え込みを見た蒼司朗は、渋しぶい顔になる。

「あー、やっぱりちょっと枝が折れたりしてるなぁ」

　暗かったときにはそれほどでもないと思ったのだが、明るくなってからあらためて見ると、けっこうやられている。これは手入れが大変そうだ。

「しっかり教えてもらわなくちゃ」

　蒼司朗が学ばなければならないことは、たくさんある。




　いつものように奥庭の作業をして、社しや務む所しよで清きよ志し朗ろうと一緒に朝ご飯を食べて。

「あれ？　清ちゃん、目の下にクマできてるよ」

　蒼司朗に指摘された清志朗は、力なく笑う。

「……ちょっと眠れなかったから」

「湊斗様と一緒だったから？　清ちゃんでも緊きん張ちようして眠れなくなることってあるんだ」

「……まぁね……」

　蒼司朗は常磐湊斗の寝ね癖ぐせを知らないようだ。

「蒼くん、安倍様がね」

「んん？」

　頰ほおいっぱいにしながら、食事をしていた蒼司朗は、清志朗に話しかけられて顔を上げる。

　清志朗が出かける少し前に、安倍孝信と常磐ときわ湊斗は起きたらしい。

「奥庭の四神様に、蒼くんのことをよろしくお願いします、って」

「うん」

　わりとよく聞く言葉だ。反応の薄い蒼司朗に、清志朗は教える。

「安倍様たち、奥庭の四神様のこと、見えてたみたいだね」

「は？」

「ミギュ？」

「キュイ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　きょとんとする蒼司朗を、どうしたのだろうとモグモグしながらピヨ四神は見上げる。

（見えて、た……？）

　ちっちゃいのてんこ盛もり状態で、きゅんきゅんと懐なつかれまくっている、様を────。

「えええー!?」

　ぼっと一瞬で真まっ赤かな顔になって驚いている蒼司朗の湯飲みにお茶を注つぎ、そういえばと鈴すず宮みや神官は思い出す。

「幽ゆう霊れいや妖よう怪かいの類たぐいでも、見えているのに無反応を通す方って、いらっしゃいますよね」

　見えているとわかったら、態度が変わるから、と。

「安倍様たちほどの術者でしたら、奥庭の四神様のお姿が見えていても、不思議はないですよ」

　考えれば、確かにそのとおりなのだが。

「……まったく気づかなかった」

　蒼司朗は情けなくて、がっくりと肩かたを落とす。

（オレ、相当浮かれてた？）

　箸はしを止めた蒼司朗に、清志朗は言う。

「蒼くん、遅ち刻こくしちゃうよ？」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピピピチュン」

「「（しゅー）」」

　遅刻という言葉が、ご飯の時間終了と結びついているピヨ四神は、大急ぎで残りのご飯を食べた。




　走って登校した蒼司朗と清志朗がなんとか校門を入ったところで、予よ鈴れいが鳴った。靴くつを履はき替えに入った生徒用玄げん関かんには、ひと足先に登校したらしい篠しの原はら勇ゆう輝きがいた。

「……おう」

　朝起きるのが苦手な篠原勇輝は、不ふ機き嫌げんそうな目で蒼司朗たちを見た。

「ミギャ」

「キュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　顔を出したピヨ四神に、不機嫌顔のまま、篠原勇輝はキラキラを飛ばす。

　あーん、ぱっくんと美お味いしくキラキラをいただいて、もう用は済んだとばかりにピヨ四神はひっこんだ。




　通常の『蟲むし呼よびの夜』なら、蟲を集めて浄化したあとは、帝都に穢けがれはなく、とても綺き麗れいになっている。

　だが、昨日は魔ま獣じゆうが侵しん入にゆうしていたため、いつもとは違っていた。

　帝都のどこかに穢れが残っていた場合、穢れに弱い若様は体調を崩くずすので、今日の若様は調査が終わってから登校する。

　朝早くから若様のお迎むかえに行かない日の篠原勇輝は、寝起きとはっきりわかる顔で登校してくる。




「おはよう、篠原くん」

「おはよ、篠原」

　清志朗に続けて挨あい拶さつをしてから、蒼司朗は訊ねる。

「大丈夫だったか？」




　先に帰らせてもらった蒼司朗は、浄化で元気になったように見えた四神の戦士の本当の容体がどうだったのか、知らない。

　一緒に検査を受けた篠原勇輝は、全員の具ぐ合あいを知っている。




「あ？　あぁ。調べてもらったけど、なんともないって」

　とんでもないものを吐いたので、身体の中がどうなったのか不安だったが、天の戦士の浄化は素す晴ばらしかったようだ。




（あれ？　そういえば……）

　蒼司朗の顔を見ていて、篠原勇輝は思い出す。小耳に挟はさんだことだが。

「安倍様たちが巌いわ手てに帰られるのって、今日じゃなかったか？」

「うん。あと三十分ぐらいで電車が植うえ野の駅を出るんじゃないかな」

「出るんじゃないかな、って、なんだコラ！」

　怒ど鳴なられて、枝えだ打うち斧おのを片手に、上うわ履ばきを下足ロッカーから出した蒼司朗は、きょとんとする。

　靴を履き替えもせず大声をあげている篠原勇輝と、動きの止まった蒼司朗に、清志朗は慌あわてる。もう他に生徒はいない。

「蒼くん、篠原くん、急がないと本鈴が鳴る……」

「黙だまってろ、優等生！」

　獣けものが唸うなるように犬けん歯しを見せて清志朗を威い嚇かくした篠原勇輝は、バン！　と音を立てて、蒼司朗の顔のすぐ横にあった誰だれかのロッカーの扉とびらに手を突いた。耳の近くで聞こえた乱らん暴ぼうな音に、蒼司朗は思わず、びくっと肩を震ふるわせる。

「オメー、見送らなくていいのかよ!?」

「見送りたいけど、学校があるし……」

「こんなときはサボるんだよ！　次はいつ会えるか、わかんねー人だろ!?」

「だけど……」




　安倍孝信はもう会えないと言った。蒼司朗には学校がある。

　だから、蒼司朗は学校に行って勉強しなくてはならない────。




「だー！　つべこべ、うるせー！」

　篠原勇輝はもごもごと言って俯うつむいた蒼司朗の手を摑んだ。ぎゅっと強く摑まれ、蒼司朗は驚いて顔を上げる。

　篠原勇輝は至し近きん距離から蒼司朗を見み下おろす。

「行きたいところがあるときは、行けばいいんだよ！　んで、帰ってくる！　それだけのことだろ！」

　蒼司朗の手を摑んだまま、篠原勇輝はついさっき入ったばかりの生徒用玄関を走りでた。引きずられるようにして、蒼司朗も走る。

「若様って言ったら、次の殿様だろ！　あの歳としで圏けんに帰ったら、世よ継つぎがどうとかで、絶対もう城から出してもらえねー！」

　帝都に遊びに来る自由はないだろうし、奥庭のお庭番をしている蒼司朗は、帝都を出て巌手に遊びに行くことはできない。

「でも、オレ……」

　庭師として就しゆう職しよくすることもできたのに、清志朗と同じように伯お父じの左さ近こんが通かよわせてくれている高校だ。

　四神変化して身体が動かなくなったり、帝都の行事のために時間が必要でどうしてもと休んだことはあるが、蒼司朗の我わが儘ままで休むのはいけない。

「俺から帝みかどに話、つけてやる！　帝が味方についたら、誰も文もん句くなんて言えねぇ！」

　帝に目通りできるのは、篠原勇輝が幼い頃から若様を警けい護ごしているからだ。

「篠原、お前それ、職しよつ権けん濫らん用よう……」

「構うかよ！」

　校門を走って出た篠原勇輝は、そのまま外そと堀ぼりの北門を出て、タクシーを拾う。




「強引だな、本当に」

　篠原勇輝に連れだされタクシーの後部座席に押しこまれた蒼司朗に苦笑し、清志朗は助手席に乗る。

「清ちゃん……」

「ついてきたのかよ」

「大事な従い兄と弟こが誘ゆう拐かいされるのを、黙って見てるはずないよ。────植野駅までお願いします」

　清志朗が行き先を告つげたので、タクシーの運転手は車を出す。

「もうこの先、一生会えないかもしれない大切な人が帝都を離れるんです。九時十分発の電車が見送れるよう、間に合わせてください」

「頼む！」

　清志朗のいくらか大おお袈げ裟さな言い方に、心を動かされた運転手は、バックミラーで篠原勇輝を見て、目を丸くする。

「坊ぼつちゃん、白びやつ虎こ神社の……！」

「おう！」

　さすが帝都の有名人。名乗る必要はない。

　タクシーの運転手は、俄が然ぜんやる気になった。

「ちょっと揺ゆれるから、しっかり摑まってくださいよ！」

　グンとアクセルが踏ふまれ、タクシーはスピードを上げて走りだす。




「（スピード違い反はんだな、こりゃ）」

　間に合わせてくれるのは嬉うれしいが、絶対捕つかまるだろうと篠原勇輝は渋い顔になる。

「（うん、だけど、たぶん大丈夫だよ）」

　隣となりで気楽なことを言った蒼司朗へ、篠原勇輝はげんなりしながら顔を向ける。




　窓まどガラスに貼はりつくようにして、ピヨ四神がうきうきと外を眺ながめていた。

「ミギャーミギャギャー！」

「キュイキュイキュイキュイ！」

「ピピピチュチュピピピ！」

「「（しゅーしゅーしゅー！）」」

　流れる車しや窓そうに大興奮だ。

　奥庭の四神様がお楽しみなら、速度超ちよう過かで捕まるような無ぶ粋すいなことには絶対ならない。




　猛もうスピードで飛ばしたタクシーは、九時八分に植野駅に着いた。

　篠原勇輝は降りる前から準備していた万札を運転手に投げ渡し、蒼司朗を連れて駅えき舎しやに駆かけこむ。

「巌手に行く電車……！」

「五番線！」

「っしゃ！」

　篠原勇輝と蒼司朗はホームに駆けあがる。




　電車の座席までは聞いていなかったが、安倍孝信が乗っているだろう場所は、すぐにわかった。そこにだけ五十人はいるだろう、見送りの人だかりができている。あれを搔かき分け、押し退のけて前に出なければ、安倍孝信の顔は見えない。小こ柄がらな蒼司朗は、人ひと垣がきの後ろにいては安倍孝信に見つけてもらえない。

「蒼くん、あっち！」

　釣つり銭せんをもらってひと足後れで来た清志朗は、これまで蒼司朗を何度も迎えに来たり見送ったりしていたので、迷うことなくホームに上がった。電車の進行方向である先頭車しや両りようのほうに行くよう、手で合図する。

　清志朗の意い図とを察して、蒼司朗と篠原勇輝は、教えられたほうに走る。




　出発のベルが鳴って、電車の昇しよう降こう口ぐちの扉が閉まり、電車はゆっくりと走りだした。

　学生時代の友人や恩おん師し、世話になった人たちに見送られ、安倍孝信と常磐湊斗は帝都を離れる。

「孝信様、蒼司朗くんと最後に会えなくて、残念でしたね」

「いいさ。たっぷり寝顔見てきたし」

　窓を閉めようとした常磐湊斗は、ホームの端はしに立つ帝都学園高等部の制服姿の生徒に気づく。三人のうち、一番小柄なのが────。

「蒼司朗くん！」

「え？」

　常磐湊斗の声に、安倍孝信は驚いて思わず座席から腰こしを上げ、窓から身を乗りだす。




「孝信様！」

「蒼！」




　速度を上げていく電車から、ほんのわずかな間だったが、蒼司朗と安倍孝信はお互いの顔を見て、最後のお別れをした。




「またな！　蒼！」

「お元気で！」




　窓から身を乗りだし、手を振る安倍孝信に、蒼司朗もホームの端ぎりぎりまで走って、大きく手を振り返した。
















　電車が見えなくなるまで、ずっと。




　次の電車がホームに入ってきたので、清志朗は蒼司朗の肩に手を置き、移動を促うながす。

「────学校の下足ルームに放置してきた僕たちの靴と鞄かばん、見つかって大おお騒さわぎになってなければいいね……」

「あ」

　篠原勇輝は、投げ捨ててきたあれこれを思い出す。




　それはまるで、犯人と激しく揉もみあった、誘拐事件でも起こったかのような────。








了
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　植うえ野の駅からの帰りは、行きのように急がなくてもいいので、タクシーではなく帝都城方面へ向かうバスに乗った。

「────お前ら、見せものになってる自じ覚かくあるか？」

　バスに乗ってしばらくしてから、むすっとした篠しの原はら勇ゆう輝きに言われ、ようやく蒼そう司し朗ろうと清きよ志し朗ろうは状じよう況きようを把は握あくする。

「いや、うん……」

「失敗、だよね……」

　由ゆい緒しよ正しく有名な白びやつ虎こ神社の子し息そくで、帝都を守しゆ護ごする白虎の戦士である篠原勇輝は、帝都では有名人だ。そして奥庭のお庭番であり、帝都の行事に何度も参加している蒼司朗も、帝都民に顔を知られはじめている。

　帝都学園高等部は帝都で一番偏へん差さ値ちの高い学校で、頭がよく、家いえ柄がらもいい少年が大勢通っている。学校のある時間に制服姿で帝都城下を徘はい徊かいした経験がほとんどない清志朗は、帝都学園高等部の生徒である自分たちがどれほど注目されるのかわかっていなかった。

　通つう勤きん通学の人間が乗り降りし終わった時間帯のバスは空いていて、乗客全員が蒼司朗たち三人を見ることができた。

　気持ちが落ち着いてきて、周りのことに意識が向くようになってきた蒼司朗と清志朗は、乗客の視線が痛く、とても居い心地ごこちが悪い。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュ、チュン」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗たちに構わず、乗り物大好きのピヨ四し神じんは、窓まどにへばりつくようにして外を眺ながめ、ご機き嫌げんだ。帝都城などの結けつ界かい領りよう域いきの外では、霊れい力りよくのある者にしか帝都城奥庭の四神様の姿は見えないので、とてものびのびしている。興こう奮ふんする鳴き声が聞こえる蒼司朗と篠原勇輝だけ、首の後ろで騒さわいでいるピヨ四神がちょっと喧やかましい。




　横目で篠原勇輝をチラ見して、蒼司朗は感心する。

（篠原、すげー）

　学生服を着き崩くずし、態度が不良っぽい篠原勇輝は機嫌も悪そうで、見るからに怖い。いくら有名人でも、気安く声をかければ睨にらまれたり蹴けられたりしそうで、近寄れない。

　学校にも行かず、こんな時間にバスに乗っているのには、何か理由があるのだろうと思うが、下へ手たに想像して噂うわさしたことがバレると、ただでは済まない感じがする。恐おそろしくて誰だれにも話せないし、覚えられると面倒なことになるかもしれないので、誰も篠原勇輝をガン見しない。

　若様が日々安全に行動できるのは、殺気に満ちた篠原勇輝がガンをくれているからだ。半はん端ぱない。

　もしも篠原勇輝が一緒にいなかったら、好奇心旺おう盛せいで世話焼きな帝都民に捕つかまって、蒼司朗と清志朗は質問責めにあっていたかもしれない。




（バス、学生証で乗っちゃったよ）

　帝都の学校の学生証は、路線バスの無料パスだ。当たり前のように、学生証を提示して乗ってしまった蒼司朗は、己おのれの行動を猛もう省せいする。

（これって、オレたちの行動が丸分かりってことじゃん）

　学生証でバスに乗れば、利用日時の記き録ろくが残る。

「だから俺はタクろうと思ってたのに」

「言えよ！　そういうことは早めに！」

　泣きの入る蒼司朗を睨み、篠原勇輝は怒ど鳴なり返す。

「言う前にオメーが『あ、バスが来てる』とか言って、タクシー乗り場に行きかけてた俺の腕うで摑つかんで走ったんじゃねーか！　バスに乗せたの、オメーだろ！　このバカチビ！」

「確かにバカだったけど、それとチビとは関係ねー！」

「蒼くん、篠原くん、声が大きい……！」

　これ以上注目されたくない清志朗は、静かにしてくれと二人に懇こん願がんする。

「ご、ごめん、清ちゃん」

「は！」

　そっぽを向こうとした篠原勇輝は、清志朗の顔を見てむっと眉まゆを顰ひそめる。

「……清志朗、お前顔色悪いんじゃね？」

「ホントだ。なんか、朝より顔色悪いよ。大丈夫？　清ちゃん」

　睡すい眠みん不足で目の下にクマができていた清志朗だが、顔色まで悪くなっている。

　清志朗は顔を伏せ、バスの床ゆかを見つめて口を開く。

「……蒼くん」

「何？　気持ち悪い？　大丈夫？」

「うん、大丈夫。────望もち月づき造ぞう園えんの今日の仕事の予定、覚えてる？」

「んー？　えーと、確か……」

　予定表に書いてあったことを、蒼司朗は思い出す。

「────帝都城公園、北門近くの……」

　言いながら、さぁーっと蒼司朗も青ざめた。

　行きに三人は帝都城公園北門を飛びだしてきたが、そのときには望月造園の庭師たちに会わなかった。だが、今度もそうとは限らない。

「北門から入ったら、お父さんたちに見つかるよ……」

「叱しかられるよね……」

　俯うつむいて青くなっている二人に、ふんと篠原勇輝は鼻を鳴らす。

「親父さんたちと鉢はち合あわせるのが嫌いやなら、東門から入ればいいんじゃねぇの？」

　帝都学園高等部に一番近いのは北門だが、別の門からでも学校には行ける。望月造園の庭師たちが作業しているだろう場所を避さけて、学校に入ればいい。

　蒼司朗は顔を伏せながら、篠原勇輝を横目で見る。

「それって、叱られないように逃にげるみたいじゃないか……！」

「嫌いやなら別に」

　篠原勇輝は提案しただけで、無む理り強じいしているわけではない。

「東門から入ろう……！」

　意を決したように清志朗は宣せん言げんした。

「清ちゃんが東門から入るなら、オレも東門から入る！」

（こいつら、マジで叱られ慣れてないな）

　服装が乱れている、態度が悪いと、あちこちでしょっちゅう説教を食くらっている篠原勇輝は苦笑した。




　バスを降りた蒼司朗たちは、東門から帝都城公園に入る。平日の午前中の帝都城公園は、週末のような賑にぎわいはなく、閑かん散さんとしている。

　学校を飛びだした罪ざい悪あく感かんから、こそこそおどおどしていた蒼司朗と清志朗だが、休館日で人ひと気けのない植物園の横を通っているうちに、ちょっと落ち着いてきた。いかにも後ろめたいことをしてますという雰ふん囲い気きがなくなって、篠原勇輝はほっとする。

（ま、唆そそのかしたのは俺だけどさ）




「ピ！」

　頭の上で風かざ見み鶏どりのように片かた手て羽ばを上げて指し示したチビ朱す雀ざくに、蒼司朗は枝えだ打うち斧おのを握にぎり直す。

（賊ぞくか!?）

　休館日を狙ねらって、不ふ埒らちな輩やからがやってきたか。緊張し身構える蒼司朗の横で、篠原勇輝はぱぁっと顔を輝かがやかせた。




「若様～！」




　チビ朱雀が指し示したほうに、いつも若様の乗っている牛ぎつ車しやが見えた。

　穢けがれに弱い若様は、蟲むしの穢れがないことを確かめてから、登校する予定になっていた。神官や公こう儀ぎ隠おん密みつがしっかり調査をし、支し障しようなしと判断して、牛車を出したのだろう。

　駆かけ寄ってきた篠原勇輝に気づき、牛の手た綱づなを取っていた御ぎよ者しやが、頭を下げる。

「おはようございます、篠原様」

「おはようございます！　若様、おはようございます、お加減いかがっスか？」

　牛車の中にいる若様は、元気な篠原勇輝にくすっと笑う。

「おはようございます。気分はいい。大丈夫なようだ」

　危き惧ぐしていた蟲の穢れは、若様が体調を崩すようなものではなかったらしい。




「ミギュギュン」

「キュイキュイキュオ」

「チュッピピッチュ」

「「（しゅーしゅーしゅー）」」

「あ、こらっ……！」

　若様めがけて飛びだして行ったピヨ四神に、隠かくれて様子を見ていた蒼司朗は慌あわてる。清志朗の目には見えないが、若様が大好きなピヨ四神は、若様めがけて一いち目もく散さんだ。

　牛車に飛びこんできたピヨ四神に甘えられた若様はびっくりし、篠原勇輝と牛車の御者も驚く。

「────すみません、若様……！」

　隠れて若様を見送ることができなくなった蒼司朗は、急いで牛車に駆け寄り、清志朗も木の陰かげから出てきてお辞じ儀ぎする。




「望月蒼司朗、清志朗……」

　思いがけない二人を見つけ、若様は目を瞬しばたたく。

「君たちも、僕を迎むかえに来てくれたのか？」

　今回は偶ぐう然ぜんだったが、篠原勇輝が学校の勉強よりも若様を優先するのはいつものことだ。具ぐ合あいの悪い若様が早退するときに付き添うのは当然として、遅ち刻こくして登校するときにも、篠原勇輝は若様を迎えに出る。

　常つねに公儀隠密たちが警けい護ごしているが、お世話係である篠原勇輝は、若様を一人歩きさせないよう気を配くばっている。言葉にして求めなくても、本当に助けられているので、若様は篠原勇輝の行動に意見しない。

　篠原勇輝と一緒に、蒼司朗や清志朗まで迎えに来てくれたのだろうかと驚く若様に、篠原勇輝は悪戯いたずらっぽく笑う。

「それが、聞いてください、若様」

「ちょっ！　ペラペラ喋しやべるな、篠原！」

　蒼司朗は赤くなって篠原勇輝を止めようとするが、牛車の中の若様は眉を顰める。

「……僕が知ってはいけないことなのか？」

「ミギュ」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　若様が悲しそうな顔になったので、ピヨ四神は慌てて舐なめたりすりすりする。

　蒼司朗は耳まで真まっ赤かになって、顔を伏せて言う。

「いえ、知ってても構いません」

　蒼司朗が恥はずかしいだけだ。




　篠原勇輝から話を聞いた若様は、篠原勇輝と蒼司朗、清志朗を牛車の中に招まねいた。

「これで登校すれば、きっと望月造園の庭師たちには見つからないだろう」

「……すみません」

　蒼司朗と清志朗は恐きよう縮しゆくする。身を隠して登校できて蒼司朗たちはほっとし、ピヨ四神に懐なつかれ甘えられている若様は、名案だと思ったようだが。




（時間の問題だろ）

　篠原勇輝は思う。




　帝都城公園の門には警けい備び員いんがいるので、きちんと登校していながら、北門から出ていった蒼司朗たちのことはバレている。蒼司朗と清志朗が登校したのにどこかに行ったと、望月造園の庭師の耳に入っているだろう。今入っていなくても、絶対にバスの乗車記き録ろくは保ほ護ご者しやである左さ近こんの知るところとなる。




　そして左近は、帝都学園高等部近くの遊歩道で仁に王おう立だちをしながら待ち構えていた。東門の警備員から、戻ってきたと情報が行ったのだろう。

「清！　蒼！　牛車から降おりやがれ！」

　遠くから怒鳴られ、蒼司朗と清志朗はびくっと身を竦すくませる。

「────ありがとうございました、若様」

　降りようと枝打ち斧を握る蒼司朗に、ピヨ四神がくっつこうとしたが、蒼司朗はそれをやんわりと阻そ止しする。

「オレはこれから清ちゃんと、伯お父じさんに叱られてくるよ。怒鳴られると怖いから、お前たちは若様のところにいてね」

　蒼司朗に撫なで撫でされて、ピヨ四神は若様のところに残る。

「若様、乗せていただいて、ありがとうございました」

　清志朗は若様に頭を下げ、蒼司朗と一緒に牛車を降りた。

　一いつ拍ぱく置いて、篠原勇輝も牛車を降りる。

「あいつらを学校から連つれだしたの、俺ですから。叱られるなら俺も一緒です」




　怖い顔で仁王立ちして待っていた左近の前に行き、蒼司朗と清志朗は頭を下げる。

「学校サボって、すみません！」

「止めなかった僕が悪いんです。すみません……！」

　雷かみなりを落とされると思っていた蒼司朗たちの頭に降ふってきたのは、拳げん骨こつではなく掌てのひらだった。わしゃわしゃと、左近は乱らん暴ぼうな手つきで二人の頭を撫でる。

「孝たか信のぶ様の見送りに、どうしても行きたかったんだろ？　間に合ってよかったな」

「────伯父さん……」

　左近を見上げた蒼司朗の目が、潤うるむ。蒼司朗は色々言い訳して自分を納得させ、我が慢まんしたが、本当は安あ倍べ孝信の見送りに行きたかった。

「清、蒼はやせ我慢する奴だ。連れて行ってくれて、ありがとうな」

　礼を言われるようなことなどできなかった清志朗は、唇くちびるを嚙かみ、首を横に振る。




（なんだ、大丈夫じゃん）

　牛車を降りたものの、出番なしとわかって、篠原勇輝はほっとする。




「蒼くんを連れだしたのは、僕じゃなくて篠原くんだよ。僕は二人について行っただけだ」

　清志朗に名前を出され、左近に視線を向けられた篠原勇輝は、慌てて気をつけする。大きく身体からだを折るようにしてお辞儀した篠原勇輝に、左近は微笑ほほえむ。

「坊ぼつちゃん、愚ぐ息そくどもが世話ンなりました」




　巌いわ手ての若様である安倍孝信は、蒼司朗にとって特別だ。

「ま、次はねぇからな。覚かく悟ごしとけ」

　大目に見るのは、今回だけ。お咎とがめなしとわかって、蒼司朗と清志朗はほっとする。

「それにしても、意外だったな。清がこういうことで学校抜けだすたぁ。俺ぁ、てっきり『勉強のことは心配しないで。僕がノートを取ってあげるよ』とか言うかと思ってたぜ」

「お父さん、僕の口くち真ま似ね、悪意があるよ」

　拗すねた顔の清志朗に睨まれて、左近は肩かたを竦すくめる。

「違うって？」

　清志朗は黙もく秘ひする。安倍孝信の見送りに行きたいと、蒼司朗に相談されていたなら、たぶん清志朗は、左近が言ったのと同じ言葉を口にしていただろう。こっちのフォローはするから、安心して行ってきてくれと。やせ我慢した蒼司朗を強ごう引いんに連れだせたのは、篠原勇輝が第三者視点で冷静に判断したからだ。

（僕は蒼くんが安倍様を選ぶのが、嫌だった……）

　蒼司朗に慕したわれる安倍孝信のことが、清志朗は昔から面おも白しろくなかった。だから、蒼司朗がやせ我慢しているとわかっていながら、それを無視してしまった。安倍孝信を見送りに行く蒼司朗を篠原勇輝だけに任せておけず、関係ないのにのこのこついて行った。

　蒼司朗は清志朗の従い兄と弟こで、どれだけ離れていてもその関係は変わらない。他人である安倍孝信は、蒼司朗にとってどれだけ特別でも、離れてしまえば関係が終わってしまう人だったのに。

（ごめんね、蒼くん）




　手のかからない優等生な子供である清志朗が、融ゆう通ずうのきかない石頭ではないとわかって、ちょっと左近は楽しい。

「おら、ガキども、とっとと学校行け！　三時間目始まっちまうぞ！」

「はい」

「行ってきまーす！」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「ピピチュン」

「「（しゅー）」」

　左近へと元気に手を振った蒼司朗に、牛車から出てきたピヨ四神が飛びついた。

　篠原勇輝は左近に向かって一礼し、若様を乗せた牛車は蒼司朗と清志朗のあとを追うように、帝都学園高等部に向かう。




　二時間目の終わりに登校した蒼司朗と清志朗、そして篠原勇輝は、生徒用玄げん関かんに乱らん雑ざつに放置した鞄かばんと靴くつについて叱られ、昼休みに反省文を書かされた。

　若様やピヨ四神と一緒に昼食をとった生徒会室で、反省文を書いていた篠原勇輝は、机つくえで爆ばく睡すいしている清志朗の姿に驚く。

「コイツが学校で寝るのなんて、初めて見たぞ」

「清ちゃん、昨夜あんまり眠れなかったらしいから」

「……目を開けたまま眠っているのではないか？」

　若様は、白目の半目で意識を失うように眠っている清志朗の姿を見て、ちょっと驚く。

「すっごく疲れたとき、清ちゃんってこの顔で寝るんだよ」

　不ぶ細さい工くな寝顔の清志朗に、何度か遭そう遇ぐうしたことのある蒼司朗は、気楽に笑った。

「ミゴ」

「キュウ」

「ピ」

「「（しゅー）」」

　残念な顔で眠っている清志朗に、こわごわ近寄ったピヨ四神は、タッチして逃にげるという遊びを覚えた。





二○一三年七月　流ながれ　星せい香か　仮眠を取るとすっきりしますね♪
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９月28日生まれ、天秤座、Ｂ型。大阪生まれ大阪育ちの、大阪在住大阪人。お祭り騒ぎ大好きな、明るく正しい子供の味方である♡

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表していて、

西洋風、現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富である。

お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子からたくさんの元気をもらっている♡
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Kuya Sakaki




愛知県在住

今回は色々描かせて貰いましたが、描く側にとっても、やはり蒼君が一番の癒しです。
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お庭にわ番ばん望もち月づき蒼そう司し朗ろう参まいる！




予よ期きせぬ客きやくと食くえない焼やき餅もち
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